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│一章│　パンツ、喪ソウ失シツ









　ぼくは朦もう朧ろうとしていた。自分の中の何かが、するりと抜け落ちていくように感じた。

　意識を集中させてもそれは止まらず、それでも失うことが恐ろしくて、離れていこうとする何かを手繰り寄せようと、必死にもがき続ける。

　──気がつくと、見覚えのない路地裏にいた。

　そこは薄暗く、湿っぽく、埃ほこりくさく、空気が淀よどんでいた。地べたにへばりつくようにしてしばらく横たわっていると、アスファルトを伝って、遠くの喧けん騒そうが聞こえてくる。

　ひどく憔しよう悴すいしていた。どうしてここにいるのか、今まで何をしていたのか、自分は何者なのか……それがどうしても思い出せない。ぼくの中で、きれいに過去の記憶だけが抜け落ちていた。やがて思い出そうと努力することにも疲れ、ふと、空を見上げる。

　初夏の空は青く澄み、細長い雲がまだらに広がって、青と白のしま模様を作っていた。

　空がまるでしまパンのようだ。

　しまパンとはしま模様のパンツの略称である。思春期の女の子がよく穿はいているあれだ。思春期の女の子。その響きのなんと素晴らしいことか。

　そこで気づく。

　ぼくはその、しまパンだった。







　ぼくには意識がある。だから、ただのパンツではない。生きているパンツだ。

　地球の常識では、パンツは生きものではない。しかし、そんな常識は通用しない。

　何な故ぜならぼくは、宇宙から飛来したパンツ生命体だからだ。

　ぼくの名前はストライプ。それは英語でしま模様という意味になる。

　……ここまでが、なんとか思い出すことができた、自分自身に関する事柄である。

　ぼくはとても博識だ。地球のこと、そこに生息する知的生命体の生態や、常識的作法はもちろん、今いるこの国、日本の文化──とくにアニメやコミックなどのオタク文化にも詳しい。さらには、この星の住人も知らない高度な科学知識や、自分と同じパンツ生命体を含む、神秘的な宇宙生物の数々についてなど、その知識は多岐に渡る。

　しかし、自分のことになるとさっぱりだった。ぼくは完全に過去の記憶を喪そう失しつしていた。

　──このままではいけない。

　そう思い立ち、自分の布状の身体からだ──《繊維体フアイバーボデイ》をゴムのように伸縮させ、空へと舞い上がる。

　パンツが空を飛ぶ。それもこの星の常識では考えられないことだろう。しかし形はどうあれ、ぼくは宇宙生命体なのだ。そんな存在相手に、常識が通用すると思ってはいけない。

　青い空と白い雲の間を、ジグザグの軌道を描きながら飛んでいく。

　失われた記憶の手がかりを求めて。

　何かが、ぼくを急せかしている。

　何が？　何故？　何を？

　……分からない。

　混濁する心を持て余し、ぼくは正気を失いかけていた。

《繊維体》の模様を空と一体化させつつ、そこで滞空し、下界を見下ろす。すると人ひと気けのないゴミ置き場でいかがわしい本を漁あさる、思春期の少年の姿を見つけた。

　ぼくは本能的衝動にかられ、身体をねじり、《繊維体》を《伸縮チヤージ》させた。その動作によって充じゆう填てんされた力を用いて加速すると、少年めがけて一直線に滑降していく。

「パ……パンツっ？」

　獲物の反応は実にシンプルだった。そう、彼の言うように、ぼくはパンツだ。

　だが、それだけではない。

　──ぼくは猛もう禽きん類るいのように狩りをする、パンツ生命体なのだ。

　素早く袋状になっている口を開き、少年の顔を飲み込む。

　すると、少年はパンツを頭からかぶった状態になった。

　布ごしに少年の脳髄に向けて特殊な電波を送り、彼の意識へ侵入していく。

『毎週土曜深夜放送中の○○○はパンツが見えるアニメ。今期のダークホース』

『夏服はやっぱりサイコーだぜ！　スケスケ天国だ！』

『二組の姫ひめ川かわさんはロリ可愛かわいい。あの娘こはちっちゃいし、柔らかそうだなぁ……』

　彼の意識から得られた情報は、どこか興味をそそられたものの、今の自分に必要なものではなかった。それでも続けて、本能的な動きで意識の奥底へと潜っていく。

　すると、どうだろう。有益な情報こそ得られなかったものの、自分の記憶の扉が開いていくのを感じた。他生物の意識へ侵入したことで《繊維体フアイバーボデイ》が活性化し、記憶の復活が促進されたのだろうか？

　……その理由まではわからなかったが、ぼくはその結果に満足し、ひとまず少年の頭から離れ、彼の意識を解放することにした。







　少年の意識に侵入したことによって、いくつかの記憶が呼び覚まされた。

　それによって新たに判明した事実は以下の通りだ。

　パンツ生命体は自分の《繊維体》を《伸縮チヤージ》させることで、エネルギーを生み出すことができる。それは無から有を生み出すに等しく、永久機関と言いかえてもよい。

　その能力のおかげで、パンツ生命体は生物として完全無欠と言えた。だが、そこに宿る意識は不完全な代物だ。ぼくらが本来備えている知性は、単細胞生物となんら変わりないお粗末なものである。たとえ生物として完全無欠だとしても、それでは無為に生き続けるだけの空むなしい存在でしかない。

　そこでパンツ生命体は、さらなる進化のために、寄生という手段を選んだ。他ほかの知的生命体の意識に侵入、結合し、その相手から記憶や知識を受け取るのである。

　寄生対象となる宿主──《所有者オーナー》の意識から、自我の形成に必要ないくつかの要素を借りることで、パンツ生命体は高度な自意識を作りあげることができる。さきほどの少年への侵入行動──《狩りダイブ》も、本来なら《所有者》を選ぶための本能的所作なのだ。

　ぼくの人格は、さきほどの少年のものにかなり近い。その事実は、彼とよく似た知的生命体──思春期の地球人の少年が、ぼくの《所有者》であることを示唆していた。

　では、その《所有者》は今どこにいるのか。

　その答えもすでに得ていた。

　ぼくは記憶を喪そう失しつしている。何かとてつもなく強い、精神的なショックによって。

　それほどのショックとなると……《所有者》が死んだとしか、考えられない。

　しかし、どうしてそうなったのかは不明だ。




　空は夕日によって、頬ほおを染めた少女のように赤く染まっていた。

　その羞しゆう恥ちに染められた空を飛びながら、ぼくはまた考える。

　……失った記憶の中には、大切なものがあったのだろうか。今のぼくは抜け殻のようだ。身体からだに穴が開いてしまったような空虚感だけが募っている。

　しかし、立ち止まってなどいられない。《所有者オーナー》がいない状態のパンツ生命体は、一定期間が経過すると自我が崩壊してしまう。それはぼくにとって『死』と同じ意味を持つ。

　ならば、やるべきことは決まっている。新たな《所有者》を捜すのだ。

　そこでふと──強烈なめまいを覚えた。

　心の奥底からわきあがる力が、また急せかし始める。……何を？　分からない。

　それでもぼくは衝動的に《伸縮チヤージ》し、身をよじらせる。まるで魂が吸い寄せられていくようだった。一直線に空を飛び続け、住宅地を越え、大きな道路までやってきた。

　アスファルトには大量の血で赤い模様が広がっていて、その先に同じ色で染まった塊が転がっていた。塊の脇わきには前面が大きくゆがんだ乗用車が止まっており、運転手と思おぼしき男性が、半狂乱になって叫び声をあげていた。

　ありきたりな交通事故である。しかしありきたりであろうと、それが凄せい惨さんな現場であることに変わりはない。その光景を見て、ぼくはある思いに駆られた。

　──あそこに転がっているものを、助けることができるかもしれない。

　上空から眺めると赤い点にすぎない、その小さきものを見定める。

　ぼくは《伸縮》し、滑降した。目にもとまらぬ速さで被害者のそばに降りたつ。

　対象の姿を確認すると、髪が流れるようにアスファルトへと垂れていた。手入れの行き届いた、少し茶がかった長くしなやかな髪。白地に青いラインが入ったセーラー服から、被害者が地球人の、女学生であると判別できる。事故にあっていなければ清せい楚そな印象を与えるはずだったその姿は、今は少女自身の体液によって、死の色に染め上げられていた。

《繊維体フアイバーボデイ》を伸縮させて宙に浮き、少女のスカートの中へと侵入しようとする。

　そのとき、ぼくは少女の顔を見た。

　ふくよかで柔らかそうな頬。長いまつげ。筋の通った鼻び梁りよう。血を垂らし、まぶたが閉じられた状態でも、整った顔立ちをしていると分かる。ただ今は、伏せられたまつげの内から、赤い涙が頬を伝っていた。

　そこで、ひときわ激しいめまいを覚えた。

　なんだ……これは……。

　少女の顔を見たそのときから、ぼくの心が悲鳴をあげている。

　内からこみ上げる焦燥、絶望、そして強い意志。彼女を救わなければ──そんな願いが力強く脈動し、抑えられぬ衝動となって、今にも心が破裂しそうなほどの感情を生んだ。

　ぼくはこの死にゆく少女に、同情していた。

　しかし……何な故ぜだろう。それだけではない。少女の可愛かわいらしい顔が死の色に染まろうとしているのを見た瞬間から、身体からだが引きちぎれそうなほど、心が揺さぶられている。

　気がついたときには、ぼくは少女が穿はいていた白いパンツの表面に覆いかぶさり、それを溶かし、彼女の肉体へ寄生しようとしていた。

　少女の全身に自分の細胞一つ一つをいきわたらせ、活性化させていく。

　いきなりの寄生、しかもここまで細胞を分割するという行為には、自我の崩壊という『死』の危険を孕はらんでいる。……ぼくは何故、ここまでするのだろう。

　少女に同情し、新たな《所有者オーナー》を求めていたとはいえ、今やっているこの再生治療は、あまりにも危険で、ゆえに非合理的だ。

　──彼女の笑顔が見たい。

　しかし何の脈絡もなくあふれ出たその感情は、切実で純粋な思いだった。

　彼女の損傷は予想以上だ。ぼくはさらに細胞を分裂させていく。

　すでに自分の能力の限界を超えていた。

　それでも構わず奮闘を続けていると、徐々に意識がぼんやりとしていく。

　やがてぼくは、深い闇やみの底へと沈んでいった。




　　　　▽




　誰だれかが一人で喋しやべっている。

　いや、一人ではない。ひとりごとのように聞こえても、そうではないのだ。

　誰かと誰かが、言葉を交わしている。

　ぼくはその光景を、とても身近なもののように感じていた。

　──ぼく？

　今ここに、ぼくは存在するのか？

　そもそも、ぼくとはなんだ？

　まるで夢でも見ているかのような、ぼんやりとした意識。

　水の中で溺おぼれているような、そんな感覚。

「どうしたんだい、相棒」

　どこからか、声が聞こえた。

「いや、お前と初めて会ったときのことを考えていたんだ」

「なかなか衝撃的だっただろ？」

　もう一人の声。もう一人の誰かと話すその声は、親しみのようなものが感じられた。

「俺おれもまさか、パンツに話しかけられるとは思わなかったからな」

「そうかい。ぼくもまさか、男に穿かれることになるとは思わなかったよ」

「あのときは魔がさしただけだ！　くそっ！　それがこんなことになるとは……」

「魔がさしただけで妹のパンツを穿はくのか、きみは。そうだ、きみは今を後悔してるかい？」

「はあ、なんでそんな決まりきったことを聞くんだよ。──ストライプ」

　ストライプ。

　その単語に、ぼくのおぼろげな意識が呼応した。

　ストライプ……ストライプ……ストライプ……。

　青と白のしま模様。空と雲の色。

　そうだ！　しまパン！　しまパンだ！

　青と白の！　女の子のパンツ！

　──ぼくはそれを、渇望しているのか？

　何かがこみ上げてくる。

　熱い、何かが。

「なんでかって？　それはまあ……友情の確認みたいなものだよ、相棒」

　その言葉とともに、ぼくの意識は深い闇やみの底から、上へ上へと引き上げられていった。




　　　　▽




　ぼくは少女の股こ間かんで覚かく醒せいした。

　すでに寄生は完了していたので、《繊維体フアイバーボデイ》は少女の股間を優しく包み込んでいた。

　彼女の肉体はすでに致命的な損傷から回復したものの、いまだ意識を失ったまま、担架の上であおむけになっている。いつのまにか救急車で病院まで運ばれていたらしく、しばらくすると医師たちが現れ、何やら首をかしげていた。

　そこでぼくは今の状況を理解した。

　路上での惨状を考えれば少女──医師たちにとってのこの患者は、重傷を負って危篤のはずなのだ。しかしぼくが施した肉体再生によって、今やこの少女の身体からだには傷一つない。彼らにとってそれは、不自然極まりない事態である。

　……まずい。このままではぼくの存在が気づかれてしまう。それはちょっと面倒だ。

　ぼくは医師たち相手に《狩りダイブ》をして、事故に関する記憶の消去やねつ造をくり返した。

『少女は事故にあったものの、奇跡的に無傷の状態であり、念のため病院に運ばれた』

　そんな架空の事実をでっちあげたころには、ぼくはかなり消耗していた。それでも気を奮い立たせ、少女の血に染まった衣服に繊維体を溶かし込んで念入りに染み抜きを行い、きれいな白いセーラー服に戻しておく。

　そこまでやっても、ぼくがやらなければいけないことの全すべてが終わったわけではない。

　むしろこの次にやらなければならないことのほうがよっぽど重要な仕事で、なおかつデリケートなものだ。その大仕事とはずばり──少女とコンタクトを取ることだ。

　どうすれば自分の身体からだに寄生した宇宙生命体の存在を、円満に受け入れてもらえるだろう？　ぼくは生きたパンツであり、その存在はこの星の常識で考えると、嫌悪感を抱かれないわけがないのだ。寄生、宇宙生命体、喋しやべるパンツ──不快要素の三重奏。

　それでも今、ぼくに優しく包まれて、安らかに眠っているこの少女と、信頼関係を結ばなくてはならない。

　何な故ぜならぼくは、彼女を自分の半身となる《所有者オーナー》に選んだのだから。







『──少女よ。目覚めるのです。あなたはまだ、死すべき定めにありません』

　自分の《所有者》となった少女の意識に、語りかける。

　これはパンツ生命体とその《所有者》だけに使える『念話』という会話手段だ。

　彼女の自我はいまだ意識の底の深い領域に沈んでいて、ぼくの言葉に応じない。

『──少女よ。まだあなたを待つものがいるはずです』

　しばらく念話で語りつづけると、少女の意識に変化があった。

　彼女の自我がわき上がってくるのを感じた。強い、途方もなく強い──意志の力。

『誰だれ……？　あなたは誰……？』

　少女の反応に、ぼくはニヤリとした。さきほど医師たちに《狩りダイブ》で情報操作をしたとき、ついでに若い女性看護師の意識から、いかにも女の子が好みそうな情報を漁あさっておいたのだ。お年とし頃ごろの女の子なら誰もがあこがれるファンタジー系少女漫画を参考にして、ぼくは今、彼女の意識に語りかけている。

『私は大いなる宇宙の意志、あなたはまだ死すべき定めにありません……』

　ちなみに一言も嘘うそを言っていない。ぼくが宇宙から飛来したことは事実なのだし。

『死ぬ？　死ぬって何？　そういえばわたし……』

　そこで少女の意識が激しく動揺するのを感じた。ほとばしる感情の波を受けて、ぼくは軽いめまいを覚える。彼女は事故の記憶を思い出したようだ。

『あなたは事故により死の淵ふちをさまよっていたのです。しかし恐れることはありません』

『え……？』

　少女があまりにも予想通りの反応をしてくるので、ぼくはつい調子にのってしまう。

『あなたの肉体はわたしの力で再生しました。あなたには使命があるのです。そう、重要な使命が……』

　そうやって語りかけながら、さてどんな使命をでっちあげるべきか、などと考える。

　すると彼女は、ぼくの予想だにしていない返答をした。

『そうよ！　わたしにはやることがあるの！　だから絶対に死んだりなんかしないっ！　お兄ちゃんを！　お兄ちゃんを絶対に見つけるの！』

　……ちょっと待った。なんだ、このノリは。

　完全に意表をつかれた。

　これではまるで、本当にこの少女がなんらかの使命を背負っているようではないか。

『ねえ、あなた！　わたしに力を貸してよ！　わたし、どうしてもお兄ちゃんを捜さなくちゃいけないのっ！』

『え、えーと……』

　その勢いに思わず圧倒されてしまう。ファンタジー的演出で無む垢くな少女をかどわかそうと考えていたのに、これでは逆に主導権を握られてしまっている。

『わかりました……。あなたに力を貸しましょう。大いなる宇宙の力を……』

『ありがとう！　あなたのお名前は？　わたしは響きよう子こ、姫ひめ川かわ響子よ！』

　また、めまいがした。でもそれが、何な故ぜなのかは分からない。

　──きょうこ？　何かが、ぼくを急せかし始める。

『ぼくの……ぼくはストライプ……』

『えっ？　ぼく……？』

　はげしいめまいのせいで、ぼくはファンタジー的演出をするのを忘れてしまった。

　響子。愛くるしい声の、女の子の名前。

　彼女がずっと語りかけてきていたけど、それに反応できずにいた。

　ぼくはただ、響子というその名前を、心の中で反はん芻すうし続ける。







「あの声は一体、なんだったのかな……」

　車の中で、響子がひとりごとを呟つぶやいていた。

　病院での検査の結果、どこにも異状は見られなかったため、響子はすぐに自宅へ帰ることができた。彼女は今、迎えに来た母親の運転する車に乗って、自宅へと向かっている。

「ストライプとか言ってたような……」

　どうやら響子はぼくに興味を持ったようだ。車窓を流れる町の景色を眺めながら、不思議そうな顔で首をかしげている。

　この雰囲気ならツカミはオーケーといったところだろうか。ぼくは彼女に語りかけた。

『……響子……響子……』

「えっ？」

　ぼくが意識内で語りかけてきたことに驚いたのか、響子は声をあげた。すると不審に思ったのか、車を運転していた響子の母親が、後部座席の彼女に向けて声をかける。

「どうかしたの？　響子」

「なっ……なんでもないよ。ケータイのメール見てただけ」

「そう」

　母親がまた運転に集中したのを見て、響きよう子こはほっと息を吐く。それからためらいがちな小さな声で、ぼくの名を呼んだ。

『……ストライプ？』

『そう……私です……』

　なるべくファンタジー的演出を保ち続けようと、芝居がかった口調で応じる。

『あのときのあなた、最後に自分のこと……ぼくって言わなかった？』

『ぬっ……』

『声も女の人っぽくないし、もしかしてストライプって男の子なの？』

　そう言われて戸惑った。ぼくは今のところ、念話しかしたことがない。

　だから自分の声が相手にどう聞こえるのかについて、考えてみたことはなかった。

『よく分からない』

『えっ？』

『ぼくは性別を持たない。しかしどうやら、ぼくの人格は男性に近いみたいだね』

『そうなの？』

　ぼくの言葉に、今度は響子が戸惑ったようだ。この程度の問答でこれでは、正体を明かしたときにはどうなってしまうだろう……不安だ。

　きみの股こ間かんに寄生しています──それをどう説明すれば、この無む垢くな少女に不快感を与えずにすむだろう？

『ぼくは宇宙から来た知的生命体だ。宇宙人と言えば、分かりやすいかな？』

「え、えええええええっ？」

　響子は驚いて、大きな声を出してしまった。運転席の母親が眉まゆをひそめる。響子はそれを、携帯電話をいじくるフリをしてごまかしていた。

『……あまり、驚かないでほしい。宇宙人といっても地球を侵略したりはしないよ。そしてきみに危害を加えるつもりもない』

『あ、うん……そうだよね、助けてくれたんだよね、わたしのこと』

　響子はもうしわけなさそうにそう言った。

　これはいい兆候だ。ぼくはこの『命の恩人』という、相手にすばらしく良い印象を与える事実をおおいに活用することに決めた。自分の正体を説明する上での三大不快要素──その中でも一番受け入れてもらえそうな『宇宙人』という要素ですら、この反応なのだ。利用できるものは全すべて利用すべきだろう。

　しばしの沈黙のあと、響子はふいに表情を曇らせ、虚空に向けて頭を下げた。

『あ、あの……ごめんなさい』

『ん？　なんで謝るんだい？』

『だってわたし、あなたに助けてもらったのに……。それなのに、いきなり頼みごとを押しつけようとするなんて……』

　あれから少し冷静になったのだろうか、響きよう子こはそう言ってまた謝罪した。

　ぼくとしては驚いてはいたものの、あまり気にはしていなかった。

　──お兄ちゃんを捜さなくちゃいけないの！

　ふと、彼女の必死な言葉を思い出す。ぼくがしなければならないことも探しものだ。ならば、いっぺんに探すことだって、できるかもしれない。

『別に気にしてないよ。それにね、実はぼくも、君にお願いしたいことがあるんだ』

『あ、そういえばさっき、私の使命がどうとかって……』

　そう返されて一瞬、気恥ずかしさを覚えた。あのときはその場の勢いでやったものの……今思い返してみると、我ながら白々しい芝居をしたものだ。

『うん、まあ、使命ってほどじゃないけどね。それでさ……ぼくのお願いごとを聞いてもらうかわりに、君のお願いごとも叶かなえてあげるよ。交換条件ってことでどうだい？』

『えっ？　いいの？』

『ああ、それくらいお安い御用さ』

『ありがとう……。あなたって優しい人なのね』

　優しい人じゃなくて、優しいパンツだけどね。今もきみの股こ間かんを優しくぴっちり包み込んでいるよ──ぼくがそう言ったら、彼女はいったいどんな反応をするだろう？

『ぼくの願いごとも探しものだ。あるものを探すのを、きみに手伝ってもらいたい』

『探しものって、何を探せばいいの？』

『ぼくの過去さ』

『過去？』

『うん。どうやらぼくは記憶喪そう失しつらしくてね……それで、過去の記憶を思い出すきっかけを探しているのさ。その中にはきっと、大切な思い出だってあったはずなんだ』

『自分の過去？　大切な思い出？　そうね。そういうの、なくなったら悲しいかもね……』

　響子の反応を見るかぎり、情に訴える作戦は成功したようだ。

　とはいえ、ぼくも嘘うそを言っているわけではなく、これは本音でもあった。

『でも、お役に立てるのかな？　だってわたし、普通の女子高生だよ？』

『それについては問題ない。何な故ぜなら、きみはもう普通の女子高生じゃないからね』

『えっ？』

『ぼくはきみを助けるために、きみの肉体に宿った。そうしなければ、きみは死んでいたから……』

『肉体に宿った？　そうしないと死んでた？　それってどういうこと……？』

『ぼくは自分の身体からだをきみと同化させた。そうすることで、事故によって重傷を負ったきみの肉体を再生させたんだ。つまり、ぼくと同化することで、きみは一命をとりとめたわけさ。だけどそのために、ぼくときみは一心同体になってしまった。それは肉体の損傷を回復させた今でも、変わってない』

『え？　ええっ……？　そ、そんな……』

『受け入れがたいことかもしれない。でも、きみを救うにはこの方法しかなかったんだ』

『そう……なの？』

　響きよう子この困惑が伝わってくる。あまり良い反応ではないものの、想定の範囲内だ。

『別に、そんな悪いことじゃないさ。きみのプライバシーは守るよう、できるかぎり努力するつもりだし、ぼくが宿ったことで、きみが得られる恩恵だってある』

『恩恵……？』

『あぁ、きみは普通の人間じゃなくなった。でも、それを悪いようにとらないでほしい。きみの肉体はぼくが宿ったことで、素晴らしい力を手に入れたんだからね』

　ぼくはパンツに寄生されるメリットを教え、彼女に現状を受け入れてもらおうとした。

『まず一つ、きみを死の淵ふちから救った力さ。その力を使えば、きみはよほどの大おお怪け我がでもしないかぎり死ぬことはない。ほとんどの場合、きみが負った怪け我がよりも、ぼくの寄生によって得た治癒力のほうが上回るからね』

『──えっ？　寄生っ？』

『あーあーちがうちがう。きせいとかちがう。いいかたがわるいね、なんていえばいいのかな。えいごでいうとぱらさいとだよ』

『英語で言いなおしても意味は変わらないと思うけど……』

『言葉なんて受け取り方によってどうとでも変わるさ！　と、とにかくだね、きみはもう事故で死んだりしない。地球人の感覚からすると、それは素晴らしいことだと思うけどな』

『う、うん……。たしかにそうよね。実際にわたし、あのとき死にかけたわけだし……』

『そうそう、きみのご両親だってものすごく心配してたじゃないか。あんまり心配かけちゃダメだよ』

『うん……そうだよね。お兄ちゃんのことだってあるのに……。わたしってば……』

　響子はそう言うと、うつむいて、その愛らしい顔を曇らせた。

　お兄ちゃんか。

　その響きにはどこか、心惹ひかれるものがある。

　お兄ちゃん──お兄ちゃん──お兄ちゃんのバカッ！

　お兄ちゃん大好き──お兄ちゃんのえっち！　でも、お兄ちゃんとなら……いいよ。

　ふむ……。

　響きよう子こはどうやら、そのお兄ちゃんとやらを捜しているようだ。

　あれだけ必死に訴えてきたのだ。彼女にとっての兄は、ぼくにとっての前の《所有者オーナー》のように、大切な存在なのだろう。

　ならば、響子とぼくは同じ苦しみを抱えているはずだ。ぼくたちはパンツとその《所有者》というだけでなく、もっと深いところで結びつくことができるかもしれない。

『きみはお兄ちゃんを捜してるんだろ？　だったら細かいことを気にしてる場合じゃないよ。ぼくに寄生されたことで得た力をうまく使えば、お兄ちゃんを捜すのだって、ずっと楽になる。ぼくとしても自分のことだけでなく、きみの願いごとだって叶かなえてやりたい。そう思っているんだ』

『う、うん……。そうだね……。ありがとう、ストライプ』

『感謝なんかする必要ないよ。それよりも、ぼくをもっと受け入れて欲しい。自分の記憶が曖あい昧まいだとね、すごく不安になるんだよ……。だから、きみがぼくを認めてくれる──それだけで、ぼくはずっと楽になれる……』

『うん……分かった……』

　その言葉とともに、響子の意識から優しく温かい感情が伝わってくる。

　ぼくは計画の第二段階目が成功したことを確信した。このままうまいこと言いくるめて、パンツ型宇宙生命体であるぼくの存在を受け入れてもらおう。

『それで、ぼくが寄生することによって、きみが得た力についてだけど──』

　そこまで言ったところで車が止まった。どうやら響子の自宅に到着したようだ。

「着いたわよー」

「あ、はーい」

　ぼくはそこで、話を一度切り上げることにした。

『……家に着いたようだね。ひとまず今はこの辺にして、またあとで詳しい話をするよ』

『うん、分かったわ。ストライプ……本当にありがとね』

　響子は最後にそう念話して、車から降りた。

　ぼくはコンタクトが順調に進んだことに満足しつつ、彼女の自宅を眺めてみる。

　この家、前に見たことがあったような……いや、気のせいか。







『──詳しい話はお風ふ呂ろに入ってきてからでもいい？』

　響子は開口一番、そう言った。それはぼくにとって、とても困る提案だった。

『ちょっと待った。できればまだ、お風呂には入らずにいて欲しい。再生したとはいえ、きみの肉体はまだ完全な状態ではないからね。もうしばらくは入浴を避けてもらいたい』

『そうなの？　ちょっと汗でベタベタするんだけど……。でも、それじゃしょうがないか』

　響きよう子こが風ふ呂ろに入ろうとすれば……ぼくの正体はおのずとバレてしまう。その事態はなるべく避けておきたい。もう少しだけ、時間が欲しい。

　ぼくは今、響子の自室にいる。内装はピンク色の壁紙で彩られていて、それはまさに女の子の部屋というイメージにかなう空間だ。ぼくはその部屋を舐なめまわすようにねっとりと調査していく。……そういえば、スカートに隠れていても、視界が確保できるのは何な故ぜだろう。我ながら不思議な生態である。

　まあ、それはさておき……姫ひめ川かわ家は裕福なのだろう。響子は相当の衣装持ちだった。

　クローゼットに入りきらず、壁際にハンガーでかけられた衣服も多く、そのどれもが値の張りそうなブランドものだ。

　そして何より気になるのは──タンスの引き出しに眠っているであろう下着類。己の同胞たちの姿を確認しておきたかったが、今はまだ自重しておく。

『ストライプ、わたしの部屋を見てるの？』

　響子が語りかけてくる。思いのほか興味深いので、部屋の調査に没頭してしまった。

『……あぁ、うん。女の子の部屋だなって思って』

『ふふ、変なの』

『変かな？』

『変よ。宇宙人なのに、なんだか普通の男の子みたいな反応だもん』

　その言葉を聞いて気になることがあったので、ぼくはそれを聞いてみた。

『きみはよく、男の子を部屋に招いたりするのかい？』

『ええっ！　ちがうよ！　そんなことないよ。うん。残念ながら……』

　両手をバタバタさせながら、響子はそう答えた。その初う心ぶな反応に少しほっとする。

『ぼくが初めての来客──ということでいいのかな』

『お兄ちゃん以外なら、そうかなぁ』

　お兄ちゃんと言うときだけ、響子の口ぶりはやけに甘ったるい。言葉でなく意識で会話する念話は、そういった感情が顕著に出てしまうのだ。この感じからすると、響子はお兄ちゃん子なのだろう。お兄ちゃんのえっち！　とか言ったりするのだろうな……ふむ。

『ええと……車の中でしていた話の続きをしてもいいかな？』

『あ、そうだね。うん、いいよ』

『それじゃ最初に、さっきの話の要点だけまとめるよ』

『うん』

『ぼくは宇宙人で、死にかけていたきみを助けるために、きみの肉体に宿った。ぼくは記憶喪そう失しつで、自分の失った記憶を探している。きみはお兄さんを探している。だから協力して、その二つを探すんだ』

　ぼくは自分が命の恩人であると、さりげなく強調するのを忘れなかった。

『ねね、ちょっと聞きたいんだけど、いいかな？』

『なんだい？』

『あなたがその、宇宙人だから……わたしたちと違うってのは分かるんだけどね。だから、その、えーと……つまり、肉体に宿るってどういう状態なわけ？』

　ぼくにとってそれは痛い質問だった。なるべくぼかして説明するとしよう。

『とても密着した状態にあるといえば、いいのかな』

『ほえ？』

『ぼくときみの身体からだは今、とても密着しているんだ。そしてぼくは、強いエネルギーをきみの肉体へと送っている。そのエネルギーを送る対価として、自我を支えるために必要ないくつかの重要な要素を、ぼくはきみから借りているのさ』

『……わかんにゃい』

『つまり、きみの肉体を借りていないと、ぼくは考えたり感じたりするような──そういった自分の意識を、維持することができないんだ』

『ええっ！　それって大変じゃん！』

『そうさ。ぼくたちは誰だれかに寄生しないと、知的生命体として不完全な存在になってしまう。考えたり感じたりできないなんて空むなしいだろ？　それじゃ死んでるのと同じだ。それでね、ぼくの人格は、きみより前の《所有者オーナー》だった人のものを参考に構成されている』

『……うん？』

『ええと……ぼくは前に、きみ以外の地球人に寄生していたんだ。きみたちの言葉に例えるなら、その人はぼくにとって、親や兄弟──それか親友みたいなものかな。ぼくたちはそういう人を《所有者》って呼んでるけどね。要するにぼくの心は、その人によって作られたと考えてくれればいい』

『うーん、なんとなく分かったけど……。でもそれじゃ、その前の《所有者》って人は今、どこにいるの？』

『──死んだのかな。そしてそれが、ぼくが記憶喪そう失しつになった原因なのさ』

　響きよう子こはその言葉を聞いて凍りついた。

　彼女の深い悲しみや後悔が、強い感情となって、ぼくに直接伝わってくる。

『あの、その、ごめんなさい。えっと……そんなこと聞いちゃったりして』

『いや、気にしなくていいよ。ぼくの記憶を探してもらうなら、いずれは話すことになるだろうし。それにぼくだって、きみに辛つらいことを聞かなければならないかもしれない』

　ぼくの言葉を聞いた響子は、あごに手を当て、考え込むような仕草をした。

　しばらくして彼女は急に顔をあげると、意を決したような強い声音でこう言った。

『──ねぇ、ストライプ。あなたの姿を見せてよ』

『えっ？　いや、それはだね……』

　いきなりそう言われて、ぼくは慌ててしまう。もう……そのときが来てしまったのか？

『ストライプは、わたしに密着してるって言ってた……あと、寄生とも』

『う、うん……』

『それがどういうことかまだよく分からないけど……。でもわたし、ちゃんとあなたを見て、お礼を言いたい。だからわたしに、あなたの姿を見せてよ』

『いや、しかし……きみはぼくを見たら、きっと幻滅する……』

『やっぱり……そうなのね。ストライプは自分の姿を見られるのが、怖いの？　でも、わたしはストライプがどんな姿でも、気にしないよ？』

　やっぱり──だって？

　まさか、響きよう子こにぼくの感情が伝達していたのか？　ぼくに彼女の強い感情が伝達していたように？　そんなばかな……。感情制御には自信があったのに……。

　しかし響子は、ぼくの『正体が知られるのが怖い』という感情を敏感に感じ取っているようだ。それは驚くべきことである。もしかすると彼女はパンツの《所有者オーナー》として、ものすごい素質を秘めているのかもしれない。

『そうか……。響子、きみはぼくの気持ちが分かるんだね』

『ストライプがね、自分のことを知られるのが怖いって思ってる気持ちが、ちょっとだけ伝わってきたの。それに怖いって思ってるのに、同時に知ってほしいって思ってるのも』

　……なんだ、バレバレだったんじゃないか。

『そう、ぼくは怖い。ぼくの本当の姿を見たきみが、拒絶するんじゃないかと思うと……』

『そんなことない！　そんなことないよ！　だって、あなたはわたしの命の恩人だよ？　それに一緒に大切なものを探すって言ったじゃないっ！　だったらどんな姿でも、わたしはあなたを受け入れるよ……』

『響子……』

　響子の感情が流れこんでくる。彼女は本心からそう思っているのだ。

　たしかに今なら、受け入れてもらえるかもしれない。

　ぼくが──パンツだということを。

『……分かった。きみにぼくの姿を見せるよ』

『うん……』

　響子の優しい感情に、自分が包まれていくのを感じた。

　これなら……これなら……っ！

『それじゃスカートをめくってみてくれないか？』

『え？』

『えっと、ほら、スカートをたくしあげて』

『なんで、そんなことするの……？』

　響きよう子こは恥ずかしげな表情を浮かべた。そして戸惑いながらも、もじもじとスカートをたくしあげる。すると、スカートからチラリとぼくの姿が覗のぞいた。

『──やぁ響子、ぼくだよ』

『え？　ストライプ……？　どこにいるの？』

『や、だから、きみのスカートの中だよ、ほら』

　響子が腰を折って、自分のスカートの中を覗いた。

　彼女の視線が注がれたので、ぼくはちょっと《繊維体フアイバーボデイ》を動かして、挨あい拶さつしてみる。

『キュートなしま模様だろ。これでも生きてるんだぜ？』

『……』

『パンツ型寄生宇宙生命体──それがぼくだよ』

　その言葉を聞いて響子は硬直した。口をあんぐりと開けて呆ほうけている。彼女は少し驚いているようだが、きっとすぐに受け入れてくれるだろう。ぼくはそう確信していた。

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

『あっ……ちょっと！　響子！』

　響子は悲鳴をあげながらぼくに手をかけパンツを脱ぎ捨てると、そのまま思い切りゴミ箱に叩たたきつけた。拒絶されたショックによって、ぼくの意識は遠ざかっていく。

　おかしい……こんなはずでは……。
















　　　　▽




　深い深い闇やみの底。

　真っ暗で何も見えず、自分とそれ以外の境界すら、定かではない。

　やがて闇のさらに奥底から、ふわふわと光の粒が湧わき上がる。

　それは導かれるように集結し、少しずつ、おぼろげな情景を浮かび上がらせていく。

　光の中から──誰だれかの会話が聞こえてくる。

　一人の少年。

　でも、本当は一人ではない少年。

「いつも思うんだけどさ、相棒。きみはもう少し念話を使ったほうがいいんじゃないかな」

「なんで？」

「だってほら、一人でブツブツ言っているから、周りの人間が不審がるじゃないか」

「ええ？　これでも気をつけてるんだけどな。まあ、でも……普通に喋しやべっているほうが友達って感じがするじゃないか」

「ともだち……？」

「英語で言うとフレンド」

「いや、それは分かるって。そうじゃなくてさ、相棒」

「あぁ、俺おれはたぶん、普通の友達みたいに扱いたいんだよ。お前のことをさ」

「……友達がいないからか？」

「いや、いないわけじゃねぇよっ！　多くはないけどさ！　そうじゃなくてだな、なんていうか、気分的なもんだ」

「人間の考えることはよく分からないな」

「パンツに俺の崇すう高こうな感情を理解されてたまるか」

　少年はそう言って笑う。

　どこからか、姿の見えない誰かも、それにつられて笑っている。

「さっき自分でそのパンツを友達って言ったんじゃないか。それなのに、その言葉はないだろう」

「でも、同じじゃない、理解できないもの同士だからこそ、一緒にいて楽しいんだろ？」

「楽しい……？　たしかにこの感情は、そういうものかもしれない。きみといると楽しい。そうだな、できればこのままずっと、こんな穏やかな日々が続けばいいと思っているよ」

「……あぁ。でも、そうはいかないだろう。俺たちはその穏やかな日々を守るために、戦わなくちゃいけないんだ」

　少年は力強く、そう言った。その瞳ひとみは遠くの空を見つめていた。

　穏やかな午後の空は透き通るように青く、雲がそこに白い線を描いていた。

　この星は、大気という名のしまパンに、優しく包まれているのだ。

　生きとし生けるものが──穏やかに暮らせるように。

　少年もまた、自分の大切なものたちの生活を、優しく包もうと覚悟しているのだろう。そのまなざしには、眩まぶしいほどに強い意志がこめられていた。

　ぼくはそれを、まるで自分のことのように感じながら、深く静かなところで眺めていた。その光景を──どこか懐かしく思いながら。




　　　　▽




　夢を見ていた気がする。

　あれはぼくの遠い記憶だろうか？　それはぼんやりとしていて、定かではない。

　そこで、今の自分の状況をかえりみる。

《繊維体フアイバーボデイ》がひどく弱っていた。

　あの恐ろしい──あの洗濯バサミによって。

　おかしい。計画は順調だったはずだ。しかし何な故ぜか、うまくいかなかった。

　響きよう子こに受け入れてもらえると、そう信じていたのに。

「この洗濯バサミをどうにかしてくれないか？　ぼくはどうもこれに弱いらしくて……」

「いや」

　響子は断固としてその提案を受けつけなかった。彼女は今、冷徹な視線をぼくに注いでいる。その視線に何故か軽い興奮を覚えるけど、それはたぶん洗濯バサミで弱って、ぼくの意識が混乱しているからだろう。

「なぁ……響子、頼むよ。ぼくたちはきっと、分かりあえるはずなんだ」

「パンツとなんかっ……分かりあいたくないわよっ！」

　すごい剣けん幕まくで怒られてしまった。この扱いはひどい。

「そんな……ひどい……これは差別だ……パンツ差別だ」

「だから、なんでパンツなの？　宇宙人ならまだいいわ。寄生……ってのはちょっと抵抗あるけど、でも、それで命を助けてもらえたんだから、我慢もするわよ。でも、パンツ？　おかしいでしょ？　だって、パンツよ？　そんな、バカな話がある？」

「そんな言い方はひどいじゃないか！　パンツだって生きてるんだぞっ！」

「パンツは普通、生きてなんかいないのっ！」

　響子はまるでとりつく島がない。

　パンツが生きているのが、そんなに悪いことだろうか。

「でも……ぼくにだって感情はある。そんなふうにされたら傷つくじゃないか……」

「パンツに感情があるなんて話、初めて聞いたわよっ！　でもまぁ……たしかに、少し強く言いすぎたかもしれないけど……」

「そ……それじゃ！　ぼくを受け入れてくれるのかい？」

「それはちょっと無理」

　響きよう子こはあくまで頑かたくなで、その汚れなき股こ間かんを明け渡す気はないらしい。

「約束と違うじゃないか。どんな姿でも受け入れるって、きみはそう言ったはずだよ？」

「それはそうだけどさ……。でもまさかパンツだなんて思わないじゃん……」

「ひどいよ！　横暴だよ！　ぼくはきみを信じてたのにっ！」

「わたしはパンツなんて信じられないわよ！　そもそも、わたしのその、ほら……に、ずっとくっついてたんでしょ？　しかも……寄生とか言ってたし。ああっ！　やっぱ、無理。わたしのこと助けてくれたのは感謝してるけど、でも、これは無理」

「パンツだから恥ずかしくないよ！　響子！」

「恥ずかしいどころじゃないわよ！　不快よ！」

「きみの身体からだはあんなに素直だったのに……」

　そう言うと、響子は無言で、ぼくを挟む洗濯バサミの本数を増やしていった。

「やめてくれっ！　それで挟まれると……ぼくは弱ってしまうんだ……」

「さっきみたいなことをまた言ったら、絶対許さないからねっ！」

　響子はそう言うと手を止めて、洗濯バサミを外してくれた。

「ふぅ……。まったくひどいじゃないか。これはパンツ虐待だよ」

「……」

　ぼくがそう言っても、響子からの返答がない。

　彼女は無言で頭を抱えていた。自分の中の何かと葛かつ藤とうしているようだ。

「っ……！」

　しばらく自重していたら、急に彼女の様子がおかしくなった。

　まるで激しい痛みでも感じているかのような──。

「響子っ！　大丈夫かっ！」

「……うぅっ……なにこれ……痛いっ！　痛いぃっ！」

　──まさか、これは禁断症状かっ！

「響子！　早くっ！　ぼくを穿はくんだ！　きみの肉体は今、ぼくの力でその機能を補っている！　このままパンツを脱いでいると──肉体が崩壊して死ぬぞ！」

「あなたみたいな謎なぞ生物にあんなところに寄生されるなんて……」

　響子はそう言って、自分を襲う激痛に耐えようとしていた。

「そんなこと言ってる場合か！　生きるためなんだ！　いかがわしいことじゃない！　それより早くしないと……本当に死ぬぞ！　きみはお兄さんを探すんじゃなかったのか！」

「でも……っ！」

「大丈夫、大丈夫だから。安心して。ぼくはきみの願いを必ず叶かなえてみせる。たしかにきみから見たら、ぼくは意味不明で、ふざけていて、不快な生きものかもしれない。でも、ぼくはパンツなんだ！　きみの大切なところを守る、パンツなんだよ！」

「……」

　響きよう子こは苦しそうにしながらも、ゆっくりとぼくに足をかけ、その汚れなき股こ間かんを明け渡した。パンツ細胞から響子の細胞へ力がいきわたり、彼女の肉体を包み込んでいく。

　身体からだの禁断症状が収まると、響子はぼくの意識に向けてこう言った。

『──ごめんね』

『いいさ、分かってるよ……』

　ぼくの思いが伝わったのだろうか。響子の意識から嫌悪感が薄れたように思えた。

『きみの肉体はまだ完全じゃない。あのとき、きみの肉体の損傷はとても激しくて、ぼくの力の限界を超えていた。だから、ぼくも自我──つまり自分の命を懸ける必要があったんだ。それによって治療はひとまず成功したけど、きみの肉体はまだ、ぼくの細胞によって補われている。これはもっとしっかり言っておくべきだったね……』

『ストライプ……。あなたが──命を懸けた？』

『そうだよ、響子。ぼくはきみたちよりずっと強いけど、それにだって限界はある。けっこうな無む茶ちやをしたからかな。普通はこんな短時間脱いだだけで、《所有者オーナー》に禁断症状なんて起きやしないんだ。だから……ぼくも油断していた。……ごめん』

『……なんで、なんであなたが謝るの？　悪いのはわたしなのに！』

『いや、ぼくはきみの了承を得ずに寄生した。いくら瀕ひん死しの状態だったからとはいえ、本来ならきみにだって、寄生されるかどうか選ぶ権利はあるはずなんだ』

『……』

『でも、ぼくときみはもう一心同体だ。ぼくはきみを大切に思ってるし、きみのためならなんでもしたい、そう思ってる。どうしてもぼくの存在が耐えられないというなら、もう、きみとは一切コンタクトを取らない。そうしてぼくは、ただのパンツになるとするよ』

『──ストライプ』

　響子がぼくの名前を呼んだ。その呼びかけは強い力となって、意識に広がっていく。

　それは響子が──ぼくを受け入れてくれた証あかしだった。

『分かった。わたしはあなたを、受け入れる。パンツ生物に寄生されるなんて……まだちょっと気持ち悪いけど、でも、それがなかったら死んでたんだもんね。あなたは命を懸けてくれたのに……わたし、なんて恩知らずなんだろ』

『ま、無理もないさ。ぼくだって、自分がパンツだと理解したときは戸惑ったからね』

『え？　それってなんか、おかしくない？』

『そうかな？』

『だって、自分のことでしょ？』

『まぁ、そう言われると、たしかにそうかもしれないけどさ。でも、ぼくは生きてるパンツだからね。その時点でかなりおかしいからな』

『たしかにね』

　響きよう子こはそう言ってクスクスと笑う。ぼくたちの間に、穏やかな空気が流れた。

『あ、そうだ。そんなわけで、さっきも言ったけど、今日は用心のために入浴を控えてもらいたい』

『うん……わかった。ちょっと汗が気になるけど、我慢する』

『もっと詳しい話をしたかったけど、今日はもう遅いし、また今度にしよう。きみは明日、学校に行くんだろ？』

『──学校？　ええぇっ？　もうこんな時間？』

　響子は時計を見て驚いていた。帰ってきた時間が遅かったので、今はもう深夜に近い。

『もう歯を磨いて寝なきゃ……。目が覚めちゃうかもしれないけど、顔だけでも洗っておこうかな……。それじゃ……また明日ね、ストライプ』

『そうだね、また明日』

『うん。……ありがとね、ストライプ』

　そうして響子は身だしなみと明日の準備だけを整えて、床についた。

　さすがにすぐには受け入れてもらえなかったけど、それでも彼女の順応性は相当高いように見受けられる。それに意外と性格がキツイというか、見た目からは想像もつかない気性の激しさを持っている。

　でもぼくは、響子のそんなところも可愛かわいいと思った。






│二章│　パンツ、教キョウ室シツ









　翌朝。気持ち良さそうに眠っている響きよう子こに念話を送り、目覚まし時計を止めさせた。それからまだむにゃむにゃ言っている彼女をうながして、身だしなみを整えさせる。

『一晩たったから、シャワーを浴びるくらいなら大丈夫だと思う』

　と、響子に条件つきで許可を出した。

　シャワーを浴びている最中に禁断症状が起きても問題ないよう、ぼくも響子と一緒に風ふ呂ろ場ばに入る。宙に浮いて天井にへばりつき、濡ぬれないようにしながら、彼女がシャワーを浴びるところを見守った。

　宙に浮くぼくを見て、響子がものすごく驚いたのは言うまでもない。ついでに呆あきれてもいたようだ。

　……さて、シャワーを浴びている響子はもちろん着衣していないので、ぼくは彼女のあられもない姿を堪たん能のうすることができた。

　とはいえ、ぼくは人間ではないから、とくにそういった響子の裸がどうとかに興味はない。自分の感覚器官をフル活用して彼女の成長具合をたっぷりと眺めていたのは、たぶん《所有者オーナー》を守る使命感からきたものだろう。

　響子は高校生らしいが、その年齢からすると少し幼く見える。小柄な身体からだと控えめな胸のせいだろう。しかしそれが残念かというとそうではなく、むしろ可愛かわいらしい顔立ちによくマッチしていた。きっと、ロリっ気を持つ男連中には人気があるはずだ。

　響子のしなやかで長い栗くり色いろの髪は今、お湯に濡れてキラキラと輝き、浴室のタイルに向かって流れていた。それを眺めていると、彼女の色素の薄い眼めが、天井のぼくを捉とらえていることに気づく。……なんだその、気持ち悪いものを見るような目は。

　響子はシャワーを浴び終えると、脱衣所でぼくを穿はいた。むちっとしたふとももの上を滑り、その股こ間かんを優しく包んでやると、響子は一度、顔をしかめて不快感をあらわにした。

　それはこの身体──つまりパンツが湯気で湿っていたからで、決して、ぼくを気持ち悪いと思ったからではない。たぶん。

『さて、響子。きみは今日学校に行くだろうけど、その前にもう少し話をしておきたい。まず、きみとの念話、ええと……今やってるこの会話だね、それについて少しばかり』

　響子は今、昨日事故にあったときに着ていたセーラー服に着替えていた。

　なんとなくその姿に懐かしさを感じてしまうのは、何な故ぜだろう？

『ぼくの存在はなるべく他ほかの人間に知られたくない。色々と厄介だからね。だからきみはぼくのことを、他の人に内緒にしておく必要がある。そういった制約を考えると、この念話はとても便利なものだ』

『わたしだって、生きてるパンツを穿はいてるのが他人に知られたらなんて……考えるだけでぞっとするわ』

　ぼくはその発言を聞かなかったことにした。

『ええと……それでだね、きみは念話の技術は初めてとは思えないほど達者だけど、それでも例えば、念話しながら笑ったときなんかは、少しマズイことになっている』

『もしかして、表情に出ちゃってるとか？』

『うん。一人でニヤニヤしている、気持ち悪い娘さんになっているね』

『……ヒドイ』

『あぁ、ゴメン。つまりだね、今みたいな発言に対してきみが怒って、それを表情に出すと、きみは突然一人でふくれっつらをはじめる変な子になってしまう。そうなると他人の無用な注目を集めてしまうだろ？　ぼくとしてはそれを避けたいんだよ』

『ストライプってさ、いい根性してるよね』

『いきなり命の恩人をゴミ箱に投げ捨てようとする、きみほどじゃないさ』

　そう言うと、響きよう子こはパンツの端に手をかけ、ぼくを脱ぎ捨てようとした。

『ああっ！　ごめんごめん！』

『……』

　響子は可愛かわいらしい見た目に反して、内面は直情的で激しい。すぐにかんしゃくを起こすので対応に困る。やれやれ……この様子だと例のお兄ちゃんも相当に苦労しただろう。

『ということで、校内ではきみとの念話を必要最低限に済ませようと思う。きみもそのほうが嬉うれしいだろ？』

『そうね、そのほうが助かるわ。……あ、そういえばずっと気になってたんだけどさ、あなたって、どうやってものを見たり聞いたりしているの？　その、パンツなのに』

『……ふむ、なかなかいい質問だね。一応、きみが得た視覚や聴覚の情報を借りることもできるけど、基本的にぼくは自分の感覚器官に頼って、ものを見たり聞いたりしている。その器官について説明するのはちょっと難しいかな。ぼくは人間の網膜に相当するものは持っていないけど、きみと同等、いや、それ以上に、見ることができる』

『……よくわかんない』

『正直なところ、ぼくだって自分がどうやってものを見ているかなんて、分からないのさ。そういう感覚器官を持っているとしか、言いようがない。きみだって予備知識がなければ、自分の目がどうやってものを見ているかなんて、説明できないだろ？』

『うん、まぁ、そうかも』

『もしかしたら、その辺りのことを研究している酔狂なパンツもいるかもしれないけど』

『ええっ？　パンツが研究？　……ていうか、ストライプ以外にも生きてるパンツなんてのがいるのっ？　うじゃうじゃと？』

『一匹見つけたら二十匹はいると思えよ』

『そんなゴキブリみたいに……』

『パンツ生命体が宇宙にどれくらいいるのかまでは、ぼくも知らない。ただ、もしぼくと同じパンツ生命体に出会ったなら……そのときはよく用心しておいてほしい』

『──用心て？　お仲間なのに？』

　響きよう子こは意外そうな顔をした。

『うむ。ぼくたちは基本的に一いつ匹ぴき狼おおかみで、仲間と群れたりはしない。かわりに、《所有者オーナー》となった他ほかの種族のコミュニティに入るわけだ。きみたち人間からすると少し不思議に思うかもしれないけど、群れない生きものってのは案外多いものなんだよ』

『へぇ……。でもどうして、あなたのお仲間に会ったときに、わたしが用心しなくちゃいけないわけ？』

『それはね、響子。ぼくたちは仲間だからといって慣れあったりしない。もちろん、だからといって理由なく敵対するわけでもない。ただ……』

『ただ？』

『──もし、パンツ生命体を殺すことができる存在がいるとしたら、それは同じパンツ生命体だけだろう』

『……？』

『それだけ、ぼくたちの生命力が強いってことさ。宇宙全体を見回しても、パンツ生命体とその《所有者》のコンビを殺すことができる生きものは、そういない。ぼくは言ったろ？　きみに素晴らしい恩恵を与えるって』

『ってことは、わたしも強くなってるの？』

『まあ、そうかな。それでだね、ぼくたちは《所有者》の安全を第一に考える生きものなんだ。そしてぼくたちにとって脅威となりえる存在は、自分と同じパンツ生命体だけだ。それによってどういうことになるか、きみに分かるかい？』

　彼女にはまだ、この質問はむずかしいかもしれない。

『わかりませーん』

　響子はすぐに考えることを放棄した。そもそも最初からその気があったのかも怪あやしい。

『こちらに敵意がなくても、相手のほうがぼくたちを警戒してるかもしれないんだ。だから、ぼくたちも同じように警戒しておかないといけない。不用意に相手の近くに立ち入れば、無用な諍いさかいの種になるからね』

『何を言ってるのか、よく分かりませーん。ストライプってさ、説明ヘタじゃない？』

　その言葉づかいに少しイラッとしたけど、我慢する。

『ええと、例えばね、きみが銃を持っていたとする。それで相手も同じように銃を持っていたとして、だ。その状況で相手が近づいてきたらどう思う？』

『……こわい？』

『だろ？　そしてそれは相手も同じだ。すると、ふとしたはずみでどちらかが銃を撃ってしまうかもしれない。だからお互い近づかないようにして、その状況をやりすごすのが一番なんだよ。分かる？』

『うん。ええと、その、銃を持ったわたしっていうのが、パンツさんたちにとってのお仲間ってこと？』

『そうそう。そんな感じ。要するに、パンツ生命体がこの世で一番恐れているのは、自分と同じパンツ生命体ってわけ』

『でも……それってなんだか悲しくない？　同じ仲間なのにさ』

『うん、まぁ、そうかもしれないけど。でも、しょうがないさ。ぼくたちはそういう生きものなんだから』

『うーん……』

　響きよう子こはまだ納得がいっていないようで、眉み間けんにしわを寄せて首をかしげていた。小動物めいた容姿のおかげで、そんな仕草をしていても、なかなか愛あい嬌きようがあった。

『ま、そんなわけで、ぼくのお仲間に会ったときは注意してくれ。相手は自分の正体をバレないようにしているはずだから、お互いに面と向かって会う可能性は低いと思うけどね』

『はーい』

　響子に言ったことはおおむね事実だ。しかし、ぼくの前の《所有者オーナー》が死亡している以上、この町に別のパンツ生命体が潜んでいる可能性はある。とはいえ現状ではまだなんとも言えないし、彼女に余計な不安を与えたくはなかった。

『ぼくからきみに話しておきたいことは、こんなところかな。それでね、今のところぼくの記憶に関しての手がかりはゼロと言っていい。だからまずは、きみのお兄さんの行方を捜すことを優先しようと思うんだけど……』

『え、それでいいの？』

『うん。きみのお兄さんの行方を探す過程で、この町の周辺を調査することになるだろうし、そのときに何か、ぼくの記憶についての手がかりも得られるかもしれないしね』

　それに記憶と人を比べた場合、先に探すべきなのは間違いなく後者だろう。

　詳しいことはこれから響子に聞いてみないと分からないが……もしかしたら、彼女の兄はなんらかの事件に巻き込まれているかもしれないのだ。

『ということで、ぼくとしてはきみのお兄さんについて詳しく聞いておきたいんだけど。響子は、それでいいかな？』

　そう提案すると響子はしばし沈黙した。やはり何か言いにくいことがあるのだろうか。

『……えっとね、お兄ちゃんの名前は礼れい二じっていうの。フルネームで、姫ひめ川かわ礼二ね』

　彼女はそう言ってポケットから学生証を出し、中に入れてあった兄の写真を見せた。

　写真には少し間の抜けた顔の少年の姿が写っていた。

　この冴さえない、いかにもエロそうな顔をした男が響きよう子この兄？

　まったく似ていないではないか。

『……それでね、お兄ちゃんとわたし、血が繋つながってないの』

『──ええっ？』

　その言葉に思わず驚いてしまう。なんだって？

『うん、驚くのも無理ないよね。マンガみたいだよね……。わたしも高校生になるまで、それを知らなかったの。それまではずっと、本当の兄妹きようだいだと思ってた。だからお父さんとお母さんがその話をしているのを偶然聞いちゃったとき、最初は冗談だと思った』

　響子は淡々と念話で語った。その表情はさきほどまでと打って変わり、明るさは微み塵じんもなく、仄ほの暗ぐらく深い、悲しみの色だけが宿っていた。

　……彼女が抱えるとてつもなく重たいものが、ぼくの意識に直接、伝わってくる。

『でもそれは、冗談でも嘘うそでも、なかった。だってわたし、それからちゃんと自分で市役所に行って調べたんだもの。わたしの優しくてかっこいいお兄ちゃんは、本当は赤の他人で──死んじゃったお父さんの親友の、子どもだったの』

　ぼくは黙ってそれを聞いていた。予想以上にヘビーな内容に、戸惑っていた。

『お兄ちゃんはずっと、そのことを知ってたみたいなの。家族の中で知らないのは、わたしだけだった。それも悲しかったよ……。でもね、もっと悲しかったのは、わたしがそれを知ったことを、お兄ちゃんが知っちゃって……それで、わたしを避けるようになったこと。お兄ちゃんは昔みたいにちょっとえっちなままだったけど、でも……それもどこかぎこちなくて……』

　──ちょっとえっち？　その言葉が気になったけど、とても聞ける雰囲気ではない。

『わたしはそれについて何も言わなかった……言えなかったの、怖かったから。でも二週間前、お兄ちゃんが家に帰ってこなくて……そのままどこにいるのか分からなくなって』

　なるほど、そういう理由だったのか。

　響子は、兄が行方をくらました理由が自分にあると考えているのだ。

『ふむ。状況は理解できた。響子はお兄さんを見つけて、家に帰ってきてほしいんだね？』

『うん。もしそれが無理でも、自分の気持ちだけでも伝えたい。血が繋がっていなくても……わたしはお兄ちゃんのこと、自分の本当のお兄ちゃんだと思っているって……』

『そうだね、気持ちだけでも伝えられたらっていうのは、ぼくにも分かる気がするよ。さて……そうなると、だ。きみのお兄さんは今、いくつなんだい？』

『わたしの二つ上で、十八歳。同じ高校に通ってるの。今は欠席扱いになってるけど』

『ふむ、高校生の家出少年か。そこまで生活力はないだろうし、いずれ手持ちのお金だってなくなるはずだ。そのうちひょっこり帰って来るかもしれないね』

『うん、わたしもね、最初はそう思ってたの。でも、もうけっこう経たつし、もし何かの事件に巻き込まれていたら──そう考えるとわたし、不安で、不安で……』

『響きよう子こ、悪いほうにばっかり考えたらダメだよ。まだ、たったの二週間じゃないか。それに家出の経緯を考えれば、事件に巻き込まれた可能性より、知り合いのところに上がりこんでグータラしている可能性のほうがずっと高いさ。そうだ、お兄さんの交友関係は？』

　響子の不安を少しでもやわらげようと努力しながら、ぼくは質問を続ける。

　彼女はまさしく迷える子羊のような顔をして、力なくかぶりを振った。

『わかんない……。学校の、お兄ちゃんの友達に聞いても……みんな知らないって言うの』

『ふむ、きみが聞いたなら嘘うそをついている可能性もあるな。それはあとで調べよう』

『え？　ストライプが？　どうやって？』

『ぼくには人間の嘘を見分ける力がある』

『そうなの？』

『うん、ぼくは人間の意識に侵入できるのさ。今きみとやっている、この念話の原理を応用してね』

『やだっ！　なにそれきもちわるいしなんかすごくこわいんだけどっ！』

　……いきなりものすごく拒絶された。

　さっきまでの、しんみりとした空気はどこに行ったのか。

『あぁ、待って、待って！　大丈夫だよ。きみのプライバシーは守るって言ったじゃないか！　それに、どちらにせよ《所有者オーナー》相手にはその能力を使えないんだっ！』

『どうだか……』

『えぇ……なんだよその反応。嘘じゃないよ。寄生している対象にそれをやると、逆にぼくの意識が飲み込まれる危険性があってだね……』

『ほんと？　怪あやしいなぁ』

　一応、それは事実である。《所有者》の意識に侵入しようとしても、操作どころか、自分の意識をまるまる吸収されて取り込まれてしまう。寄生して自我の一部を間借りしているために──パンツ生命体と《所有者》には、意識の主従関係が生まれてしまうのである。

『……ええと、とりあえず話を戻すけどさ。その力を使えば、きみ以外の地球人の嘘なら見分けられる。念のため、お兄さんの交友関係はそれで裏を取るよ。あとは……お兄さんの部屋とか所持品は調べた？』

『それがほとんどそのままなの。でも、財布とかの貴重品はなかったかな』

『ふむ。それじゃ、やっぱり突発的な家出かなあ』

『ええと、でもね、お部屋をあんまり調べちゃうのも、もしすぐに帰ってきたら気まずくなるかなと思って──』

『あまり調べてない？』

『うん……』

『それじゃ、それもあとでぼくが調べてみるよ。部屋の中のものを動かしても、きちんと元に戻しておけば問題ない。それに、もしお兄さんが戻ってきて部屋を調べたのがバレたなら、それは全部、ぼくのせいにすればいいさ』

『ストライプのせいにするって言っても……どうすればいいの？』

『正直に言えばいいじゃないか。わたしは怪あやしいパンツ宇宙人に股こ間かんを操られて、お兄ちゃんのお部屋を漁あさっちゃいましたって』

　ぼくは冗談を言った。響きよう子こはその冗談を笑うかわりに、洗濯バサミをスカートのポケットに入れて、布ごしにぼくを挟んだ。

　……これから何か失言をするたびに、ぼくは洗濯バサミで罰を受けるのか。







　響子はそこそこの進学校に通っている。その高校は自宅から近く、徒歩で十分ほどいったところにある。こんな近所にあるなら入学しない手はない、ということで兄妹きようだいともにそこへ通っているらしい。彼女は通学路を歩きながら、ぼくにそんなことを教えてくれた。

　通学路には、響子と同じ高校に通う生徒たちの姿がちらほらと見えた。女子は白に青いラインの入ったセーラー服を着ていて、そこから覗のぞく肌色がとても眩まぶしい。

　男子の制服は白のワイシャツに黒のズボンだ。まぁ、野郎のことなどどうでもいいか。

「や、姫ひめ川かわさん。おはよう」

　セーラー服姿の女学生たちの背中でうっすらと透けているブラジャーを興味深く眺めていると、一人の男子生徒が響子に近づいてきた。

「おはようー。竜りゆう同どう院いんくんも今日は早いねー」

　竜同院くんと呼ばれた男子生徒は響子の友達のようだ。端整な顔立ちをしていて、おまけに背が高い。小柄な響子でなくても、女子ならみんな、彼を見上げることになるはずだ。

「あぁ、なんか今日は早く起きちゃってさ。ハハハ」

　竜同院くんのさわやかな笑顔に、ぼくはうんざりした。

　なんだこのさわやかイケメン野郎は。

『こいつ、自分がイケメンだからって調子にのって、響子に色目を使っているな？　バカめ！　響子の股間はぼくのものだ！　お前のようなイケメン野郎には渡さないぞ！』

『ちょっ……変なこと言わないでよ！　バカッ！』

「あれ？　姫川さん、どうしたの？　急に怖い顔して」

「えっ……？　あ、ちがうちがうの、ええとね、今ちょっとくしゃみが出そうになって」

　響子はぼくと念話したときの怒りを、表情に出してしまった。それが竜同院くんには、突然自分が睨にらまれたように見えたのだろう。

『もう、こうなるから念話を控えるって言ったの、ストライプじゃない！』

『あぁごめんごめん。でも、イケメンはぼくの敵だから……』

『バカなこと言わないでよパンツのくせに。ちょっと黙っててよね』

　ひどい言われようである。

「姫ひめ川かわさん、昨日事故にあったって聞いたけど、大丈夫？」

「あ、うん。全然大したことなかったよ」

「へぇ、それなら良かったけど……。なんだか様子が変だったから気になって」

「えへへ」

　響きよう子こはごまかすように笑った。

　実際は大したことなかったどころか、内臓がぐちゃぐちゃになっていたのだけど。

「そういえば、先輩は帰ってきた？」

　竜りゆう同どう院いんくんの言う先輩とは、響子の兄のことだろうか。

　響子は彼の言葉を聞いて、その表情を曇らせた。

「ううん、まだ帰ってきてないの」

「あ、そうなんだ……。それはちょっと心配だね」

「うん」

「先輩のことだから大丈夫だよ。そのうち、ひょっこり帰って来るんじゃないかなぁ」

　竜同院くんは、響子の兄をあまり心配しているように見えない。まあ、まだ二週間ほど家出しているだけだし、もしかしたら響子のほうが心配しすぎなのかもしれない。

　学校に着くと、竜同院くんも響子と同じ教室に入った。どうやら彼は響子のクラスメイトのようだ。教室に入った響子は竜同院くんと別れ、自分の席にカバンを置いた。それから、すでに教室にいた他ほかの女子たちの会話の中へ交じっていく。

　それはどこにでもある学校の風景で、まるで陽ひだまりの中にいるような穏やかで心地よい空気を、ぼくは響子を通して感じていた。

　そこでふと──強烈な視線を感じ、思わず身を震わせた。

　心が激しくざわつきだす。自分の感覚器官を鋭敏にして、周囲を警戒する。

　だが、教室は穏やかな空気のままで、ぼくを震えさせるような、恐ろしい気配を送っているものはいなかった。気のせいか……？

『ストライプ、どうしたの？』

　ぼくの反応に違和感を覚えたのか、響子の意識が語りかけてくる。少し心配しているようだ。こんな不確定要素で、彼女を不安にさせるわけにはいかない。

『……いいや、なんでもない』

『ふーん。それならいいんだけど』

　響子たち地球人のほとんどは知らないことだが、実は宇宙人は彼らの身近に存在している。宇宙人は地球人に気づかれないよう巧妙に姿を隠し、この星でひっそりと暮らしているのだ。それは地球の調査のためにやってきた研究者だったり、母星を失い住む場所を求めてやってきた難民だったり、あるいは犯罪者だったり……理由はさまざまだ。

　だから、そんな宇宙人が響きよう子このクラスメイトの中にまぎれている可能性はある。気のせいだと思うが、一応、用心しておくにこしたことはないだろう。

　しばらくするとチャイムが鳴り、生徒たちは席に着いていく。響子は背が低いために、黒板の文字が見えるように配慮されたのか、教卓のすぐ前の席が定位置のようだ。

「はあーい。みなさーん。おはようございまーす」

　クラス担任の女性教師が、ゆったりと挨あい拶さつをしながら教室に入ってきた。

　その姿を見て、ぼくの心はさきほど視線を感じたとき以上に、激しくざわついた。

　響子の担任は恐ろしく危険な存在だった。

　あまりの衝撃にめまいがした。これは……色々とマズイ……っ！

『──響子っ！　あれはなんだっ！　なんだよっあれ！』

『いきなりどうしたのよストライプ。あれって何？』

『あの人、きみの担任だろ？　つまり、教師だろ？』

『桃もも山やま先生のこと？　何を言うかと思えば……。まあ、たしかに少し変わってるかもしれないけど』

　桃山先生とやらの破壊力は凄すさまじかった。

　上質な絹のようにしなやかな、肩まで垂れるミディアムストレートの黒髪。おっとりとした雰囲気を醸し出す少し垂れたまぶたに、しっかりと筋の通った鼻立ちが、端正な顔にアクセントを与えている。教師らしい質素な装いの紺のスカートからは、カモシカのようにスラッとした脚が伸びていて、彼女のスタイルの良さを誇示していた。

　そして、何よりも注目すべきはその胸の豊満さだ。まるで生命の果実、男子生徒の羨せん望ぼうの的。なるほど、まさに桃で山だ。

　そこには男子生徒が思い描く、憧あこがれの美人教師が具現化されていた。

　危険な夜の課外授業……イケナイ保健体育……放課後の特別教室……。

　そんなフレーズが次々と想起されていく。

　……しかし、ぼくは記憶喪そう失しつだというのに、どうしてこんなしょうもない知識と想像力だけは豊富なのだろう？

『なんだあのドスケベボディはっ！　あんな美人が高校教師……だと？』

『うーん、気持ちは分からないでもないけどさ。でもね、ストライプ。わたしの頭の中で、そういういやらしいことを言いだすの、やめてくれない？』

『あ、ごめんごめん』

　ぼくたちが念話でやりとりしていると、そのおっぱい先生がじっと見つめてきた。













「──姫ひめ川かわさん？」

「ふぇっ！　あ、はいはい」

　響きよう子こはいきなり桃もも山やま先生に声をかけられて、変な声を出した。その反応に教室中で笑いが巻き起こる。響子はどうやらクラスのマスコット的なポジションらしい。

「事故にあったって聞いたけど、もう平気なのかしら？　まったくもう、昨日は驚いちゃったわよぉ……。幸いにも大事には至らなかったから良かったけどね、姫川さんは注意力が散漫なところがあるから、日ごろから十分に気をつけてくださいね」

「あ、ふぁい……」

　桃山先生はおっとりとしていながらも、響子をたしなめるようにそう言った。

　もし響子でなくて、ほかの男子生徒がこんな風に叱しかられたなら、きっとイケナイ気持ちになってしまうだろう。先生に叱られるというご褒美のために、悪さをする生徒だって出てくるはずだ。ぼくだったら間違いなくそうする。

『いいなぁ、ドスケベボディの美人教師……』

　ぼくは思わず、それを念話してしまった。

　響子がにっこりとほほえむ。それからポケットに仕し舞まっていた洗濯バサミで、ぼくの《繊維体フアイバーボデイ》を、スカートの布ごしに挟んだ。

　……わざわざ学校にまでそれを持参しなくてもなあ。







　一時限目の授業が始まると、教室に響くのは単調な教師の講義の声だけになった。

　その退屈な時間が何十分も続いて、少しうんざりした。響きよう子こは高校生だから真面目まじめに授業を受ける義務がある。しかし、ぼくのほうはやることがなくてヒマだった。

　ちなみに響子はあまり出来の良い生徒ではないらしく、授業を聞きながら、頭を抱えてうなっている。

　二時限目、三時限目と、単調な授業は続く。何か有益な情報でもないかと思って聞いていたけど、響子が受けている授業はぼくからすると少々レベルが低く、退屈だった。

　それにこれと同じ授業を過去に受けた覚えがあるような──その既視感が引っかかったので、やはり真面目に授業を聞こうと、心に決めた。

　しかし何の手がかりも得られぬまま、やがて四時限目の授業が終わり、昼休みとなった。

　響子は同じクラスの女子グループに交じって、弁当のサンドイッチをパクついている。大口でサンドイッチをほおばる姿は小さな子供のようで、とても高校生には見えない。

　ぼくは響子が弁当を食べ終えたところを見計らって、彼女と念話した。

　なんでも、彼女は高校受験で相当な苦労をしたらしかった。

『そのときはお兄ちゃんが勉強を教えてくれたの。説明はあまり上手じゃなかったけど』

『でも、そのおかげできみは頑張れたわけか』

『うん』

　響子と兄との絆きずなは相当に深いようだ。彼女が言うには、生まれてから片時も離れることはなかったのだという。そんな仲の良い兄妹きようだいが、お互いは血が繋つながっていない赤の他人だと知ったとき──はたして二人は、どんな気持ちになったのだろう……？

『でもそのときにはもう、お兄ちゃんはわたしと血が繋がってないこと、知ってたみたいなの』

『ふむ』

『……お兄ちゃんはわたしに勉強を教えているとき、どんなふうに思っていたのかな？』

　もちろん、ぼくはそれを知らない。答えるべきでもないだろう。

　そして響子もまた、ぼくに答えを求めていないことは、たしかだった。







　昼休みが終わると午後の授業が始まった。

　五時限目は体育で、男子がプール、女子は校庭で持久走という、なかなかに不公平な内容だった。ほとんどの女子が不満を垂れる中、響子だけは一言も文句を言わなかった。

　その低い背丈から、響子は運動が得意でないだろうと、ぼくはそう思っていた。

　しかし意外なことに、響きよう子こにとって体育は、唯一の得意科目らしいのだ。

　実際、彼女の運動神経は一般的な女子の水準を大きく上回っていた。

　今、響子と共に走っている女子の集団の中には、毎日熱心に走りこんでいる陸上部の女子も交じっているはずだ。それなのに、部活に入っていないという響子が、集団の先頭にいた。ぼくは何もしていないから、これは純粋に彼女自身の力である。

　響子はその小さな身体からだをフルに使って、まるで一流アスリートのように洗練された姿勢で走っていた。やがて彼女は持久走を一着でゴールした。

　その授業の終わり際、教師が明日の体育の内容について告知した。

「明日はプールの授業になります。みなさん、水着を持ってくるのを忘れないように。それでは──解散！」

　それを聞いて、ぼくは一つ問題が発生することに気づいた。

　プールの授業を受けるなら当然、水着に着替えることになる。しかし響子の肉体はいまだ、ぼくとの結びつきが不安定な状態だ。パンツを脱いだまま活動するには、プールの授業は長すぎる。いくらなんでも、しまパンで泳ぐわけにもいくまい。

　ぼくはプールの授業は休むべきだと伝えた。響子はそれに納得こそしたものの、どこか不満げだった。彼女は走るのと同じくらい、泳ぐことが好きらしい。

『泳ぎたかったなぁ……』

『こればっかりは我慢してくれないか。そのうち細胞の結びつきが強くなって、多少の時間なら、ぼくを穿はいていなくても平気になる。それまではどうか辛抱してほしい』

『分かった……。ストライプがいなかったら、プールどころじゃなかったんだもんね』

『ま、サボる口実は月のものでどうとでもなるだろ。女の子はこういうとき便利だね』

　──授業が終わると、ぼくは不用意な発言をした罰で、大量の洗濯バサミを身体に連結されるはめになった。







　やがて放課後となり、ようやく自由に行動できるようになった。

　ぼくらは授業の休み時間を用いて念話で話し合い、放課後の計画はすでに立てていた。

　まず、現状では何も手がかりがない。

　響子は、兄の交友関係からその行方を調べたと言っていた。

　しかし、その調査の信しん憑ぴよう性せいには疑問が残る。

　響子の兄が行方をくらませた経緯からすると、相手の証言は嘘うそである可能性が高い。

　もし、響子の兄の家出の原因が妹との微妙な関係だとしたら──彼が一番居場所を知られたくないのは、自分の妹、つまり響子自身のはずである。兄の友人がその行方を知っていたとしても、響子には居場所を教えないようにと、口止めされている可能性があるのだ。

　そこでぼくは、交友関係の線をもう一度洗いなおすことにした。

　最初の調査対象になったのは響きよう子こと同学年のとある男子生徒だ。その男子は響子の兄とよくつるんで遊んでいたらしい。おまけにマンションに一人暮らし、実家も金持ちとあって、家出した響子の兄が転がり込む先として、彼のつてがこのうえなく怪あやしかったわけだ。

　ぼくは昼休みに響子に頼んで、その男子生徒の下げ駄た箱ばこに手紙を入れさせた。文面は、

『放課後、校舎裏まで来てください』

　と、書かせておいた。この方法なら呼び出しを無視する男など、そうはいない。

「や、やぁ……姫ひめ川かわさん」

「ごめんね、急にこんなところに呼び出しちゃったりして」

　響子に呼び出されてのこのことやってきた男子生徒の顔に、ぼくは見覚えがあった。

　彼は、ぼくが響子に寄生する前にゴミ置き場で《狩りダイブ》をした、あの少年だったのだ。

　ふむ……。今まで響子の回りで、ぼくが抱いていた違和感。

　初めて見たはずのものを見知ったもののように感じてしまう──あの既視感は、彼に《狩り》をしたときに得た、情報の残ざん滓しだったのかもしれない。

「で、一体、ボ、ボボ……ボクに、聞きたいことって何かな……？」

　少年はかなり緊張していた。あきらかに響子の呼び出しに過度の期待を抱いている。

　愛の告白をされると、勘違いしているのだろう。

「えっと、お兄ちゃんのことなんだけど……本当は、あなたの家に泊まってたりしない？」

「ええっ……？　ちょっと待って、え、えと、またその話なの？」

「うん」

　あっさりと告白の可能性を抹消された哀れな少年は、誰だれが見てもそうと分かるほど、がっかりしていた。しかし響子はそれを気にするでもなく、平然としている。彼女のあまり深くものごとを考えない性格は、ときとして残酷だ。

「姫川さん、ボクの言ったこと、信用してないの？」

「ええとね、前も同じこと聞いたのはたしかなんだけど。でも、わたし……あなたがお兄ちゃんに口止めされてるのかもって考えちゃって。……ごめん」

　ちなみにその可能性に言及したのはぼくである。根が素直な響子は、そこまで頭が回らなかったようだ。

「まぁ、そうだなぁ。たしかに先輩に口止めされたら断れないかもしれないけど……でも、本当に知らないんだよー」

「やっぱり……そうなんだ。ごめんね、しつこく聞いたりして」

「あ、いや、うん、いいよ。お兄さんが心配なのは分かるからね。ボクも何か分かったら、姫川さんにすぐ知らせるよ」

　少年が嘘うそをついているようには見えない。

　しかし人間はときに巧妙に嘘うそをついたり、隠しごとをしたりする。

　現に純朴そうな彼の容姿から、ゴミ置き場でえっちな本を漁あさったり、深夜のパンツアニメを熱心にチェックしたりする姿を連想するのは難しい。

『で、どうなの？　彼、嘘をついてる？　とてもそんなふうには見えないんだけど』

『いや、まだ分からない。言い忘れていたけど、それを調べるには少し手間がかかるんだ』

『え？　そうなの？』

『うん。だからきみに、彼を人ひと気けの無いところに呼び出してもらったわけさ』

『で、どうするのよ』

『これからちょっと──脱げるよ』

『──ふえ？』

　ぼくはそう言うと、《繊維体フアイバーボデイ》を動かし、響きよう子この足首からずり落ちた。素早く動いたので、脱げようとしたとき、彼女の足首に少しひっかかってしまう。

　響子はノーパンのまま、悲鳴をあげて尻しり餅もちをついた。

　そのあまりに突然な出来事に、少年は唖あ然ぜんとしていた。彼はノーパンになって尻餅をつく響子の姿を凝視している。その隙すきを利用し、かつてゴミ置き場で《狩りダイブ》をしたときと同じように、少年の顔めがけて飛び込んでいく。

　少年は響子の脱ぎたてほかほかパンツで呼吸困難に陥ると、意識を混濁させた。

　そう、このパンツ生命体の情報収集法《狩り》こそが、人間の嘘を見破ることが可能な手段なのだ。

　少年の呼気で《繊維体》を湿らせながら、ぼくは彼の意識に侵入していく。

『響子ちゃんはやっぱり別格だよな、なんだよあの先輩、変態のくせにこんなに可愛かわいい妹がいるなんてちくしょう。響子ちゃん……どんなパンツ穿はいてんのかなぁ……』

　可愛い響子ちゃんのパンツの色を知れただけでなく、脱ぎたてをかぶることができたのだから、彼も本望だろう。ま、その記憶はあとで消すわけだが。

『本当にあの先輩、どこ行ったんだろ、でも、少し前から様子がおかしかったんだよなあ……。なんか、付き合い悪くなったし』

　どうやら本当に響子の兄の行方を知らないらしい。彼は嘘などついていなかったのだ。

　そこまで調べたところで、急に強い力で引っ張られるのを感じた。意識を外に向けると、真っ赤な顔をした響子が涙ぐみながら、鬼の形相でぼくを引っ張っていた。

「ちょっと、待ってくれ！　あとちょっとだから！　もう少し待ちなさい！　情報を集めたら解放するし、彼の身体からだに何も害はないから！」

「そんなことがもんだいなんじゃないわよ！　いやそれもしんぱいだけどていうかなにこれどうかんがえてもありえないでしょ！　なんなのこれ！　なんなのっ？」

　響子は少し壊れかけていた。これはマズイ。

「ねぇこれなに？　まじほんとにありえないからありえないしおかしいし。しぬの？　ねえ、しぬのっ？」

　──しまった！　響きよう子こは自分の脱ぎたてパンツを目の前で同級生がかぶっているという状況に対応できていない！

《狩りダイブ》という手段がパンツ生命体にとってごく普通に行う行為であるがゆえに、それが響子にとってどれだけ非常識な行いであるかにまで、考えが及ばなかったのだ。

　仕方がない……ここはおとなしく引き下がるべきか。

『最近、竜りゆう同どう院いんのやつもしつこく先輩のことを聞いてくるんだけど、ボク、本当に知らないっての。ていうかアイツと先輩、そんなに仲良かったっけ？』

　最後にその情報だけを採取したのち、少年の記憶から、ここで響子に会ったという事実を消去する。そしてぼくは、彼の頭を解放した。







　そのあと。意識を失って倒れている少年をそのままに、響子は無言でぼくを穿はくと、涙を堪こらえながらカバンを持って学校を出た。

『あの……いや、ごめん。ぼくたちはああやって、他ほかの知的生命体から情報を採取することができるんだ』

『しゃべんな、しね』

　あぁ、だめだこりゃ。響子は完全にご機嫌ななめだ。眉まゆを吊つり上げ、今にも爆発しそうな表情のまま、地面を踏みつけるような足取りで、家路を歩いている。

『一応、報告しておくけど……。やっぱりあの少年、嘘うそは言っていなかったよ』

『じゃあ、やった意味もないじゃん。ほんと、最悪』

『ごめん……』

　ぼくには今、過去の記憶がない。

　だから、自分の中で確かなのは、響子がぼくの《所有者オーナー》ということだけだ。

　それしか、今のぼくの存在を定めてくれるものはない。

　なのに、ぼくは響子を傷つけ、そして怒らせてしまった。

　……響子の言うように、死んだほうがいいのかもしれない。ぼくみたいな、女性向けなのにデリカシーのかけらもないパンツなんて……パンツ失格じゃないか。

　ぼくが自分でその自我を消してしまえば、響子は普通の女の子として生きることだってできるのだから……。

『やめてよ……』

『え？』

『本当にやめてよ。ストライプがそういうこと考えてるの、伝わってきちゃうんだから』

『響きよう子こ……』

『あんなことしておいて……同情させて許してもらおうなんて、ムシがいいんだから』

『いや、ぼくは決してそんな』

『分かってるけど！』

『本当に悪いと思ってるんだ』

『だから！　それも分かってるっ！』

『う……』

『全部伝わってくるもの……。でもね、わたしすごく怒ってるんだよ？　だって、ありえないでしょ？』

『スミマセン……』

　ぼくにも、響子の感情は十分すぎるほど伝わっていた。

　彼女はまさに修羅のごとく怒っているのだ。

『ついうっかり、あの能力を使ったらどういう状況になるかについて失念していた』

『ついうっかりでは済まないことが世の中にはあるのっ！　もうほんと、お嫁にいけなくなったらどうするのよ……』

『大丈夫だよ！　あの少年の記憶は消しておいたし。そのうえで誰だれにも見られていないわけだから、それはつまり、何もなかったのと一緒だよ！』

『……記憶を消した？　そんなことまでできるの？』

『あぁ、うん。あの少年はきみのパンツでふがふがしたことを覚えていないよ。よく考えてもみろ。そんなことを彼が覚えていたなら、それこそ大変なことになるじゃないか』

『そう、それならまだ……良かったのかなぁ？　ていうかそこまで考えられるなら、アレをやったらわたしが怒るってことにも、すぐ気づくべきでしょっ！』

　響子はそう言いながら、スカートのポケットの布ごしに、洗濯バサミでぼくを挟んだ。

『ああやめてやめて洗濯バサミやめてそんなたくさんぼくこわれちゃうよ！』

『しばらくそれで反省してなさいっ！　あと、もう二度とアレはなしだかんね！』

『ああ、うん……ごめん』

　ぼくは大量の洗濯バサミで挟まれてかなり弱ってしまった。

　だけど、響子がすごく怒りながらも、最後には許してくれたことに感謝した。







『──ねぇ、ストライプ』

『なんだい？』

　ぼくは今、響子の自室にいる。響子はもはやいつもと同じ調子で、そこに怒りの影は微み塵じんもない。彼女はネガティブな感情をあとに引きずらない。気持ちの切り替えが早いのだ。

『わたしたちのことなんだけどさ。実際のところ、どのくらいなら脱いでても平気なの？』

　響きよう子こにしては珍しく具体的な質問である。

『うーん……。今朝のシャワーが十分くらいだったから、それくらいなら問題ないね。何かあったときの危険も考えると、多く見積もっても三十分程度かな。それ以上だと、きみの身体からだに禁断症状が出るかもしれないし、やっぱり安全を考えるとプールは──』

『あ、プールのことは関係ないの』

『へ？　そうなのかい？』

　てっきり、プールの授業に出たくてそう聞いてきたのかと思っていた。

『そうじゃなくてね、ほら、今日もお風ふ呂ろに入るでしょ？　それでね、そのときついでに洗濯しておきたいのよ』

『何を？』

『何って……。それはあなたのことに決まってるでしょ？　ストライプ』

　はああ？

　響子はいったい、何を言っているんだ？

　ぼくを洗濯？

　それはパンツを洗うってことか？

　せっかく汗やら何やらが染みついた、この《繊維体フアイバーボデイ》を？

『冗談はよせ。ぼくを洗濯してどうするんだ』

『そんなの決まってるじゃない。パンツを洗わないなんて汚いでしょ』

『汚くなんてないよ！　あのねぇ、パンツ生命体は持ち主の健康を守るために、老廃物を消化吸収、おまけに消毒までして、衛生状態が良好になるよう常に保ってるんだ！　クリーンでドライ！　それはパンツ生命体の持つ素晴らしい能力の一つであり、ぼくたちの誇りでもある！　それを洗濯だなんて──屈辱だよっ！』

『ええええ……？　あのね、仮にもし、そうだったとしてもさ……。わたし、洗ってないパンツなんていやよ。そんなの絶対穿はきたくないわよっ！』

『何を言ってるんだっ！　ぼくみたいな宇宙生命体に常識は通用しないっ！』

『ダメ！　絶対に洗うの！』

『まあ、ちょっと、ちょっと待ちなよ。話を聞いてくれ。よく考えてもみろ。男の子だって、洗っていない脱ぎたてパンツのほうが、価値が高いって思うだろ？　つまりそれと一緒だ。いわゆるヴィンテージパンツってやつだよ』

『──うん、分かった。洗うね』

　響子はにっこりとほほえんでから、ぼくを脱いだ。その笑顔の中に殺意が芽生えていることを、直感的に悟った。

　彼女はそのまま脱衣所まで行くと、ぼくを容赦なく白い棺かん桶おけの中へと放ほうりこんだ。

『ああああ待つんだ早まるなヴィンテージだよヴィンテージパンツだよオシャレだろほらジーンズだって洗わないほうがかっこいいんだよおお洗剤をいれないでだめだそのスイッチはああオオ嗚あ呼ああああああああああわあああやあアアアアッッ──ッ！』

　ぼくは洗濯機の中で断末魔の悲鳴をあげた。

　……これも今日のことに対する罰なのだろうか。




　　　　▽




　走馬灯が見える。

　浮かび上がった情景は目まぐるしく回り続け、次第にその輪郭を浮かび上がらせていく。

　遠いような、近いような──そんな不思議な場所で、ぼくは誰だれかの姿を眺めていた。

　それはまるで、曇った窓ガラスごしに見る外の景色のようだった。

「──悩んでいるのかい？　相棒」

　誰かが言った。それを聞いた少年は深く息を吐くと、言葉の主にこう返した。

「お前に隠し事はできないか……」

「ぼくたちの意識は深いところで繋つながっているからね。だから、なんとなくきみの気持ちが分かるんだ。そんなわけで、この際だし、悩みを打ち明けてごらんよ」

「パンツに人生相談しろってか？」

「きみの場合は、恋愛相談だけどね」

「……はあっ？　何言ってんだお前」

「だって、どうせあの子のことで悩んでいるんだろ？」

「あのなぁ……それが分かっているなら、なおさらだろ。あいつは俺おれの──」

「だから恋愛相談なんじゃないか。これが人生相談なら、そもそもきみは悩んでいない」

「うっ……。まあ、そうかもしれん……」

「素直に気持ちを打ち明ければいいじゃないか。そうすればきっと、うまくいくさ」

「おいおい……無責任なこと言うな。うまくいくわけねぇだろ。パンツと違って人間は色々と複雑なんだよ」

「たしかにきみは、問題を複雑に考えすぎているようだね」

「……お前に話した俺がバカだった。やっぱりパンツは相談相手にならねぇ」

「まったく、きみはいつもそうやって──」

　そこでふいに、彼らの声が遠ざかっていく。

　まだ、ここにいたい。

　彼らの姿をずっと、見ていたい。

　……しかしそう思えば思うほど、景色はぼやけ、深い闇やみの中へ消えていく。




　　　　▽




「──ふえっくしっ！」

「あっ、もう、大きな音を出さないでよ！　家族にバレたらどうするの！」

　ぼくは干されていた。

　洗濯されたことで少しの間だけ気を失っていたようだ。何か走馬灯のようなものが巡った気がしたが、洗濯によるショックが大きすぎて、うまく思い出すことができない。

　ぼくの意識は洗濯機でぐるぐると回されたおかげで、朦もう朧ろうとしていた。《繊維体フアイバーボデイ》がまだ少し湿っているので、気を失ってからそう長い時間は経過していないようだ。

『やれやれ……まったくひどい目にあったよ。地球人ってのは恐ろしいね。アイアンメイデンや洗濯機みたいな拷問器具を発明するんだから』

『いい気味よ』

　響きよう子こは、ようやく乾いたぼくを穿はきながらそう言った。

　……やはり、放課後のことをまだ根に持っていたか。

『ええと、放課後に使ったあの方法がダメだとすると、ぼくは人間の嘘うそを見破れない。そうなるとやはり、正攻法で調べていくしかないようだね』

『役立たず』

『いや、ぼくの優れた洞察力があれば、お兄さんをすぐに見つけることができるはずだ』

『そうだといいですねー』

『……響子。きみはぼくを信用していないのか？』

『だって、パンツにどうさつりょくとか言われてもねー』

『そう言われるとぼくも困っちゃうけどね。ま、あれだよ。一人よりは二人さ。それに、もし何かあっても──ぼくがきみを、必ず守るから』

『あんまり期待してないけどねー』

『……』

『あ、ごめん。うそうそ。頼りにはしてないけど、少しだけ期待しておくね』

　響子も言いすぎたと思ったか。慌ててその言葉を訂正した。

　……しかし、なんて微妙なフォローだろう。

『今日はうまくいかなかったけど、明日こそは頑張ろう。まだ始めたばかりだし、きっとすぐ見つかるさ。その前に、お兄さんのほうがひょっこり帰ってくるかもしれないけどね』

『うん、そうだといいね』

　そのあと、ぼくたちは夕食までの間、明日やる予定の聞き込み捜査の計画を立てた。

　響子と話しているときにふと、ぼくは彼女の兄が見つかったあとのことを考えた。

　そうなったらもう、ぼくは響きよう子この役に立つことはできない。

　自分の目的を果たしても、彼女はきっと、ぼくの記憶をいっしょに探してくれるはずだ。

　だけど──それも見つけてしまったら。

　もしそうなったら、ぼくたちの関係はいったいどうなってしまうだろう。

　そんなふうに考えると、急に不安になってくる。

　……いや、響子となら、きっとうまくやっていけるはずだ。

　ぼくはすぐに、そう思いなおした。







　そして次の日、あのおぞましい事件が起きた。

　そう、全すべてはぼくたちの知らないところで、着実に進んでいたのだ。






│三章│　パンツ、消ショウ失シツ









　翌日。

　朝のホームルームのあと、今日の体育は見学にしたいという旨を、響子は桃もも山やま先生に伝えた。先生はそれをおっとりとした口調で了承した。

「あーはいはい。姫ひめ川かわさんは体調不良でプールを見学ですねぇ。体育の先生にそう伝えておきまぁす。でも、残念ねぇ。姫川さんってプールが大好きなんでしょ？　めだかみたいにスイスイ泳ぐらしいじゃない」

「め……めだか……」

　響子は桃山先生の例えに絶句していた。

『めだか』というのはやはり、響子の小柄な身体からだを例えてのことだろう。

　響子は持久走だけでなく泳ぎでも、水泳部のエースに迫るタイムをたたき出しているらしい。このちんちくりんな身体のどこに、そんな力が秘められているのだろうか。

「あ、違うのよ。めだかってのは、別に姫川さんがちっちゃいからってことじゃなくてね。うん、えっとね、ほら、あんなにちっちゃいのにすごいねっていうか、なんていうか」

　優れた運動神経と小柄な背丈のギャップゆえに、響子はいつもこんな風に言われてしまうようだ。桃もも山やま先生は教師のくせに口ベタなのか、それをうまくフォローできていない。

「……うぅ」

　響きよう子こはすっかり落ち込んでしまった。おかげで小さな身体からだがさらに縮んで見える。

　先生はそんな彼女を見て、困ったようにオロオロとしていた。

　二人とも大おお真面目まじめなのだろうけど、その様子はかなり間抜けである。

「……そうよね、そんなふうに言われても嬉うれしくないわよね。私、先生なのにダメね……。えっとね、ほら、姫ひめ川かわさんて一年生でしょ？　だから背はまだまだ伸びるわよ」

「……胸も先生みたいになれる？」

　先生との身長差によってちょうど目線の位置にある、その豊満な胸を見つめながら、響子は言った。こっちの成長についても、かなり気にしているようだ。

「うーん、そうねぇ。先生は中学くらいの頃ころにはこんなだったのよねぇ。でも、これはこれで困るのよぉ。男子にはからかわれるし、肩も凝るからぁ……」

　その発言に、響子がイラッとしたのが伝わってきた。先生としてはまったく悪気がないようだが、工業製品のようにフラットな胸の響子としては、目の前で雄大なエベレストを揺らしながらそう言われては、あまりいい気分はしないはずだ。

『ぼくは響子みたいなマニアックなスタイルも好きだけどね。ほら、しまパンはきみみたいな体型のほうが似合うしさ……』

「どういう意味よっ！」

「あっ！　ごめんなさい……そうよね、私ってなんでこうなのかしら……」

「あっ……違います！　先生に言ったんじゃないですっ！」

　響子は念話を実際に声に出してしまっていた。それが桃山先生との会話を成立させてしまったのが問題だった。これでは先生に悪態をつく不良少女である。

「そう……？　ならいいんだけど……」

「そうなんですー。なんだか最近、幻聴が聞こえるんですよねー。あはははは」

　先生と会話を終えたあと、響子がぼくにどんな罰を与えたかはご想像にお任せする。







　体育の授業は三時限目に行われた。

　どうやら男子のほうは自習らしい。校庭の端にあるプールサイドから、グラウンドでダラダラとサッカーをしている姿が見えた。中には女子のプールを見学しようとする輩やからもいたようで、女子たちがそれに非難の声を浴びせていた。強い日差しの中、プールのフェンスを挟んで、お互い楽しそうにじゃれあっている。

　やがてその男子たちは、女子の授業を受け持つ若い女性教師の怒号によってグラウンドへと散らばっていった。

　ぼくは体育座りで見学している響きよう子このハーフパンツごしに、初夏の日差しを浴びたプールサイドの地熱をまったり味わっていた。ぼくはこういった熱がこもった状態でもまったく平気で、むしろパンツとして、そんな状態を快適にすら感じている。

　しかし響子のほうは、このじわっとした暑さにうんざりしているようだ。何やらうらめしそうな目で、楽しそうに泳いでいる他ほかの女子たちの姿を眺めている。

　事前に今日する捜索の予定は立てていたので、念話で話し合う必要もなく、この時間にすることは他に何もなかった。やがて響子は一緒に見学している女子たちと、他愛たわいのないおしゃべりをはじめた。ぼくはそのガールズトークを聞きながら、プールでスク水女子たちがはしゃぐ姿をぞんぶんに堪たん能のうした。

　──そのときまでは、何事もなく平和な風景が続いていた。

　事件は、プールの授業が終わり、みなが更衣室に向かったときに発覚した。

　教師が更衣室の鍵かぎのかかったドアを開け、女子生徒数人と共に中へと入った。響子たち見学組は着替える必要がなかったので、他の女子生徒たちのあとをゆっくり歩いていた。

　すると突然、更衣室から甲高い悲鳴が響き渡った。

　更衣室に入った彼女たちは見てしまったのだ。あの恐ろしい光景を。

　床から壁一面、そしてロッカーの中に置いてあった彼女たちの衣服にこびりついた……《白くベタつくなにか》を。

　それは白濁色のゲル状物質だった。

　更衣室の床全体にへばりついていたそれは、中に入った彼女たちの足にべっとりと付着した。足に正体不明の粘液がねばりついたことに気づいた彼女たちは、また大きく悲鳴をあげた。

　洗い場に戻ってそれを必死に洗い流す女子もいれば、思わず卒倒してしまう女子もいた。

　響子も興味本位で更衣室の惨状を見てしまい、言葉を失っていた。やがて堪こらえきれなくなったのか、青ざめた顔をして更衣室から目をそむけた。

　そして更衣室で起こった怪異は、それだけではなかった。

　ロッカーに入れてあったはずの、女子たちのパンツがなくなっていたのだ。

　壁一面や床、そして女子たちの着替えにべっとりとこびりついた《白くベタつくなにか》。それだけを残して──そこにあったはずの大量のパンツが、忽こつ然ぜんと消えていた。







　その後の教室は疑心暗鬼に陥り、ギスギスとした空気に包まれた。以降の授業は中断され、教師たちは事件の対応に追われていた。

　体育の授業はいくつかのクラスを合同にして男女別に行われているため、学年全体で七クラスのうち、二クラスの女子生徒全員がノーパンという状況に陥っていた。

　彼女たちは体操服を着用し、ノーパンのままハーフパンツを穿はいていた。中には部活のユニフォームのブルマやスコートで代用した生徒もいたようだ。響きよう子このように、授業を見学していたことで被害を免れた女子生徒はごく少数だった。

　この《パンツ消失事件》で、まっさきに疑われたのは窃盗の可能性だ。たしかにそれが一番、説得力がある。更衣室から女子のパンツだけが自然に消滅するなど、常識的に考えてありえない。誰だれかがいかがわしい目的で盗んだと考えるのが自然だろう。

　とはいえ、これが窃盗事件だったしても、そこにはいくつか大きな謎なぞが残った。

　最初に浮かび上がった容疑者は、プールの授業を見学しようとやってきた男子生徒たちだ。彼らは当初こそ女子たちの糾弾の的になったが、そのいくつかの大きな謎によって、最終的に無罪放免となった。

　──更衣室のドアには厳重に鍵かぎがかけられていて、こじ開けられた形跡もなく、そこは完全に密室だった。

　更衣室の鍵を持っていないかぎり、犯行は不可能だったのである。

　女性教師が持っていた以外の予備の鍵は、職員室の金庫で厳重に保管されていた。それを盗み出すことは、その男子生徒たちに、いや、他ほかの誰であっても不可能だった。

　そして、謎はそれだけではなかった。

　──密室からどうやって大量のパンツを運び出したのか。

　一枚か二枚のパンツが消えただけならば、話は簡単だったかもしれない。しかしこの事件の犯人は、かなりの枚数のパンツを豪快に更衣室から持ち去っていた。

　どこかに持ち去ったのなら当然、大きなカバンか袋を使ったはずで、その姿はかなり目立つはずだ。しかしプールの授業が終わるまでの間、そういった人物が目撃された情報はなく、まるで更衣室からパンツだけが消滅したかのようだった。

　この時点で、パンツ消失事件はかなり不可解なものとなっていた。

　しかし、まだもう一つ、とっておきの謎が残されていた。

　そう、それが……。

　──更衣室の壁や女子たちの衣服にこびりついていた、大量の《白くベタつくなにか》。

　これについては推論すら出ず、誰もが首をかしげていた。謎の粘液は壁一面や床、さらには女子の衣服の一部に付着していた。更衣室の中は水性ワックスをぶちまけたかのようだったが、ワックスはあそこまでねばねばしていないし、あんなに生臭くはない。

　やがて粘液が何なのかについて考えることすら放棄され、この謎についての考察は全すべてうやむやにされた。

　結局、用務員さんから『今朝がた校内で、フードで顔を隠した不審な人物を目撃した』という情報がもたらされたことで、学校側は強引に事件を外部の犯行と断定し、警察に通報するという対応を取った。

　結果、午後の授業は中止され、事件は多くの謎なぞを残したまま一いつ旦たんの終結を迎えた。







『なんだったんだろうね、アレ。結局よく分かんないままだし、ちょっと怖い……』

『ふむ……』

　学校で聞き込みをするどころの話ではなくなってしまったので、ぼくたちはおとなしく下校するほかなかった。帰り道、響きよう子こと事件について念話で語り合う。

　響子が不安になる気持ちは分からないでもない。ぼくも更衣室の惨状は見た。謎の粘液が一面にこびりついた室内は、宇宙人でも出てきそうな異様な雰囲気が漂っていた。

　──うん？

　って……宇宙人？

　そんな、まさか。いや、しかし……。

　ふと、ある考えが浮かんだ。

　理屈は、通る。

　密室も、パンツの消失も、白くベタつくアレも、常識で考えれば謎だらけだ。

　しかし、それがそもそも常識が通用しない存在の犯行だとしたら？

　地球人の常識が通用しない存在がこの星に潜んでいることを、ぼくは知っている。

　そう──宇宙人。

　密室事件が宇宙人の犯行だったなんて、ミステリ小説じゃ通用しない。

　だけど、ぼくたちの現実はミステリ小説ではない。

『もし、もし仮に……』

『うん？』

『その、更衣室大量パンツ消失事件の犯人が、ぼくみたいな存在の犯行だとしたら』

『ちょっと！　まさかストライプがやったの？　ねぇ、本当にいい加減にしてよ……』

『違うって！　ぼくみたいなのって言っただけで、ぼくがやったわけじゃない！　どれだけ信用ないんだよっ！』

『……信用なんてあるわけないでしょ』

　まぁ、たしかにそうかもしれないが。

　怪け訝げんな表情のままでいる響子に向けて、ぼくは説明を続ける。

『前に一匹見つけたら二十匹はいると思えって言っただろ？　それはパンツ生命体に限った話じゃない。きみたち一般人は知らないだろうけど、宇宙には多種多様な生物がいて、中にはすでに地球にやってきているやつらもいるんだ。地球人に気づかれないよう、自分の存在を巧妙にカモフラージュしてね。もしかしたらきみのとなりの席の男子だって、宇宙人かもしれないんだぜ？』

『そんなバカな話があるわけ……』

『きみ自身が今、パンツ生命体に寄生されているのに？』

『うっ……。たしかにそうね。わたしが……そのバカな話のど真ん中だったわ……』

　響きよう子こはぼくにそう返して、晴れ渡った午後の空の彼方かなたを、遠い目で見つめた。

　納得してもらえたようでなにより。

『とはいえ、校内に謎なぞのフード男が出没していたらしいし、今回の事件は外部犯の犯行とみていいだろう。きみのとなりに変態宇宙人がいる可能性は低いから、安心しなよ。地球に隠れ住んでいる宇宙人ってのは、目立つ行動を避けようとするものなんだ。へたすりゃきみと同じ地球人よりもずっと安全な存在だ』

　その言葉には納得できないようで、響子の表情は浮かない。

『密室、パンツ大量消失、べっとりとついた白いアレ──人間の仕業と考えたら、謎が多すぎて、事件は迷宮入り確実だ。でも宇宙人の仕業だと考えてみれば、なんてことはない』

『──ええっ？　いやいや……どう考えてもおかしいでしょ大事件でしょ』

『地球に隠れ住む宇宙人は、正体がばれぬよう細心の注意を払っている。とはいえ、そこはやはり宇宙人だからね。図らずも目立ってしまうような、おかしな事件を起こしてしまうことがある。だけど、そういった事件は秘密裏に処理されて、広く知られることはない。うまく隠しきれなかったときは、都市伝説として残ってしまうこともあるけどね。つまり……常識だけが現実の全すべてじゃないってことさ。きみだってぼくと出会うまでは、パンツと会話できるなんて信じなかっただろ？』

『そんなこと考えるようだったら、すぐ病院に行くわよ』

『でも、ぼくはここに存在してる。それは、きみの頭がおかしくなったわけじゃない。ただ、きみの知らなかった現実があっただけだ』

『……』

　響子は何かを諦あきらめるように、深くため息を吐ついた。

　ぼくはそれを、彼女が説明を受け入れた証あかしとして受け取った。

『ま、そんなわけでだね。こういった事件はあんまり知られていないだけで、とくに珍しいことじゃないってことだけ、理解してくれればいいさ。きみが気に病む必要なんてどこにもない。そのうち宇宙人専門の組織がそういった……事件の処理を……？』

　──宇宙人専門の組織？

　そうだ！

　たしかにそういった事件を取り締まる組織が、この星には存在する！

　どうしてそれを、今まで考えなかったのだろう……？

『ストライプ？』

『そうだっ！　ぼくはそれを知っているっ！　その組織のことをよく知っていたはずなんだ！　思い出したぞっ！　ぼくと前の《所有者オーナー》は、その組織と繋つながりがあったんだ。なんだっけなぁ……くそっ！　ダメだ……そこから先がどうしても思い出せない……』

『ねぇ、もしかして……自分の記憶の手がかりを思い出せたの？』

　響きよう子こが心配していた。それに気づいて、ぼくは少し冷静になる。

『ああ。それが……ぼくの前の《所有者》が死んだことと、繋がっている気がする……』

『ストライプ……』

　……もしそうなら、自分の記憶を探そうとするのは、危険かもしれない。何な故ぜなら、ぼくの前の《所有者》がどうして死んだのか、いまだに謎なぞのままだからだ。

　ぼくの今の《所有者》は響子だ。

　だから、彼女の身に危険を招くようなことはするべきではない。

『──ねぇ』

『あ、ごめん。なんだか湿っぽくなっちゃったね。気のせいかもしれないし、今はきみのお兄さんを探すことを優先しよう』

『ええとね、そうじゃなくて、さ。もしストライプとその組織に繋がりがあるなら、今日の事件の犯人を追いかけていれば、組織の人に会えるんじゃない？』

『……ふむ。まぁ、たしかにその可能性は高いね。だけど、事件の犯人は女の子のパンツを盗むような変態宇宙人だよ？　きみの身が危ない。ぼくは反対だ』

『別にいいじゃない。あなたこの前、自分は完全無欠の宇宙生物だって言ったでしょ？　あと、わたしがスーパーマンみたいに強くなってるってことも。だったら、わたしたちは絶対に安全じゃない？』

『うーん、そうかもしれないけど。でも、何が起こるか分からないし……』

『だったら、そのときはストライプがわたしを守ってよ。それに、わたしの安全がどうとかそんな理由で、あなたが自分のこと我慢するの、わたしはやだよ？　ただでさえストライプには、命を助けてもらった恩があるのに……』

『きみはむちゃくちゃだなぁ……。ぼくに守ってほしいのか、それとも恩返しするつもりなのか、どっちなんだよ』

『両方よ！　それにね……わたし、実はすっごく怒ってるのよ？』

『怒ってるって、誰だれにさ？　まさか、ぼくにじゃないよね……？』

『何を言ってるの。そんなの決まってるじゃない！　パンツを盗んだ犯人によっ！　お気に入りを盗まれた子だっているのよ？　ブランドもので、一万円だってさ。いちまんえんよ？　それに、あんなものを服に……あぁっ！　思い出しただけでも寒気がするっ！　絶対にとっちめて、ボコボコにしてやるんだからっ！』

『なんだよそれ……。結局、きみの個人的な感情じゃないか』

　ぼくは響子の言葉に呆あきれてしまう。……本当に、それでいいのか？







　その日の夜、両親に内緒で家を抜け出す不良少女がいた。もちろん、響きよう子こである。

　響子はパンクテイストなクマのキャラクターが全面にプリントされたＴシャツと、緑のタータンチェックのミニスカートという服装である。長い髪は邪魔にならないよう、後ろで束ねてお団子にしていた。それはなるべく動きやすい恰かつ好こうでという、ぼくの要望に応こたえた結果だ。ロリパンクな服装も、彼女にはとてもよく似合っていた。

　ぼくたちは今、人ひと気けのない公園に来ている。

　夜の公園なんてものは、普通はそれなりに治安が悪いものだ。

　響子みたいな女子高生が近づこうものならチンピラどもが襲ってきたりするところや、カップルが星空の下でプロレスごっこをしているようなところもある。

　しかし響子の自宅からほど近いこの場所に、そんな雰囲気はまったくない。街灯におぼろげに照らされた公園は、今も閑散としていた。

『わざわざ夜に家を抜け出して、人気のない場所に行くよう提案したのは他ほかでもない』

『いわゆる特訓ってやつよね？』

　響子はやけにノリノリだ。スーパーマンみたいな力を手に入れられるよ──ぼくがそう言ったときから、実はかなり期待していたらしい。

『──イエス。パンツ生命体は生きものとして完全無欠だ。そしてぼくに寄生されたことによって、きみはその力の恩恵に与あずかることができる。つまり今のきみは、スーパーマンにだってなれるのさ』

『ねぇ、女の子なのにスーパーマンっておかしくない？　もっと可愛かわいい名前はないの？』

　響子は変身魔法少女や特撮ヒーローに憧あこがれているのだという。そういうところは見た目どおりと言うべきか、少し子どもっぽい。

『ふむ。パンツ生命体と持ち主のコンビに使われる名称なら、一応あるけど』

『へぇ……。どんなの？』

『完全無欠の宇宙戦士──パンティスト』

『バカじゃないの？』

　その名前は響子に不評だった。由緒正しい名前なんだけどなぁ……。

『ちなみにパンティストの中だけでも色々種類があって、ぼくたちみたいなのは──』

『うーんとね、やっぱいいや。どれもパンツ関係のふざけた名前なんでしょ？　そういうのぶっちゃけ、いいから』

　ふざけた名前なんて、ひどい言われようだ。宇宙最強の称号だというのに。

『……それでは、話を先に進めよう。ぼくはきみに、スーパーマンになれると言ったけど、その優れた力を扱うにはいくつかの条件がある』

『ええーっ！　そうなの？　発動条件がうんぬんで、支払う対価がどうのとか言わないよね？　わたし、そういうめんどくさいのはいやよ！』

　……発動条件とか対価ってなんだ？　やけに具体的だけど、響きよう子こはオタクなのか？

　今の彼女はいつになくテンションが高くて、どうも調子が狂ってしまう。

『いや、そんなややこしい条件じゃない。簡単なものさ。響子、ぼくの両端を引っ張ってくれないか？』

『はぁ？』

『だから、ほら、ぼくの身体からだだよ。パンツの端！　ゴムの部分！　その両端を引っ張って、それから、パチーンってやってくれないか？』

『バカじゃないの？　なんでそんなこと、しなきゃいけないのよ……』

　今度はバカ呼ばわりされてしまった。やはり、きちんと説明しないとダメか。

『ぼくの身体はね、伸縮によってパンツ粒子を加速させ、強いエネルギーを発生させることができる。そのエネルギーを送ることで、《所有者オーナー》の身体能力を増幅させるわけさ。簡単に言うと、パンツをパチーンすると、きみはすごく強くなる。オーケー？』

『あのさ、もう一度言うね。──バカじゃないの？』

『しょうがないだろっ！　この方法が一番合理的なんだよっ！　一応、自力で身体を伸縮してエネルギーを発生させることもできるけど、それだと《所有者》がするよりずっと効率が悪い。だから、きみがパチーンするべきなんだよ。あの事件の犯人を捕まえるって言ってたじゃないか。ぼくの記憶もいっしょに探してくれるんだろ？　きみのお兄さんを探すときにだって、パンティストの力は便利だよ？　きみは真面目まじめに特訓を受けるべきだ。目的を果たすためだけじゃなくて、自分の身を守るためにもね』

　そうやって必死に説得した結果、響子も観念したようだ。

　しぶしぶといった様子で、ぼくの言ったことを実践してくれた。

『そうそう、そうやって……スカートをたくし上げて、ハイ！　パチーン！』

『ほんと、なんなのよコレ……』

　響子がぼくの両端を引っ張ってパチーンしたので、《繊維体フアイバーボデイ》は伸縮によって膨大なエネルギーを発生させた。パンツ細胞がそのエネルギーを響子の肉体へと巡らせていく。

『うそっ──すごい……ストライプ！　なんかすごい！　なんかきてるよっ！』

『な？　力がみなぎってくるだろ？　それがパンツエネルギーさ。さあ、響子。ちょっとだけ、ジャンプしてみなよ』

　ぼくの言葉に従って、響子は地面を蹴けった。すると彼女の小柄な身体は、星空の彼方かなたまで飛んでいきそうなほど、大きく跳ね上がる。その姿はまるで小さなロケットだった。

「ひゃああああああああああっ──！」

「どうだい！　気持ち良いだろ！　これがパンティストの力だ！」

　響きよう子こが興奮して声を出していたので、ぼくもそれに合わせて、念話ではなく声を出して語りかける。かなり力を込めてジャンプしたようで、滞空時間が長い。彼女の身体からだが落下をはじめると同時に、頭のお団子がほどけ、長い髪が夜空へ向けて舞い上がっていく。

「すごおおおおいいいいいいいいいっ！」

「どうだい？　スーパーマンみたいだろっ！」

「うん、すごい！　すごいよストライプ！　やるじゃん！」

「ははははっ！　やっときみに感謝された気がするよ！　ん？　あれは……」

「──え、何？」

　そのときにぼくは、公園脇わきの道路を歩く見覚えのある姿を見つけていた。暗かったからか、ぼくほど夜目が利かない響子には、それがよく見えていないようだ。

　やがてロケット跳躍は終わり、響子は地面に帰還した。

　二十メートル以上は跳んだのではないだろうか。元々の身体能力が高いからか、響子はパンティストとして、すでに十分すぎるほどの力を持ち合わせていた。

『ふう……特訓なんて必要ないじゃないか。あとは基本的な動きをいくつか覚えれば、とりあえず問題はないね』

『思ったよりずっとすごかったよ、ストライプ！　気持ちよかったっ！　ね、もっと他ほかにも色々あるんでしょ？』

　響子はスーパーマン気分を味わってかなり興奮していた。落ち着きのない様子で手足をしきりに動かし、はしゃいでいる。

　……最初にこれをやっておけば、彼女ともっと早く親密になれたのかもしれない。

『うん。あと注意点だけど、パチーンで充じゆう填てんしたエネルギーは三分しか保もたないからね』

『そうなの？』

『三分ほどで、パンツエネルギーはきみの身体から揮発してしまうんだ。それとエネルギーを激しく消費した場合、三分持たずに効果が切れるから注意してね。日常生活で使う分には問題ないけど、宇宙人に襲われたときにはよく気をつけて』

『宇宙人に襲われるってそんなことあるわけ──あ、そうか』

『おいおい……。きみがパンツ事件の犯人を捕まえるって言ったんじゃないか。ぼくは言ったよね？　あれが宇宙人の仕業だって。きみはその危険性を十分にだね……』

『あ、ごめんごめん。で、エネルギーが切れたらどうすればいいの？』

『そのときはまた、パンツをパチーンさ』

『もしかすると、襲われてる最中でも、あれをやらなきゃいけないの……？』

『当たり前じゃないか。パチーンはパンティストが戦闘する上での基本的な動作だからね』

『そう……』

　響子はどうやら、あのパンツパチーンがお気に召さないらしい。

　たしかに間抜けな動きに見えなくはないけれど、そこは我慢してもらうほかない。

『──あ、そういえば。きみがジャンプしたとき、脇わきの道路にイケメン野郎が歩いてるのが見えたよ』

『イケメン野郎って……誰だれ？』

『あの、竜りゆう同どう院いんとかいうやつだよ』

『竜同院くんがこんな時間に？　でも彼の家って隣町よ。あの真面目まじめな彼が夜遊びだなんて……ストライプの見間違えじゃない？』

『ぼくが見間違えるわけないよ。たしかにあれはイケメン野郎だった。ま、別に不思議じゃないけどね。様子がおかしかったから、気になっただけでさ』

『え？　おかしかったって……どんなふうに？』

『フラフラしてたかな。ま、イケメンだからね。実はしょうもないヤツで怪あやしいクスリでもキメてたんだろうさ。言っておくけど、きみはあいつに近寄ったらダメだからな！』

『お兄ちゃんみたいなこと言わないで！　それに竜同院くんはそういう人じゃないよ！』

『で、その根拠は？』

『だってほら、イケメンだし……』

　響きよう子こはまるで説得力のない根拠を持ち出した。とはいえぼくも、フラフラしてただけで彼を犯罪者扱いしたのは、ひどかったかもしれない。







　それから数日が経たった。響子の兄は一向に帰ってくる気配はなく、消息不明になってから三週間あまりが経とうとしていた。

　今まで、響子の両親は兄のことで慌てるそぶりを見せなかった。しかしこれだけ長く音信不通だと、さすがに両親も落ち着かないらしい。姫ひめ川かわ家の雰囲気は暗かった。

　そもそも響子の両親があまり騒がなかったのは、この夫婦にとって響子の兄が実の息子ではないから……というわけではなく、あまり騒ぎすぎると余計に戻って来づらいかもしれないという、複雑な家庭環境にいた響子の兄への気遣いによるもののようだ。

　だが、そんな気遣いには、奇妙な遠慮というか、迷いが見える。たぶん両親も響子と同じように、彼のことを思い、どう接したらいいか、ずっと悩んできたのだろう。

　警察への捜索願や学校への休学届けを出すべきかと、響子の両親が相談する声を聞いたこともあった。それは響子に気取られないよう気を使って、二人だけで相談していた。

　結局、夏休みまで一月たらずということもあり、警察に捜索願を出すに留とどめ、休学届けに関しては夏休み明けまで保留にすると決めたらしい。響子の両親は自分たちが心配する素振りを見せないことで、響子の不安を和らげようとしていた。

　響子自身は、すこぶる元気なように見えた。ただし、それは表面上だけのことだ。

　ここ数日は放課後に兄の行方を調査していたものの、有力な手がかりは見つからなかった。ちなみにぼくの記憶についての手がかりもなかったが、彼女の兄の行方を探すことを最優先に考えていたので、それはあまり気にはしていない。むしろ響きよう子この元気な姿が不安を押し隠そうとしているようにしか見えなくて、それだけが気がかりだった。

　ただ、兄の行方について手がかりはなかったものの、事件の犯人と思おぼしきフード男の目撃証言を、何度か聞くことができた。

《パンツ消失事件》と似たような事件が、この街で何度か起きているのだ。それらの事件の現場には共通して、例の《白くベタつくなにか》が残っていた。

　事件が起こったという話を聞くたび、響子は犯人に対して怒りを覚え、絶対に捕まえると息巻いていた。そして、その怒りや消息不明の兄についての不安や焦りを、全すべてパンティストの特訓にぶつけていた。

　響子との細胞の結びつきは、今やかなり強まっている。特訓の効果もあったのだろう。半日くらいなら、お互いに離れていても大丈夫なほどになっていた。

　そこでぼくは、響子が所有しているぼく以外のパンツ全てに、自分の細胞を植えつけておいた。パンツ生命体は自分の細胞を普通のパンツに植えつけることで、そのパンツを自分の分身として遠隔操作することができる。

　そうやって作られた自分の分身や、それを使役させることを『パンテイム』という。

　パンテイムされたパンツには遠隔操作以外にも、いくつか便利な機能がある。ぼくが響子のパンツにテイムを施した理由はそこにあった。

　響子がテイムされたパンツを穿はいていれば、そこに植えつけられた細胞を媒介にして、お互いに離れていても、念話ができるようになるのだ。

　ただ、本体を穿いているときと比べて、《所有者オーナー》の肉体再生や、念話の伝達能力が低下してしまうという欠点がある。基本的には常に本体が《所有者》の股こ間かんを包んでいるべきなのだが……それでは先日のプール授業のときのように、響子の生活が窮屈になってしまう。

　お互いを尊重し合うなら、このパンテイムという手段を用いるのがベストなのだ。







　休日。響子はぼく以外の、テイムされたパンツを穿いて遊びに出かけていった。

　ここのところはずっと兄の行方を探すために聞き込みばかりしていたから、たまには友達と遊んで気分転換をするのもいいだろう。響子の両親も外出していて家にいないため、ぼくは久しぶりに一人きりになった。

　そして家に誰だれもいないうちに、ぼくにはやらなければならないことがあった。

　響子の兄の部屋の調査である。

　響きよう子こは律儀にも兄のプライバシーを守るために、その部屋をあまり調べようとしなかった。もしかすると、兄との関係に亀き裂れつが入ってしまうような、そんな決定的な何かを見つけてしまうのが、怖かったのかもしれない。

　しかし、ぼくとしては多少プライバシー上の問題があったとしても、響子の兄の行方についての手がかりが欲しかった。だから、響子を何度も説得した。

　手がかりになりえない情報はぼくのところでシャットアウトする、きみが兄のプライバシーを侵すことはない──そう言ってやっと、部屋の調査を了承させたのである。

　では、結論から言おう。

　響子が自分で兄の部屋の調査をしなかったことは、正しい判断だったといえる。

　男子高校生という生きものは、同じ年とし頃ごろの女子に見られたら破滅必至な、そんな危険なブツを隠し持っているものなのだ。

　とりわけ、響子の兄の部屋はパンドラの箱だった。

　ぼくはまず、押入れに少女がいるのを見つけた。

　部屋の押入れを開けたとき、彼女はぼくを見つめていた。

　もちろん、彼女は生身の人間ではない。

　生身の少女が押入れにいたら、さすがに洒落しやれにならない。

　彼女はいわゆる『ドール』というやつだった。

　別に男子高校生がお人形さんを所持していてはいけないという法律はない。

　とはいえ、ドールを愛好する男性を奇異の目で見る狭量な人間がいるのも、また事実である。美しいものを愛めでることに対する偏見──それはまことに悲しいものだ。

　ドールの顔立ちはどことなく響子に似ていた。おまけに裸Ｙシャツという、なかなか持ち主のリビドーがにじみ出たコーディネートをしていた。

　──これがもし女の子に見つかったら、よほど精神的に強くないかぎり、持ち主は致命傷を受けるだろう。

　次に見つけたのは、同じく押入れの奥に眠っていた大量の本だ。

　単行本もあればやけに薄い本もあり、写真集や雑誌などもあった。それらの本の共通点は、表紙が女の子で、彼女たちの肌色の割合が多いことだった。

　中身をいくつか確認すると、妹ものと呼ばれるジャンルのものがほとんどだった。妹ものはロリコンものを兼ねる場合が多いため、中にはハードな内容のものも含まれていた。

　──これも、女の子に見られた時点で即死の危険物である。

　他ほかにもアニメのドラマＣＤや女の子がプリントされた抱だき枕まくらなど、響子の兄の部屋には様々なものがあった。その中でもっともぼくを戦せん慄りつさせたのは、ある一冊のノートだった。

　──《邪聖剣士レイジング・ナイト》

　それがノートに書かれていたタイトルである。

　開いてみると、途中で力尽きたのであろう、中途半端なところで終わるオリジナル小説と、主人公レイジング・ナイトや他ほかのキャラクターの詳細な設定、必殺技のリスト、つたない筆致で描かれたイラストなどが書かれていた。

『レイジング・ナイトは仲間たちにレイジと呼ばれている……』

　という小説の冒頭を読んだとき、響きよう子この兄が礼れい二じという名前だったことを思い出して、ぼくは危うく気絶しそうになった。

　自分の古傷をえぐられているかのような、そんな不思議な痛みを味わったのだ。

　なんだろう……この発狂してしまいそうな苦しさは。これが黒歴史の恐ろしさか。

　──これは女の子に限らずとも、見られた時点で即死決定の危険物だ。こんなものは保存せず、早急に破棄するべきだ。レイジング・ナイトよ。

　黒歴史ノートにくじけそうになりながらも、ぼくは丹念に地雷原となっているレイジング・ナイトの部屋を調査していく。しかし手がかりになるようなものは何もなく、見つかるのは、響子と兄の関係を破滅させるには十分な威力を持った危険物だけだった。

　唯一パソコンには何か手がかりがありそうな気配がしたが、ユーザーロックがかかっており、それを解くパスワードが分からないため、中を調べるのは不可能だった。

　……もしかしたら、パスワードが書かれたメモでもあるかもしれない。

　ぼくはそう考え、部屋のゴミ箱や兄のカバン、衣服のポケットなどを探してみる。そこでまた図らずも、強烈な爆弾を発見してしまった。

　それはレシートだった。そこにはこう書かれていた。

　──ジョセイヨウ　シタギ　イッテン

　こ、これは……。

　このレシートが響子の兄のものならば、彼は衣料量販店で女性用下着を購入していたことになる。ドール用という可能性も考えたが、どうやらそれも違うようだ。他にもあるかどうか探してみると、同じようなレシートが何枚も出てきた。

　……響子の兄は女性用下着を集める変態だったのか？

　いや、しかし、ならばその下着はどこに？

　この部屋には無い。

　まさか響子にプレゼント……？　いやいや、そんなバカな。

　響子の兄の失しつ踪そう。パンツ窃盗事件が起き始めたのはそのあとから。

　そして兄の部屋から見つかった大量のパンツのレシート。

　全すべてが一つの線で繋つながる。

　──実は響子の兄は宇宙人で、女性用下着を収集する変態だった？

　バカか。発想が飛躍しすぎだ。

　あ、でも、血は繋がっていないとも言っていたしなぁ……。

　と、そんな風に考えていたところで、玄関のほうから物音がした。

　続けて「ただいまー」と可愛かわいらしい声が聞こえてくる。

　──やばい！　響きよう子こが帰ってきた！

　ぼくは思わずぎょっとして、《繊維体フアイバーボデイ》を収縮させる。

　そしてこちらの心の準備が整う間もなく、響子が兄の部屋の前までやってきた。

「ストライプ、こっちにいるのー？」

「ああ……うん。今ちょうど、きみのお兄さんの部屋を調べ終えたところだよ」

《繊維体》の端で器用にドアを開けて部屋を出ると、いつもよりおめかしした響子が廊下で待っていた。ふよふよ宙を浮くパンツにも見慣れたのか、ぼくを見つめるその瞳ひとみに嫌悪感は宿っていない。むしろお出かけから帰ってきたばかりでご機嫌なのか、優しげなまなざしを向けていた。この様子からすると、気分転換はできたのだろう。

「で、どうだった？　手がかりはあった？」

「あ、いや、その……」

　明るい声でそう問われて、ぼくは答えに窮してしまう。

　捜索の結果をきちんと報告すべきか……いや、大好きなお兄ちゃんの部屋からドールとか抱だき枕まくらとか女性用下着のレシートが出てきたと知ったら、響子はきっとショックを受ける。せっかくお出かけして気分転換してきたというのに、それでは台無しだ。

「手がかりは何もなかったよ」

「そう……」

　ぼくの報告を聞いて、響子は少し残念そうな表情を浮かべた。

　彼女に隠し事をするのは気が引ける。だが、『きみのお兄さんは変態宇宙人かもしれない』と推理を述べるには根拠が足りない。どうせ信じてもらえないだろうし、怒られる可能性のほうが高い。ここはひとまず嘘うその報告をしておいたほうがいいだろう。

「──ストライプ、嘘ついてない？」

「はっ？　な、ななな、なんで？」

「だって、なんか様子が変だし。今もすごくうろたえてるし」

　しかし、ぼくのついた嘘はあっさりと看破されてしまう。

　感情が伝わりやすいパンツと《所有者オーナー》の間で、隠し事をするのは難しい。

　とはいえ、彼女の気分を害したくない。ううむ、かくなるうえは……。

「ああ、うん。手がかりはなかったんだけどさ、実はその……きみのお兄さんが書いた小説を見つけちゃって……」

「え？　小説？」

「それがけっこうキツイ内容っていうか……主人公の名前が作者と同じで痛々しいっていうか……他人の日記を読んじゃったときみたいな後ろめたさがあって……分かる？」

「ふふ、なるほどね。なんとなく分かったかも」

　そう言って、響きよう子こはくすくすと笑った。

　ふぅ。どうやらうまくごまかすことができたようだ。

　結果的に他人の黒歴史を暴露することになったが……許せ、レイジング・ナイト。

「あまり驚かないんだね。もしかしてお兄さんが小説を書いていたこと、知ってたの？」

「ううん、そういうわけじゃないけど……でも、お兄ちゃんらしいなって思って」

　響子がまた笑う。愉快だからというより、嬉うれしそうに笑っている感じだ。それが少し気になったので、理由を聞いてみた。すると響子は、ぼくにこんな話をしてくれた。

「小学生くらいのころね、わたし、同級生の男の子によくいじめられてたの」

「あー、今もイジられ系だしね」

「ほっといてよ！」

　本人も自覚はあるらしい。響子は顔を真っ赤にして手足をバタバタさせた。

　そんな反応をするから、男子は余計にいじめたくなるのではないだろうか。

　正直、ぼくもたまにからかいたくなるし。

「それでね、わたしがいじめられてると、お兄ちゃんがいつも助けてくれたの。普段は頼りない感じなんだけど、そういうときだけはすごく頼もしくて……」

「ふぅん。きみにとってお兄さんは、まさしくヒーローだったわけか」

　ぼくがそう言うと、響子は目を輝かせながら、眩まぶしいばかりの笑顔を振りまく。

「そうそう、本当にそんな感じだったの。でもお兄ちゃんて、自分でそう言っちゃうのよ。おれがお前のヒーローだって。それがいつも恥ずかしかったけど……でも嬉しくて……」

　なかなか微笑ほほえましい話である。響子がヒーローものに憧あこがれた理由や、兄の礼れい二じが中二病をこじらせた理由もなんとなく分かった。

　二人は本当に仲が良かったのだろう。

　実の兄妹きようだいのように──いや、もしかするとそれ以上に。

　だからこそ今、響子は必死に兄の行方を追っているのだ。

「お兄ちゃんは泣いているわたしを、いつも見つけて助けてくれた。本当のヒーローみたいに。だからね……今度はわたしが、お兄ちゃんを見つけるの」

「そうだね。頑張って見つけよう。きみの大好きなお兄さんを」

　ぼくの言葉を聞いて、一瞬だけ、響子の表情が変わった。

　ちょっとだけ戸惑ったような──そんなふうに。

　それに少し違和感を覚える。ぼくは何か、おかしなことを言っただろうか？

「う、うん……そうだね」

　やや間を置いて、響子は小さくそう呟つぶやいた。

　その瞳ひとみの奥に宿る熱に気づいて、ぼくはそれきり何も言えなくなった。







　それからさらにまた数日が経たった。

　響きよう子こはその日、プールの授業を楽しみにしていた。プールは事件の影響で何度か延期になったものの、今日は久々に実施されることになったのだ。

　今の響子はプール授業を受けている間くらいならば、ぼくを脱いでいても平気だ。

　それでも念のため、響子のスクール水着にパンテイムをしておいた。パンツでないだけに伝達能力は劣るものの、一応、スクール水着でもパンテイムは可能なのである。

「あら、姫ひめ川かわさん。今日はプールの授業を受けられるのね。そうそう、この前は大変だったわよねぇ。姫川さんはあのとき見学で運が良かったのかしらねぇ。あの事件にはほんと、びっくりしちゃったわー」

「わたしはまだ良かったですけど、それにしてもやっぱり許せないですよねっ！」

「そうねぇ。あれってまだ犯人が捕まってないらしいのぉ。怖いわよねぇ。更衣室に前より頑丈な鍵かぎをつけたから、うちはもう大丈夫だとは思うけど……」

　犯人が宇宙人なら、頑丈な鍵をかけたところであまり効果はない。とはいえ部外者の犯行ならば、そもそも、同じ学校に二度も侵入するなんて間抜けなことはしないはずだ。

「でもほら、アレよ、アレ。ほらほら、アレみたいなやつ。べっとりついてたじゃなぁい？」

「……」

　桃もも山やま先生が例の粘液についてアレアレと連呼したので、響子は閉口していた。

「アレってなんだったのかしら。警察の人もよく分からないって言うし、不思議よねぇ」

　アレについて話すときの桃山先生の表情はどこか嬉うれしそうだ。

「不思議といえば姫川さんも不思議よねぇ。先生ね、姫川さんの事故のことをこの前、少し耳に挟んだのよ」

「──ふえぇっ？」

　いきなり自分の事故について話が振られたので、響子は変な声を出した。

「あのとき、事故を見てた人がいてね、道路も姫川さんも血だらけだったから、あれはもう助からんなぁなんて思ったらしいわよ？　でもほら、姫川さんはピンピンしてて無傷だったらしいじゃない？　先生としてはもちろんその方が嬉しいし、無傷で良いんだけど……。でもなんだか不思議よねぇって、少し気になってたのよぉ。ああ、でも、気になるからって、こんなこと本人に聞いちゃうのもマズいかしらねぇ」

「あーあーあーっ！　あれはですねっ！」

　響子はパニックに陥っていた。いきなり触れられたくない自分の話題になったのだから無理もない。ぼくとしても、あの事故について隠いん蔽ぺいしきれていなかった事実が発覚して、響子と同じようにパニックに陥っていた。

『どうしよどうしよどうしよ……ストライプっ！』

『響きよう子こ！　なんとかしてうまくごまかすんだ！』

『ええええっ！　もうっ！　ストライプの役立たず！』

「……あのとき、買い物帰りデシテネー。ちょうど、トマトジュースを買い物袋に入れていたんデスヨー。一リットルのやつデスヨ？　それが車にぶつかったときにぶちまけられたんだと思うヨー。アハハハハハハハハッ！」

　かなり苦しい言い訳だった。

　それでも頭の回転がよくなさそうな桃もも山やま先生は納得したらしく、うんうんとうなずく。

「なんだ、そうだったのぉ。聞いてみると、なんてことない話ねー。この前の事件のアレも、本当のことが分かっちゃえば、なんてことなかったりするのかしらね」

「そうですよ、そうに決まってますよー」

「てっきり私、姫ひめ川かわさんってすごく身体からだが丈夫なのかなって思っちゃったわよー」

「あははは……」

　ぼくは内心どきどきしていたが、先生はそこで話を切り上げると、職員室のほうへスタスタと歩いていった。

『……きみはごまかすのがヘタだね』

『うるさいっ！　役立たずに言われたくないわよ、ばかっ！』

　ぼくは響子にまた怒られてしまった。

　しかし、さっきの桃山先生の言葉には本当にビックリした。

　ぼくの存在に気づいたわけではなさそうだけれど……。







　響子がプールの授業を受けている間、ぼくは更衣室のロッカーの中で待機していた。

　今日は気温が高い。この蒸し暑さの中での水の冷たさは、極上だろう。響子も久々にプールで泳げてはしゃいでいるのか、時折、ぼくに向けて念話で語りかけてくる。

『やっほーっ！　水が冷たくてすごくきもちいいよおおっ！　ストライプはロッカーの中で暑くない？　大丈夫？』

『ぼくはホットプレートで焼かれても平気なくらい、耐熱性に優れたパンツだぜ？』

『あははは。それじゃいーや。またね！』

　響子はかなりご機嫌で、うわべだけでなく、本当にプールを楽しんでいるようだった。

　……先日の外出と今日のプールとで、少しは気分転換ができただろうか。

　そんなふうにぼんやりと考えていると、何やら物音が聞こえてくる。

　響子たちが授業を終えて更衣室に戻ってくるにはまだ早い。

　それに物音はドアではなく、部屋の外側──窓のほうから聞こえてきていた。

　まさか、パンツ事件の犯人がまた来たのか……？

　しかし、同じ場所に二度も……？

　ぼくはロッカーのドアをわずかに開け、隙すき間まから更衣室の様子をうかがう。

　今、この場所には、ぼくしかいない。

　つまり、少女たちのパンツを守ることができるのは、ぼくだけだ。

　窓のほうから、何かがぶつかる音が聞こえた。

　ぼくはロッカーからするりと抜け出して、床の上へと舞い降りる──うっかりさんが落としたしまパンという設定で、侵入者を待ち伏せるのだ。

　しばらくすると物音がしなくなった。犯人が侵入を諦あきらめたのかと考えたが、そうではなかった。そのあとすぐ、窓の外から更衣室の中へと、何かが流れこんできたのだ。

　──それは《白くベタつくなにか》だった。

　白いゲル状の物質が、ズルズルと窓の隙間から更衣室へと流れ込む。その動きには意志のようなものが感じられた。

　……間違いない。前の事件はやはり、このゲル状の宇宙人の犯行だったのだ。

　ゲル状物質の全すべてが更衣室の中へと侵入すると、やがて一つの大きな塊になる。

　その姿はまるでナメクジのようだった。

　ナメクジ宇宙人がゆったりと窓際のロッカーを開けようとした隙すきをつき──ぼくは《伸縮チヤージ》して宙に舞い上がる。

　この悪党め、成敗してくれるわ！

「プッシャアアアアアア！」

　不意打ちしようとした瞬間、ナメクジ宇宙人もこちらに気づいた。

　敵はとっさに振り向いて何かを射出した。

「えっ？　飛び道具……？」

　不意打ちを決めようとしていたぼくは逆に意表を突かれ、ナメクジ宇宙人が射出したそれを避よけ切れなかった。

　視界は敵が射出した『なにか』で白く染まり、やがて意識は遠のいていく。

　ぼんやりとしていく意識の中で、ナメクジ宇宙人もぼくの不意打ちに驚き、逃げ出していくのを感じた。

　……良かった。カラフルでキュートなパンツたちを、ぼくは守ることができたのだ。




　　　　▽




　暗くら闇やみの中で、誰だれかの声が聞こえてくる。

　また、いつもの夢だ。

　やはりこれは……ぼくの失われた記憶なのだろうか。

　そう思い、どことも知れぬ場所から、その会話に意識を傾けようとする。

「本当にいいのか？　この道は一度足を踏み入れれば、引き返すことなんてできないぞ」

　今までの夢には出てこなかった、見覚えのない誰だれか。

　その姿を確認しようとも、景色はぼやけていて、よく見えない。

「それは覚悟の上です。ストライプとも話し合って決めました」

「相棒は覚悟を決めてるんだ。止めたって無駄さ」

「まさか、お前が話したのか……？」

　そこで今まで話をしていた声とは別の誰かが、口を挟む。

　彼らは口論しているようだ。

　たぶん──かつてのぼくと、その《所有者オーナー》と。

「あぁ、そうだ。ちゃんと話しておいた方がいいと思ったからな。お前は反対みてぇだが」

「当たり前だ！　カレは一般人なんだぞ！」

「いいや、もうコイツらは当事者さ。例の女がそうなっていれば、もう少し話は簡単だったかもしれねぇがな」

　どうやら、見覚えのない彼らもまた、パンツ生命体とその《所有者》のようだ。

「お願いします。俺おれはあいつを守りたいんです。そのために力を貸してください」

「いや、しかし……」

「もう、今さらどうしようもねぇだろ。だったらコイツらを強いパンティストに育ててやったほうが安全じゃねぇか。自分の身の回りのことは、自分で守れってな」

「それに、あなたたちの手が足りてないのは事実でしょう？」

「たしかに、キミたちがパンティストとして優秀なのは間違いないが……」

「じゃ、決まりだな。オレはお前たちに期待しているぜ？」

「任せてください。俺とストライプのコンビなら、きっとお役に立てるはずです」

　ストライプ………。

　やはりこれは……ぼくの……。




　　　　▽




『──ストライプッ！　ストライプッ！』

　意識を取り戻すと、ぼくは濡ぬれていた。響きよう子こが必死に念話で語りかけていた。

『う……響子？』

『あぁ……目を覚ましたのねっ！　わたし、ストライプが死んじゃったのかと思って……』

　響子は泣いていた。ぼくを心配して泣いているのだ。

　しまパンを握りしめながら泣く彼女を見て、心がじんわりと熱くなるのを感じた。

『そんな簡単に死ぬわけないだろ。──ええと』

　ぼくはようやく、自分がどうして意識を失ったのかを思い出した。

　そうだ──ナメクジ宇宙人の攻撃にやられたのだ。

　……まさか遠隔攻撃を使ってくるとは。《所有者オーナー》に穿はかれていない状態だったとはいえ、なんたる不覚。不意打ちまでしたのに。

『ああ、ちくしょう……。犯人を捕まえられなかった。油断していた。完全無欠だなんて息巻いていたのに……このざまか。響きよう子こ、ごめん。ぼくは犯人を捕まえられなかった……』

『いいわよ、そんなの……。もうっ！　心配したんだからね！』

『響子……』

　響子はそう言って、泣き顔のまま笑う。こんなに優しい女の子は、世界中を探しても、そういないだろう──パンツのために泣いてくれる女の子なんて。

　そこでやっと、今いる場所が女子トイレだと気づく。響子はぼくを洗っていた。蛇口から流れている水によって、《繊維体フアイバーボデイ》はしっとりと濡ぬらされていた。

　事件の犯人の遠隔攻撃──《白くベタつくなにか》の射出によって、ぼくの身体からだにはアレがべっとりこびりついていた。その事実には、さすがのぼくも戦せん慄りつしてしまう。

　響子は泣き顔のまま、ぼく──しまパンにべっとりとついた粘液を洗い流そうと、しきりに布地をこすっていた。遠巻きに、他ほかの女子たちがヒソヒソと小声で何事かささやきあっている。その視線は響子に注がれていた。

『そうか……きみが今日の事件の……唯一の被害者ってことになるわけか……』

『気にしないで。そんなことより、あなたが無事でよかったわよ』

　響子は今日の事件でただ一人、パンツにアレをぶっかけられた女子生徒なのだ。前回とは異なり、今回は響子だけが注目を浴びたことになる。それは女の子にとって、耐えがたい苦痛になっているはずだった。

　──あんなばっちいの捨てちゃえばいいのに。

　──ほら、あの娘こ、ちっちゃいから。だから変態に狙ねらわれちゃったのよ。

　そんな外野の言葉に強い怒りを感じた。

　しかし響子がそんなふうに言われてしまったのは、ふがいないぼくの責任だった。

『響子。この事件の犯人を捕まえよう……』

『うんっ！　絶対に許さないんだからっ！』

　ぼくを気遣ってか、響子は不自然に元気よくそう答えた。

　教室に戻ると、幸いにも同じクラスの女子たちは響子に同情してくれた。彼女たちは過去に自分が同じ目にあっただけに、他ひ人と事ごとではなかったようだ。

　響子を心配して声をかける男子生徒もいた。例のイケメン野郎、竜りゆう同どう院いんくんだ。

「姫ひめ川かわさん、大丈夫？」

「あ、うん、平気だよ。別にこれくらい、なんてことないよ」

　竜りゆう同どう院いんくんは右手に包帯を巻いていた。それになんだか少しフラフラしている。

　どういうわけか、彼のほうがよっぽど大丈夫ではないように見えた。響きよう子こもそれが気になったのか、「竜同院くんもその手、大丈夫？」と、心配そうに声をかける。

「あ、ああ。こ、これね……。体育のとき痛めちゃって！　保健室に行って手当てをね」

「そうなの……？　お大事にね。竜同院くんも今日は大変だったんだね！」

「そそ、そうだね。でも、姫川さんほどじゃない──ああ、ごめん。こんなこと言うのもアレだよね」

　竜同院くんの反応に、ぼくは違和感を覚えた。彼はどう見ても挙動不審だ。

『こいつ……なんか様子がおかしくないか？』

『そう？　わたしを心配して声をかけてくれたんだよ？　竜同院くんってやっぱりイケメンだし優しいなー』

　……さいですか。

『あと、体育のとき保健室に行ったなら、今日は彼にだけアリバイがないんじゃないか？』

　ぼくが懲りずに続けてそんな疑惑を念話すると、響子はものすごく怒った。

　イケメンがパンツを盗むわけがないですか。そうですか。







　その日の午後のホームルームで、桃もも山やま先生が防犯対策について長々と話をした。

　さすがに校内で二度も更衣室への侵入事件が起きたとあって、教師たちは相当ピリピリしていた。警察にも再度、通報したらしい。凶悪事件ではないとはいえ、二度も被害にあったことで、教師たちは警察に対しても苛いら立だっているように見えた。

　とはいえ、警察に落ち度はない。事件の犯人はナメクジ宇宙人なのだ。それは警察の手に負えるような代物ではない。

　例の組織もいまだ姿を見せる気配はない。しょせん、ただのパンツ窃盗事件にすぎないからだろうか。いくら白いゲル状物質の謎なぞがあるとはいえ、全国的なニュースになるほどではなかった。……あるいは、情報規制でも敷かれているのかもしれない。

　響子の股こ間かんで桃山先生の話を聞きながら、一連の情報を整理していると、やがてホームルームは終わり、放課後となった。今日は事件のこともあってか、部活動は全すべて中止となり、生徒たちはみな、すみやかに下校した。

「姫川さんも災難だったわねぇ。もう、平気？」

　今日のことを気遣ってか、教室を出ようとした響子に、桃山先生が優しく話しかけてきた。響子はそれに明るい声を返し、元気よくガッツポーズを決めてみせる。

「あ、はい。だいじょぶですよー！　先生、そんなに心配しないでください、これくらいへっちゃらです！」

「そう、頼もしいわねぇ。さすがはあの姫ひめ川かわくんの妹さんね」

　桃もも山やま先生がそう言ったので、響きよう子こは少し驚いたようだ。

「……え？　それって、ど、どういう……？」

「先生ね、前に一度、あなたのお兄さんのクラスを受け持ったことがあるのよぉ。あのときはほんとに大変だったんだからぁ。……あれ？　お兄さんから聞いてなぁい？」

「ぜんぜんきいてません……」

「もうねぇ、先生に怒られると興奮するんですよー！　なんて言いながらねぇ、そりゃもう、いろんな悪さをねぇ……。私が担任だったのは、姫川くんが一年生のころだったかしらねぇ。結構、無む茶ちやなこともしてたけど……不思議と女の子たちには嫌われなくて……それどころか人気まであってねぇ」

「お兄ちゃんがそんなことを……」

　響子の兄は相当な問題児だったようだ。その事実を知り、響子は意外そうな顔をした。

「先生もだいぶ手を焼いたのだけど、それでもなんだか憎めなくてねぇ。まったく……。それで姫川くんはまだ、帰ってきていないのかしら？」

「ええ、まぁ……そうなんです」

「あら……ごめんなさい……。私ってばまた、無神経だったかしら……」

「いえ……今はお兄ちゃんが帰ってこなくて寂しいですけど……。でも、ひさしぶりに、わたしの知らないお兄ちゃんのこと、先生から聞けてうれしかったです」

「──ああんっ！　もうっ！」

　桃山先生が唐突に奇声をあげ、響子を思いきり抱きしめた。

　二人の間にはかなり身長差があり、先生が抱きしめるとちょうど、響子の顔は彼女の胸の谷間に埋まる。正直、ぼくは響子がうらやましかった。

「むぐう……せんせいくるしいですぅ」

「本当に姫川さんて、可愛かわいいわぁ。教え子じゃなかったら……そうねぇ、姫川くんもなんていうか可愛かったのよねぇ……。何度食べちゃおうと思ったことか……。我慢するの大変だったのよぉ！」

「うぐごぐ……せんせいさりげなくぶっそうなこといわないで…むぐう」

　恐ろしいことに、桃山先生は見た目通りの淫いん乱らん教師だった。

　こんなのが教師やってて、この学校は大丈夫なのだろうか……。

　なんて考えていたら、響子が先生の胸の谷間で窒息していた。

「ああ、あらら……つい血わき肉おどっちゃったわ。ごめんねぇ、響子ちゃん。大丈夫？」

「だいじょぶじゃないです！　あと、お兄ちゃんは食べさせません！」

「響きよう子こちゃんはお兄ちゃん子なのねぇ。そういうところもポイント高いわぁ。姉妹丼……じゃない、兄妹きようだい丼ってのもいいわよねぇ！」

「せんせいのいってることがじゅぎょういじょうにわかりません……」

　桃もも山やま先生はさりげなく、姫ひめ川かわさんではなく響子ちゃんと呼び方を変えている。だが、当の本人はそれに気づいていない。このエロ教師……響子の貞操を狙ねらっているのか？

『まあ、ぼくとしては、女同士ってのも悪くないと思うよ。あの竜りゆう同どう院いんみたいなイケメン野郎に取られるなんてのは我慢ならないけどね』

『バカ、変な想像しないで！　あと、パンツにそんなこと言われる筋合いないわよ！』

　響子はそう言うけど、その股こ間かんをぼくが包んでいる以上、主導権はこちらにある。

　きみの貞操はぼくが守ってあげるから……安心してね。

「まぁね、姫川くんのことだから、そんなに心配はいらないと思うわよ？　だからほら元気だして、ね？　彼もそのうちひょっこりと帰って来るわよぉ。こんな言い方、無責任かもしれないけど……」

「いえ、わたしも……そう思います」

「なんだか長話しちゃったわね。今日のことでこれからまた忙しいっていうのにダメねぇ……。また他ほかの先生に怒られちゃう……」

「あははは。頑張ってください」

　二人は和気あいあいとしていた。響子も心なしか元気になったようだ。

　ぼくにはこんな風に、響子の不安を取り除いたり、元気づけたりはできない。

　これが桃山先生の、教師としての器なのだろうか。

　そんなふうに考えていると──突然、桃山先生に異変が生じた。

　話を終えて職員室に向かおうと背を向けたとき、まるで時間が止まったかのように、彼女は歩き出す姿勢のまま硬直したのだ。

「……先生？」

　響子も異変に気づき、不安げに桃山先生に声をかける。

　その声によって硬直から覚めた彼女は、やはりどこかおかしかった。

「あ……あ、あらやだ。今、用事を忘れていたのを思い出したの。先生ちょっと行かなきゃいけないところがあるから……響子ちゃん、悪いけど、プリントを職員室まで運んでおいてくれない？」

「え？　あ、はい……。あの、先生──大丈夫ですか？」

　様子のおかしい桃山先生を心配してか、響子が再び声をかける。しかしそのときにはもう、彼女はその場から走り出していた。

　……教師が廊下を走るなんて、それこそ他の教師に見つかったら咎とがめられそうだが、大丈夫なのだろうか。それとも、それほど緊急の用事なのか。

　どちらにせよ、桃もも山やま先生の急激な変化には、戸惑うほかなかった。

『先生、どうしたんだろ……』

『あの不自然な慌てかた……もしかすると、プライベートな用事かもね。ほら、彼氏とか』

『あー……そうかもね。先生なら彼氏くらい、いそうだもんね』

『案外、きみのお兄さんだったりしてな』

『……』

　その冗談は通じなかったのか、ぼくは久しぶりに洗濯バサミで挟まれることになった。







　響きよう子こは言われた通り、プリントを職員室まで運んだ。それを桃山先生の机に置くと、すぐに廊下へ出る。放課後の学校は部活動が中止になったために人ひと気けがなく、静かだった。

　ぼくは響子と念話で話し合い、少しだけ校内を見回ってから帰宅することにした。

　そして校舎裏へ繋つながる渡り廊下に差し掛かったとき──ぼくたちは不審者を発見した。

　そいつはどう見てもこの学校の生徒ではなく、そして教師でもなかった。

　目ま深ぶかにフードをかぶっており、それは《パンツ消失事件》のあとに寄せられた証言の不審者の外見と一致していた。

　不審者を見つけた響子は、少し距離をおいた位置で歩みを止めた。

　ちょうどそのとき、相手も響子に気づいたようだ。顔をこちらに向けた。

　そこで不審者の動きが一瞬止まる。

　直後──何か黒いものが彼を襲った。

　……なんだなんだ？　今、何が起こった？

　カラスか？

　カラスに襲撃されるパンツ窃盗犯……？

　それはどこかシュールだ。

　響子は不審者を見据えると、スカートの中に手をつっこみ、パンツの両端を引っ張った。その動作によってぼくを《伸縮チヤージ》させると、そのまま勢いよく手を離した。

　パチンと小気味良い音を鳴らし──響子は地面を蹴けった。

　ジェット噴射のような加速と、それによる負荷が彼女の身体からだにのしかかる。

　響子は一瞬で、不審者の目の前まで距離を詰めていた。

　何な故ぜかそこにカラスのようなものの姿はなく、不審者だけが地面に片かた膝ひざをついていた。

　彼は響子の姿を見上げていた。

　フードから覗のぞく瞳ひとみは青みがかっていて、稲穂のような金色の髪がわずかに見えた。

　……外国人？

　コイツはあのナメクジ宇宙人のはずだ。ということは、なんらかの能力で西洋人に擬態しているのだろうか？

　いや、それならこんな派手な外見ではなく、もっと周囲に馴な染じむ、日本人の姿に擬態するはずだ。おかしい……。この違和感はなんだ……。

「見つけたわよ！　パンツ窃盗犯！　観念しなさい！」

「ホーリーシットッ！　きみはウィドウの仲間かっ！」

「はぁ？　この変質者、何言ってるの？　わけわかんない！」

「ワタシは変質者などではないっ！」

　変質者ではないと言い張るフード男は、黒いレースのパンツを片手に握りしめながらそう言い放った。これではまるで説得力がない。その上、全体的に行動や言動がおかしい。

「あなたが事件の犯人なのは分かってるのよ！　この変態宇宙人！　たっぷりとこらしめてやるから、覚悟しなさい！」

　響きよう子こはまるで正義の味方のように、フード男をビシッと指差す。しかしパンツに股こ間かんを寄生された女の子では、正義の味方の設定として、無理があるような気もする。

「なっ、違う！　ワタシは断じて……」

　フード男はまだ何か言おうとしていた。しかし響子は有無を言わさず、右足にありったけのエネルギーを込め、その横っ面にまわし蹴げりを放った。

　数日にわたって熱心に特訓を続けた成果か、その一連の動作はいまだ無駄が多いものの、それなりに様になっていた。

　問題があるとすれば──手加減ができていないことか。

　首を捻ひねり切らんとするような勢いで放った響子のまわし蹴りは、フード男の身体からだを回転させつつ、はるか上空まで吹っ飛ばした。

　地球人ならば、この時点で間違いなく絶命する。

　宇宙人でもこれだけの攻撃を受けて生きていられるかどうかは、かなり怪あやしい。

　フード男がパンツ事件の犯人である可能性は高い。しかしだからといって、確証を得ずに、いきなりまわし蹴りをキメて殺していいわけがない。

　相手を殺さないように手加減をしろと、特訓のときにあれほど言っておいたのに……。

　フード男が衝撃に強い耐性を持つ宇宙人ならば、即死は免れた可能性がある──そんなぼくの期待を裏切るように、響子の攻撃によって舞い上がったフード男は、そのまま校舎裏の隅に設置されていた変電施設に突っ込んだ。

　彼の身体に高圧電流が流れ、火花が散った。

　うむ。これなら間違いなく死ぬな。

「──アババッバババッ！」

「あっ……ああああっ！　やばっ──！」

　響子もやりすぎたと気づいたのか、慌てたように声をあげた。













　しかし時すでに遅し、どう見てもご臨終である。

　フード男が事件の犯人だったとしても、さすがに殺してしまったらアウトだ。

『響きよう子こ……。あれほど相手に手加減をしろって言っておいたのに……。あれじゃもう無理だ……。やっちまったな……ドンマイ』

『えええええ！　嘘うそっ！　そんなああ……。わたし、あのひと殺しちゃったの？　そこまでする気はなかったのよおぉっ！』

『まあ落ちつけよ、響子。未成年だし一生塀の中ってことはない。ぼくの責任でもあるし、一緒にクサイ飯食いながら頑張ろう。ま、ぼくはパンツだから食事はしないけどね……』

『えーと……宇宙人だから大丈夫とかないの？』

『いきなり蹴けりキメて殺したら問答無用でアウトだよっ！　殺人罪で例の組織に連行されるね。宇宙人をなんだと思っているんだ。きみと同じ知的生命体なんだぞ！』

『そんなあああっ……』

　響子はパニックを起こし始めていた。

　正義の味方から一転、凶悪殺人犯になったのだ。無理もない。

　しかし意外なことに──フード男は生きていた。

「アバッバババッババッ……フゥンッ！」

「えっ──？」

　フード男は一声発して気合を入れると、変電施設の高圧電流から脱出した。

　かなり消耗していたものの、まだ立っている元気はあるようだ。彼は肩で息をしながら、少し距離をおいた場所で、しっかりと響きよう子こを見据えている。

　それを見て、ぼくは戦せん慄りつした。

　響子のまわし蹴げりと高圧電流を受けても生きているだって……？

　そんなバカげた生命力を持つ宇宙人なんて存在するはずが──いや、いる！

　そう、それはぼくと同じ──。

「あぁ、生きてたのねっ！　よかったぁ。わたし、殺しちゃったかと思ったよー……」

　響子は涙目になりながら、自分が殺し損ねたフード男の無事に安あん堵どしていた。

　するとフード男はぼくたちに向かって、驚くべき言葉を吐いた。

「キミはパンティストなのか……？」

「ふええっ？」

　響子はその言葉の意味をすぐに理解できなかったようだ。

　一方のぼくは、それでフード男の正体に確信を持つことができた。

「響子っ！　コイツもパンティストだっ！　気をつけろ！」

「えええええ？」

　ぼくはあえてフード男にも聞こえるように、念話ではなく声に出して叫んだ。

　するとそれに呼応するように、姿の見えないもう一人の誰だれかが言った。

「そうか……やっぱりコイツ、姫川礼二の妹だ！　おい、チェッカー、かなりややこしいことになってるみたいだぜ！」

「ああ。どうやら、そのようだな……」

　フード男がパンティストだったことに、ぼくは少なからず驚いていた。

　だが──それ以上に、彼らの会話の中で『姫ひめ川かわ礼れい二じ』の名が出たことに驚く。

　何な故ぜだ……何故……こいつらは響子の兄の名前を……？

「ちょっ……なんでお兄ちゃんのこと、知ってるのっ……？」

　響子は突然の事態についていけず、パニックに陥っていた。

　この様子では使いものにならない。ぼくは彼女に代わり、フード男たちを問いただした。

「お前たちは何者だっ！　響子の兄を知っているのかっ！」

「……いずれまた、会うこともあるだろう」

　フード男はぼくの問いかけには答えず、そう言い放った。そして響子がオロオロしている隙すきをつき、ジェット機のような速さでその場から走り去ってしまう。

　響子が慌ててあとを追いかけようとしたときには、彼らの姿はもう見えなくなっていた。







　変電施設にフード男を吹っ飛ばしたときの轟ごう音おんを聞きつけたのか──教師たちが校舎裏に集まろうとしていた。彼らの足音から事前にそれを察知したぼくたちは、見つからぬようにこっそりと学校から抜け出した。

　響きよう子こは今、夕暮れに染まった道を歩いている。さきほどの出来事がまるで嘘うそのように、黄昏たそがれ時どきの道路は静かで、遠くでカラスの鳴く声だけが聞こえていた。

　ふと、響子がぼくに向けて、念話で語りかけてきた。

『ねぇ……ストライプ』

『なんだい？』

『あの変質者、なんでお兄ちゃんのこと知ってたのかな？　それにパンティストって……』

『それは……ぼくにも分からない。あまりにも情報が少なすぎる……。ただ、あのフード男を、パンツ事件と結びつけるべきではないかもしれない』

『え？　なんで？　フード男が変態ナメクジパンティスト宇宙人じゃないの？』

　なんだそのややこしい存在は。

『フード男は間違いなく学校関係者ではない。外部の人間だ。おまけに最初に起きた《パンツ消失事件》の前後から目撃されるようになった。状況的に考えれば、フード男が一連の事件の犯人だと考えるのが妥当かもしれない。でも……ぼくを襲ったパンツ事件の実行犯と彼は、同一人物ではないはずだ』

『……えっ？　なんでそう思うの？』

『きみの蹴けりだよ。あれだけの衝撃を受けて、おまけにトドメに高圧電流まで食らっておきながら、正体を晒さらさないなんてことはない。フード男はきみの攻撃を受けてかなり消耗していただろ？　どんなに優秀な擬態能力を持つ宇宙人でもね、さすがに死にそうな目にあえば、擬態が解けて元の姿に戻っちゃうものなんだ』

『そういえば、あいつの顔を蹴ったとき、骨があるっていうか、鈍い感じがしたかなあ？』

　……さらっと怖いことを言うんじゃない！

『それにパンツ生命体は、ナメクジみたいな不定形の生きものに寄生したりはしない。あのナメクジが人型に擬態できるとしてもね。だってほら、ナメクジがパンツを穿はく必要はないだろ？　ぼくたちは、パンツを必要としない生きものに魅力を感じない』

『それってつまり、寄生するにも相性があるってこと？』

『うん、そうだね。ちなみにぼくたちが一番好きなのは、響子みたいな可愛かわいい人型の女の子さ。やっぱり女の子の股こ間かんに寄生するのは最高だよね』

『……そんな生きもの、滅びちゃえばいいのに』

　響子め、命の恩人に向かってひどい言い草だな。

『フード男の言動や生命力の強さから考えると、彼らがパンティストなのは間違いない。それはともかく、彼らが校内に侵入した不審者だからといって、それがパンツ事件の犯人であるという確たる証拠にはならない。どういうわけか、その手に黒いパンツを握りしめていたけどね』

『……それって確たる証拠になってない？』

『まぁ、たしかにそうかもしれないけど……。でも、ぼくを襲ったのはナメクジ宇宙人だったんだ。そいつが事件の犯人なのは、例の粘液のことからしても間違いないし』

『あーっもう！　わけわかんない！　なんであいつら、お兄ちゃんのこと知ってたのよ！』

　響きよう子こが一番気になっているのは、やはり、それだろう。

　しかし、それはぼくにも分からない。

　ぼく自身、色々な謎なぞがごっちゃになって、考えがこんがらがってしまっている。

『一度、これまでの情報を整理しよう。確かなことだけをまとめるよ？』

『うん』

『パンツ事件の犯人はナメクジ宇宙人。ナメクジ宇宙人は密室でも、窓の隙すき間まから更衣室に侵入できる。最初の事件で、どうやって大量のパンツを更衣室から持ち去ったのかは不明。それからフード男はパンティストで、ナメクジ宇宙人とは別人。これについての根拠はさっき説明したね。そしてフード男は──きみのお兄さんと、きみのことを知っていた』

『……』

　響子は何も言わなかった。ぼくは話を先に進める。

『ナメクジ宇宙人とフード男の因果関係については、一連の事件を複数犯による犯行と仮定することもできる。そして今、もっとも重要なのは──フード男がどうしてきみのお兄さんを知っていたかについてだ。だけど今のところ、その理由は見当もつかない。あまりにも情報が少ないからね。てっとり早いのは、もう一度あいつに会って詳しい話を聞くことかな。ぼくは反対だけど』

『反対って……なんでよ！　せっかくお兄ちゃんの手がかりが見つかったのにっ！』

『そうかもしれないけどさ、相手は変態犯罪者かもしれないんだぞ。ナメクジのほうはともかく、フード男はぼくたちと同じパンティストだ。前に言ったろ？　パンティストだけがパンティストを殺すことができる。だから──あいつに近寄るのは危険だ』

　響子はまた黙ってしまう。一応、ぼくが本気で心配しているのは理解しているようだ。

　だが……ややあってから、彼女はこんな提案をした。

『危険なのは相手のほうも同じでしょ？　だったら今日みたいに、わたしたちが先にあいつを倒して、力ずくでお兄ちゃんのことを聞けばいいんじゃない？』

　ぼくは響子の発言に唖あ然ぜんとした。このあどけない容姿のどこから、そんな物騒な考えが出てくるのか。お前の前世はアマゾネスか。

『それこそ危険じゃないか！　だいたいね、きみがやったのは完全な不意打ちだったし、あいつらはもう、ぼくたちが同族だって知っている。今度は向こうも警戒してくるだろうし、今日みたいにうまく攻撃が決まるわけない。それにね、フード男はきみと本気で戦おうとはしていなかったよ？　きみは今日、あの男に何かされたかい？』

『う……ううん、何もされてない』

『とりあえずね、何の確証もなく、いきなり攻撃をしかけるのはよくないって。それはきみにだって理解できるだろ？　今日の相手はパンティストだったから、きみの手加減一切なしの必殺まわし蹴げりに耐えることができた。だけど、あれがもしナメクジ宇宙人や、極めてノーマルな地球人の不審者だったら？　きみは殺人者になっていた──それも、ぼくが与えた力のせいで』

　そうやってまくしたてると、響きよう子こは珍しくしゅんとして顔をうつむかせた。その悲しげな姿には少し心が痛むが……さすがに今回ばかりは、反省してもらわなければ困る。

　ぼくの真剣な言葉が伝わったのか、彼女は素直に謝った。

『……ごめん』

『分かってもらえればそれでいいよ。それじゃ話を戻すけど……フード男に関しては、今のところ敵かどうかも分からない。だからといって同じパンティストだから味方、という保証もない。それについては前にも言ったね？』

『うん』

『相手がパンティストだとするなら、ぼくにはきみを守りきれる自信がない。まだ特訓をはじめたばかりだし、きみの能力は未熟だ。あいつらがどれほどの手て練だれかは分からないけど、少なくともぼくたちより経験が下ってことはないだろう』

『それじゃ、いっぱい特訓して強くなろうよ！』

　……響子はどうしてこうも好戦的なのか。突然に大きな力を手に入れたせいで浮かれているのかもしれない。だとしたら、それはぼくの責任だ。

『あのね、特訓すれば勝てる！　なんて、マンガみたいにうまくはいかないんだよ。相手があのナメクジとグルだったり、あるいはフード男に他ほかのパンティストの仲間がいたとしたら？　そしたら、ぼくたちには絶対に勝ち目がない。想像してごらんよ。あのジェット噴射蹴りができるようなやつが、複数人できみを襲ってきたら──』

『……無理ゲーだわ』

　無理ゲーってどういう意味だ？　まぁいいか。なんとなく言いたいことは分かるし。

『だから、ひとまずは相手と戦うって考えを捨ててほしい。フード男には近寄らないようにする。それから彼らと共謀している可能性も考慮して、ナメクジ宇宙人を捕まえることも諦あきらめよう。それでもし、フード男に襲われたとしたら、そのときは迷わず逃げるように』

　響子の身の安全を守るために、ぼくは必死に説得した。

　フード男はパンティストで、しかも響子の身元を特定していた。

　おまけに、ただでさえ危険なその男に、響子は出会い頭にまわし蹴りを放って殺しかけている。仮に相手が温厚な人物だったとしても……あれだけやらかしたら、復ふく讐しゆうしにきても文句は言えまい。

『本音を言えばね、ぼくとしてはきみに町を捨ててもらって、どこかに逃げてほしいくらいなんだ。お兄さんのことも、ぼくの記憶の手がかりも、全部捨ててね。それだけの危険が今、きみの周りにはある。でも、そう言ってもきみは納得しないだろ？』

『うん……やだよ。ここから逃げるなんて、やだ。あいつらが危ないからって逃げるのもやだ。お兄ちゃんのことも、ストライプの記憶のことも──諦あきらめるなんて、やだよ。あの事件の犯人を捕まえることだって、わたしは諦めたりしないからねっ！』

　ぼくの必死の説得は何の効果もなかったのか、響きよう子こはそうやってまくし立てた。

　まったく、一番危ないのは、きみ自身だと言うのに……。

『きみはわがままだな。そんなだと、これから先、苦労するぞ？』

『お兄ちゃんみたいに言わないでよ……』

　そう言って響子は不満げに頬ほおを膨らませる。

　ああ、やっぱり、きみのお兄さんも苦労していたんだなあ……。

『しょうがない、なんとかするよ。きみの願いは全部、ぼくが叶かなえてみせる。それに最悪の状況になっても──きみだけは絶対、ぼくが守るから』

『だめ』

　おいおい。ここまで要求を呑のんだというのに、まだ不満があるというのか。

『二人一緒に、なんとかするの。あの事件も、フード男も、お兄ちゃんのことも、あなたのことも、全部。だから最悪の状況なんてのも、わたしだけなんてのもなし。わたしもあなたも、ずっと一緒』

『ええ……それって、ぼくだけ大変な思いをする気が……』

『うん、よろしくね』

　その無邪気なごり押しによって、ぼくの要求は一切、通らなくなった。

　──わたしもあなたも、ずっと一緒。

　響子はぼくにそう言った。

　それは最悪の状況になっても、響子の身だけでなく、自分の身も守れということだ。

　しかし矛盾しているようだが、ぼくはその言葉を聞いて、もし最悪の状況になったら、この身を捨ててでも響子を守ろうと決意した。

　何な故ぜなら、彼女の言葉がとても嬉うれしかったからだ。

　それだけで、自分のすべてが救われたような気がした。

　失なくした記憶によってできたぼくの心の穴は、その言葉で埋められてしまったのだ。

　もう、自分の記憶の手がかりなんて、どうでもいい。

　過去よりも今を生きよう。

　ぼくはそう、心に決めた。




　──しかし、現実はそう甘くはない。

　過去は今に繋つながっている。そんな当たり前のことを、ぼくは忘れていた。







『パンティストはその戦法によって、いくつかの流派スタイルが存在する。他ほかのパンティストと戦うような事態は避けるにしても、その戦法について、ある程度は知っておくべきだ』

　ぼくは響きよう子こにそう説明した。

　今日も特訓のために、夜の公園に来ていた。しかし特訓の内容は以前とは異なる。

　基本的に今までしていた特訓は、パンツエネルギーを用いた高速移動や、手加減した攻撃を加えて対象を拘束するといった、パンツ事件の犯人を捕まえるための修練に特化していた。一応パンティストと遭遇したときの対応策も教えておいたが、そういった事態が起こりうる可能性が低かったため、あまり重要視はしてこなかった。

　だが……今はフード男の件で、響子がパンティストに襲撃される可能性はかなり高い。そしてそうなったときの危険度を考えれば、これからは以前の付け焼き刃的な対応策だけでなく、対パンティスト用の修練を積ませ、早急に彼女の能力を強化しておく必要がある。

『本格的な戦法を教える前に、いくつかきみに言っておくことがある。まず、フード男を含むぼくらと同じパンティストに遭遇したときは、必ずぼくの指示に従ってもらう。うかつにきみが動くと、状況を悪化させる危険性があるからね』

『ええー』

　響子はかなり不満げだった。最近の彼女は、ぼくに対してすっかり遠慮がなくなっている。以前はもっと可愛かわいげがあった気がするのだけど。

『きみは頭を使うのが苦手なようだからね。何らかの理由で指示を出せないとき以外は、ぼくの言葉を聞いておいてくれよ』

『……ねぇ、最近さ。ストライプってわたしのこと、バカにしてない？』

　している。だけど、それは言わないでおく。

『いや、そんなつもりはない。ただ、仮にフード男が敵でなかったとしても、きみのお兄さんの情報を得るために交渉しなきゃいけないかもしれないだろ？　もちろん、ぼくたちは野蛮人じゃないから、いきなり殴りかかるなんてのは論外だよね。で、交渉するとしたら、パンツのことはパンツに任せておいたほうが安全だとは思わない？』

『それはそうだけど……。でも最近さ、あなたの言葉に遠慮がないっていうか……もう少し、わたしに優しくしてくれてもよくない？』

『なんだ、気が合うじゃないか。ぼくもさっき、きみにそう思ったところだよ』

『……』

『ま、その辺は脇わきに置いておくとして、時間もそんなあるわけじゃないし、そろそろ特訓をはじめないか？』

『うーん……。なんか釈然としないけど……分かった』

　浮かない反応ながらも、響きよう子こはぼくの言葉にうなずいてくれた。

『パンティストの流派スタイルについて、きみにはまず、自分の流派を知ってもらおう』

『えっ？　わたしたちに流派なんてあるの？　どうしてもっと早く教えてくれないのよストライプッ！　かっこいいじゃない！　だって流派よ？　聖邪活殺拳けんとかそういう技もあるんでしょ？』

　響子のテンションがいきなり上がったので、ぼくは戸惑った。流派という言葉を聞いて妙なスイッチが入ったのだろうか。その瞳ひとみは急にキラキラと輝きを放ちはじめる。

『正邪活殺拳……はともかくだね、一応、ぼくたちの流派にも名前はある』

『へぇ、どんなの？』

　響子が興味深々なご様子で聞いてきたので、ぼくは少し得意げにその名を告げた。

『パンツを纏まといしもの──《パンツァー》』

『げぇ……。あのさ、ストライプ。パンツ関係のふざけた名前を付けるの、気持ち悪いからやめてくれないかな？』

『いやいや！　ぼくが名づけたわけじゃないよっ！』

『じゃあ誰だれがそういう変な名前をつけるのよ！』

『そこまでの詳しい知識は持ってないかなぁ』

『……』

　響子は眉み間けんにしわを寄せ、顔をしかめる。この流派の名前もお気に召さないらしい。

『《パンツァー》はその名の通り、パンツを身にまとって戦う戦士のことだ。つまり今のきみのように、ぼくを穿はいて戦うスタイルだね。《パンツァー》はパンツ生命体がエネルギーを《所有者オーナー》の肉体に送ることで、その身体能力を爆発的に高めることができる。そして《所有者》が繰り出す強烈な近接攻撃によって、相手を粉砕する。《パンツァー》は流派の中で最も攻防に優れるが、半面、遠隔攻撃などのリーチの長い攻撃を苦手とする』

『──ストーップ！　ストップ、ストップ！』

『急になんだよ、響子。他ほかの流派の説明もするんだから、質問は最後にしてくれないか』

『あ、うん。途中でごめんね。でもね、どうしても……どーしてもっ、さっきの説明の中でひっかかることがあるのよねっ！』

　響子がそう言うので、ぼくは一度説明を止め、彼女の質問に答えてやることにした。

『パンツを穿いて戦うようなスタイルを、《パンツァー》って言うのよね？』

『うん』

『それって、パンツを穿はかないで戦うスタイルもあるってことじゃ……ないわよね？』

『そんなの決まってるじゃないか』

『……はい？』

『説明を続けるよ。《パンツァー》はパンティストの中で最も個体数が多い。ために、基本的にパンティストはこの流派スタイルだと考えてもらっても構わない。まだ断定はできないけど、フード男の耐久力やスピードを見たかぎり、彼らもぼくたちと同じ《パンツァー》だ』

『ちょっと！　まださっきの質問に答えてないじゃない！』

『だからそれをこれから説明するんだよ！　《パンツァー》以外の流派は、数が少ないかわりに厄介な攻撃をしてくるものが多い。穿かれた状態で《所有者オーナー》を強化するのではなく、自分の《繊維体フアイバーボデイ》──つまり、パンツそのものを武器にして戦うやつもいる。穿かれることこそが存在意義のパンツとしては、あるまじきスタイルだとは思うけどね』

『はああ？』

　響きよう子こは、まるで理解不能だわ、というような表情をしていた。

　まだまだパンツに対する理解が足りていないようだな。

『とはいえ、その新たな可能性を模索する姿には、ぼくとしても敬意を表さざるをえないね。パンツには穿くだけではなく、頭にかぶったり、ちょっとねじって足首に巻きつけてオシャレ感を演出したり、タオルの代わりに使うといったような、無限の可能性がある』

『そんな可能性は存在しませんっ！』

『なんだよ、きみはさっきから文句を言ってばかりだな。ぼくは真面目まじめな話をしてるんだよ？　ええと、話を戻すとね、その《パンツァー》以外の流派の中で、きみにとくに注意してもらいたいのは次の二つだ』

　響子が何やらわめいている。でも、それを無視して説明を続ける。

『パンツを用いしもの──《パンティーツ》。エネルギーで強化したパンツ生命体を、《所有者オーナー》が指先で高速回転させることによって殺傷力を高め、対象をズタズタに切り裂く。《パンツァー》の耐久力を持ってしてもその攻撃を防ぐのは困難な、超攻撃的流派だ。強化したパンツをブーメランのように射出する遠距離攻撃も可能で、さらにエネルギーを貯ためるために必ひつ須すな伸縮動作を、パンツを回転させると同時に行うから、攻撃の隙すきはほとんどない。攻撃手段に関しては多彩なバリエーションを持つ厄介な相手だけど、半面、エネルギーのほとんどを攻撃に転用しているため、防御力はかなり低い』

『……』

　響子はぼくの説明を黙って聞いていた。やっと真面目に聞く気になったようだ。

　呆あきれているような表情にも見えるけど、たぶん、気のせいだろう。

『そしてもう一つ、パンツを使役するもの──《パンテイマー》。ぼくもきみのパンツにテイムを施したけど、《パンテイマー》はその力を戦闘に応用させた流派だ。他ほかのパンツに移植する自身の細胞の割合を増やすことで、テイムしたパンツの能力を戦闘可能な域にまで高め、そのパンツを複数操作して、相手を攻撃する。彼らは遠隔攻撃に特化していて、本体が《所有者オーナー》に穿はかれた状態になっているから、防御も万全だ。しかし自身のパンツ細胞を複数のパンツに分散させているために、攻撃一つ一つの威力は低い』

　そこまで念話で説明してから、ぼくは一度、言葉を区切った。

　響きよう子こが死んだ魚のような目をしている気がするけど、たぶん、それも気のせいだろう。

『《パンティーツ》には攻撃力の高さとリーチの長い射出攻撃に注意してくれ。《パンテイマー》は単体ならそこまで脅威じゃないけど、誰だれかと組んでいたときには、彼らに足止めをされると厄介だ。相手の攻撃に翻ほん弄ろうされないよう気をつけてほしい。これからそれらをふまえた上で特訓をするけど──何か質問は？』

『……何も……質問する気にはなれませぇん……』

　響子はいつのまにか、とても素直になっていた。ぼくのことをやっと信頼してくれたようで、嬉うれしかった。彼女はまるでこの世の全すべてを呪のろっているような表情をしている気がするけど、それもたぶん、ぼくの気のせいだろう。

『それじゃ、特訓を始めるよ』

『……はぁい』

　なんでか分からないが、響子は元気をなくしていた。これから特訓をするというのに、こんな調子で大丈夫だろうか。

　──そうだ。この公園に来る前、響子のためにちょっとしたサプライズを用意していたのだった。それで彼女に元気を取り戻してもらおう。

『響子、スカートのポケットの中に入っているものを出してくれないか？』

『はぁ？　ポケットにはハンカチしか入れてないけ──ってなにこれれえええええ！』

　響子はポケットの中のものを見てものすごく驚いていた。よし、サプライズ大成功！

『はっはっは！　家を出るとき、ポケットのハンカチをパンツにすりかえておいたのさ。きみのお気に入りのピンクレースちゃんだよ！　ぼくほどじゃないけど、この子もなかなかプリティだよねっ！』

『……バッカじゃないのっ？』

　響子の激怒が、ぼくの意識にまで流れ込んでくる。これはマズイ。

『あっ！　待って！　これにはちゃんと理由があるんだ！　このピンクレースちゃんをぼくが遠隔操作するから、きみはそれをうまく避よける！　それが今日の特訓内容なんだよ！』

『──しねばいいのに』

　響子は無表情にそう呟つぶやいた。その声は冷たく、明確な殺意が宿っていた。

　夕方のときには、ぼくとずっと一緒にいようと言ってくれていたのに。

　まさかその日のうちに、死を願われるとは……。







　そんなこんなで、響きよう子この特訓を開始した。

　ぼくは細胞の三分の一程度を分裂させ、それをピンクレースちゃんにつけ足しで移植した。これでぼくも本職の《パンテイマー》ほどではないが、ピンクレースちゃんを使役して精密な遠距離攻撃を行えるようになった。同時に響子の肉体は、テイムによって減少したぼくの細胞の分だけ、身体能力や治癒能力が低下している。実戦を想定した訓練において、これが今できる中で最上の手段だろう。

　このメニューの目的は、パンティストとして行動するうえで重要になる戦闘のリズムを、響子につかんでもらうことだ。通常の宇宙人相手ならば、パンティストの圧倒的な能力によって簡単に蹴け散ちらすことができる。だが、同じパンティスト同士の戦いとなればそうはいかない。一瞬の隙すきが命取りになる。

　そうなると《繊維体フアイバーボデイ》にエネルギーを充じゆう填てんさせる動作──つまりパンツパチーンのタイミングが重要になる。エネルギー減退の速度、行動するごとに消費されるエネルギーの割合、隙の少ないパチーンの動作……それらの感覚を完全に把握し、無意識のうちに行えるようになるまで、響子の身体からだに戦闘のリズムを叩たたき込むのだ。

「うっ──あっ！　きゃああああっ──！」

　何度目か小柄な身体が宙を舞い、響子は公園のジャングルジムに激突した。彼女は強く頭を打ち、額から血を流して倒れている。それにかまわず、ぼくは叱しつ咤たした。

「まだだ、このままじゃ全然ダメだよ。本気のパンティストに襲われたら、逃げることすらできずに死ぬね。やっぱりきみには無理だよ。フード男が何を考えているか分からないし、このまま街を捨てて、どこか遠くへ逃げないか？」

「……いやっ！」

　響子の負けん気を利用して、特訓を続けさせる。

　ぼくだって、こころないことを言うのは辛つらい。だけど、これは彼女のためなのだ。

「それじゃもう一度行くよ？　今度はちゃんと避よけるんだよっ！」

　響子はうなずきながら立ち上がる。そしてぼくの両端をつまみ、《伸縮チヤージ》させた。

　その動作に反応して、少し離れたところで浮かんでいたピンクレースちゃんが高速で回転をはじめた。直後──ピンクレースちゃんはまるで流星のように響子めがけて飛びかかってくる。響子は地面を蹴けった。

　空中で二度三度、身をねじりながら、響子はピンクレースちゃんの攻撃を回避した。

　しかしその動作の中にごくわずかな無駄な動きがあり、それが積み重なった結果、大きな隙が生じてしまう。ピンクレースちゃんは容赦なくそこをついた。

　響子はピンクレースちゃんと衝突した。

　衝撃で彼女の身体からだは夜空に舞い、公園の脇わきにある並木の上に落下する。

「あいたたた……」

　響きよう子こは木の枝に引っ掛かった状態で、腰をさすっている。

　すでに二時間以上、この特訓を続けている。彼女の集中力は切れかけているようだ。

「もう遅いから今日はこの辺にして──」

　そう言いかけたとき、ぼくは誰だれかの気配を察知した。

　すぐさま、並木の上で浮遊していたピンクレースちゃんを響子のポケットに戻し、そこに植え付けていたパンツ細胞を全すべて回収しておく。

「どうしたの？　ストラ──」

『シッ！　誰かがぼくたちを見ている！　息をひそめて相手の出方をうかがうんだ！』

『……ええっ？』

　ぼくは意識を集中させて周囲をうかがい、相手の不意打ちに備えた。

　しかしあちらは不意打ちをする気も、隠れる気もなかったらしい。響子が引っ掛かったままの並木の前までのこのことやってくると、こう言った。

「──しばらく見させてもらったよ。ひよっこにしてはいい動きだが、ワタシたちの気配にすぐ気づけないようでは、まだまだだな」

　その人物は今日の放課後に会ったときと同様に、目ま深ぶかにフードをかぶっていた。

　夜の公園に佇たたずむその姿は、どう見ても不審者。

「──お前は！」　「変質者！」

　ぼくと響子はほぼ同時にそう言った。それを聞いたフード男は、放課後に会ったときとはうって変わり、妙に落ち着いた様子でニヤリと笑う。

「ワタシは不審者ではない。キミたちがあのとき誤解したのも無理はないが、《パンツ消失事件》の犯人でもない」

　その口ぶりからすると、彼はナメクジ宇宙人の仲間ではなさそうだ。ぼくはひとまずそのことに安あん堵どする。

『響子──ここはぼくに任せてほしい……』

『うん……おねがい』

　響子と念話でやりとりしてから、ぼくはフード男に問うた。

「あなたはいったい何者なんです？　どうして響子のお兄さんのことを知っているんですか？　もし知っているなら、彼の行方についても──」

「そうだな。姫ひめ川かわ響子クンといったか。キミのお兄さんについて話すと長くなるし、込み入った話になる。だからそれはあとにして、まずはワタシたちが何者かについてだが」

　フード男の口調は妙に芝居がかっていて、ロールプレイの一種かと疑いたくなるような白々しさがあった。しかし響子はすっかりその芝居に入り込んでしまったらしく、ごくりと生なま唾つばを飲み込んでいた。

「──ワタシたちはロリのものだ」

　フード男はそう言ってまた、ニヤリと笑う。

　その姿はやはり、変質者以外の何者でもなかった。






│四章│　パンツ、解カイ決ケツ









　響きよう子こはひとまず木から降りて、公園のベンチに座った。フード男もベンチの少し離れたところに座った。お互いにある程度の距離を保ったまま、二人は視線を交わした。

　さきほどフード男がロリコン宣言をしたことで、響子は彼をかなり警戒している。

　しかし……この男があそこまで大胆に特殊性癖を宣言した理由が、よく分からない。

「フード男よ、お前は響子の未成熟な果実を狙ねらっているわけじゃなかろうな……？」

「フード男……というのはワタシのことか？　そういえばまだ名乗っていなかったかもしれん。ワタシの名はチェッカーだ。これはコードネームであり、本名ではない。しかし、本名を名乗れっていうのは勘弁してほしい。それは規則で禁止されているのだ」

　──規則？

　このチェッカーという男、どこかの団体に所属しているのか？

　そこまで考えて、ぼくは一つの結論を得た。

　なるほど、つまりはそういうことか。

「チェッカーさん、あなたは宇宙人を取り締まる組織に所属しているんですか？」

「ワット……？　何な故ぜ、今さらそんなことを聞く？　さっき、そう言ったではないか」

　ふむ。ぼくとフード男改めチェッカーさんの会話は、どうにもかみ合っていない。

　彼はいつ、そんなことを言ったというのか。

『……どういうこと？』

　響きよう子こも困惑して、念話で語りかけてくる。しかし、ぼくにもさっぱり分からない。

「アッ！　キミたちは、ワタシをロリコンだと勘違いしているわけではないよな？」

　彼はそう言って、わざとらしい仕草でこちらに手を広げてみせる。

　なんだこいつ。さっき自分で、誇らしげにそう宣言したばかりではないか。

「オーゥ。そうかそうか、そういうことか。オカシイと思った。勘違いしないでほしい、ワタシはロリのものだが、それはロリコンという意味ではない」

　チェッカーさんの言葉の意味が、相変わらずよく分からない。

　……ロリのものだけどロリコンではない？　それはつまりどういうことだ？

　まさか今の姿は仮のもので、その正体は、ひざに絆ばん創そう膏こうを貼はっていてリコーダーを差したランドセルを背負った女子小学生、ということではあるまいな？

「響子クン、きみたちヒューマンは先住知的生命体として、地球を所有し管理する正当な権利を持っている。いくらここが辺境の惑星だからといって、他星人が好き勝手に荒らすようなことは絶対にあってはならない」

「はい？」

　響子は急にそんなことを言われて戸惑っていた。

　しかし、チェッカーさんはそれにかまわず言葉を続ける。

「とはいえ、中には犯罪行為を目的として、地球にやってくる他星人がいるのも事実だ。そういった輩やからを取り締まり、きみたちの持つ正当な権利を守る組織──それがワタシたち《League of Right Intelligence賢者同盟》だ」

「な、なんか、かっこよくない？」

　響子が急に目を輝かせはじめた。こういった横文字には弱いらしい。

「だろう？　ちなみに組織の通称は、頭文字をとって《ＬＯＲＩ》だ。どうだ。素敵な響きだと思わないか」

　そう言って、彼は誇らしげに胸を張った。

　……なんでまた、そんな誤解を生むような略称にしたのか。まったく理解に苦しむ。

「それでさっき、あなたは自分をロリのものと言ったわけですね」

　彼はその口元に微笑を浮かべつつ、「そういうことだ」とうなずいた。

　その表情を見たときのぼくの気持ちは、響子が代弁してくれた。

『──バッカじゃないの！』

　しかし名前が犯罪めいていたとしても、彼らが地球人の味方をしている組織であることに違いはない。その言葉を信じるならば、チェッカーさんは敵ではない。

「あなたがパンツ事件の犯人ではないというのは分かりました。それはともかくとして、ぼくたちは響きよう子このお兄さん──姫ひめ川かわ礼れい二じさんの行方を知りたいんです。お願いです。どうかそれを教えてはくれませんか？」

　その提案に、チェッカーさんは苦い顔をした。そのまましばし沈黙し、響子の顔をじっと見つめる。ベンチの横の街灯に照らされて、フードの隙すき間まからかすかに青い瞳ひとみが覗のぞく。彼はまるで──話すのをためらっているかのようだった。

「……ていうかよ、チェッカーは自分の素性を教えたんだ。だったらお前らも聞きたいことを聞く前に、まずはせめて名乗るべきなんじゃねーのか？」

　沈黙をやぶったのは、チェッカーさんでもぼくでも響子でもなく、別の何者かだった。この場にいるはずなのに、声がするだけで姿を見ることができない誰だれか。

　その者は──チェッカーさんに寄生するパンツ生命体だった。

「お前だって、名乗っていないではないか……」

「そうだっけか？　なら、いい機会だ。オレたちのクールなスタイルを見せてやろうぜ」

　……クールなスタイル？

　そうだ、彼らはパンティストなのだ。つまり、スタイルを見せるというのは──この人ひと気けのない夜の公園で、女子高生相手にズボンを下ろして自分のパンツを晒さらすということか？　それは即座に通報されても、文句を言えない状況である。

　しかしチェッカーさんは臆おくすることなく、すっと立ち上がった。その動作に響子は思わず身構える。そのまま彼は腰のベルトに手をかけて、ズボンを下ろす……かと思いきや、そんなことはなく、なんてことはない、頭にかぶっていたフードを脱いだ。

「オレの名前はタン。ミスター・タンだ。どうだ、クールだろ？　オレたちのスタイル」

　ぼくはその姿に唖あ然ぜんとした。響子も驚いて口をパクパクさせていた。彼女の反応は、まさに変質者を見たときのそれだった。

　フードを脱いだチェッカーさんの頭には、本来そこに装着されるべきでないものがあった。それは赤いタータンチェックの、派手なブラジャーだった。

「ヘンタイッ！　いやっ……もうなんなのよ！　次から次へと！」

　響子がチェッカーさんの醜態を見てわめきちらしたが、彼らはそれを華麗に無視した。

「つまり、ワタシたちはパンティストならぬ──ブラジャストなのだよ。よもや、パンツだけが存在していると思っていたわけではあるまい？　パンツ生命体がいるように、ブラジャー生命体もまた存在するのだ。分類上ではパンツ生命体の亜種ということらしいが」

　その言葉に激しく狼ろう狽ばいしながらも、ぼくは無意識のうちにツッコミを入れていた。

「なんで、頭にかぶっているのですか……？」

「だって、バストにつけるのは、ちょっと気恥ずかしいじゃないか……」

　どうしてそこで顔を赤らめるのか。













　ネコミミみたいになっているそれは、恥ずかしくないとでも言うつもりか？

「ワタシはアメリカ人でね、三年前に仕事でジャパンに来たとき、タンと出会ったのさ。ワタシはこの国のアニメやコミックが大好きでね。だから、タンに寄生されてブラジャストになったときはとても興奮したよ。これでワタシもヒーローになれた！　と」

　それでその装着の仕方がクールだと……？　バカなのか？　この男。

　響きよう子こなんて、ショックのあまり泣きそうじゃないか。

「オレとしてもてっぺんを取ったみたいで、この場所が気持ちいいのさ。なんていうか、パンクでクールなスタイルだしな！」

　……クールどころか、ホットになりすぎて頭が沸騰したようにしか見えないが。

　その異様な姿に身を竦すくませる響子に向けて、タンはやけに嬉うれしそうな声で言った。

「て、ことでだ。お前らも名乗れよ。つってもまぁ、もう大体は知ってんだけどな。それでも礼儀ってもんがあるだろ？」

　彼らはすでにこちらの素性を知っているようだし、名乗るくらいなら問題ないだろう。しかし、響子のほうは大丈夫だろうか。さっきからずっと怯おびえているし。

　ぼくは響子の表情を確認した。すると、その心配は杞き憂ゆうだと分かった。意外なことに彼女は、目の前の変態紳士の姿を、強い意志を秘めた瞳ひとみでまっすぐと見据えていた。

「──わたしは響子、姫ひめ川かわ響子よ」

　響きよう子こは凛りんとした声で彼らに名を告げた。

　その、らしくない勇ましい様子を、ぼくが不思議に思っていると、

『お兄ちゃんのことを聞きだすまでは我慢……それまでは……我慢よ……』

　そんなふうにして自分に言い聞かせようとする強い意識が、ぼくに流れ込んできた。

　響子も色々と葛かつ藤とうしているようだ。ナイスファイト。

「ぼくの名前はストライプ。響子に寄生しているパンツです」

　ぼくも響子にならって名乗る。すると、チェッカーさんはまた苦い顔をした。

「やはり、そうなのか……」

「どういう意味です？」

　言葉の真意を問うても、チェッカーさんは黙って肩をすくめるだけだった。ぼくはその仕草に少しイラッとした。

「おい、ストライプ。それで紹介が終わりってことはないよな？　お前の顔も見せろよ」

　タンの提案に思わずぎょっとする。顔を見せろだと……？

「ええっ？　そんなのいやよ！　それってつまり……そういうことでしょ？」

「ハァ？　まさか、テメェのスタイルも見せずに、オレらから情報だけもらおうっていうのかぁ？　そいつはちょっとムシが良すぎるんじゃねぇかなぁー。ほら、スカートをたくし上げて……パンツ見せろよっ！　ほらっ！　パーンツ！　パーンツ！」

　タンは響子にパンツを見せろと強く要求した。それに合わせて、チェッカーさんが大げさな身振りで手拍子を加える。こいつら……どこのチンピラだ。

『響子、きみの気持ちは分からなくもない。でも、今は彼らの言うとおりにするべきだ。ぼくの姿を見せないと、彼らはきっとお兄さんの情報をくれないっ！』

　ぼくはそう言って響子を説得した。

　すると響子も納得したのか、一度小さく、首を縦に振った。

『……我慢……殺す……我慢……我慢……』

　響子は瞳ひとみに涙を溜ためながら、顔を赤くして、必死に恥辱に耐えた。彼女がモジモジしながらもたくし上げたスカートの中から、隠れていたぼくが姿を現す。そのキュートなしま模様を見たチェッカーさんとタンは、ヒューッ！　と口笛を吹いてはやしたてた。

　彼らはどう見ても変質者で、響子は脅されて陵辱されている女の子にしか見えなかった。

「ふぅ……さすがヤマトナデシコだ。第二次性徴がきても劣化しないなんて最高だっ！」

「合法ロリ羞しゆう恥ちプレイ、堪たん能のうさせてもらったぜ……それに、どうやら間違いねーようだ」

　チェッカーさんたちの感想はロリコン変質者そのものだったが、相手をするのも面倒なので無視。ぼくは響子の表情を確認した。

　──目が血走っている。

　その瞳にいつもの小動物めいた愛あい嬌きようはなく、獰どう猛もうな肉食獣の殺意だけが宿っていた。

　これではいつ彼らに攻撃をしかけるかも分からない。

　早めに話を進めて、情報だけでも引き出さないと……。

「それで、響きよう子このお兄さんについてなんですが」

「オーゥ、そうだったな。ヤマトナデシコの羞しゆう恥ちプレイなんてご褒美をもらったのだ。もちろん教えてあげよう──と、言いたいところだが……」

「言いたいところだけど？　なんだっていうのよ……？」

　響子はもう爆発寸前だ。小さな身体からだをぷるぷると震わせている。これは……ヤバイ。

「ここで説明してもいいのだがね、それではたぶん……キミたちはワタシの情報を信じてくれないだろう」

「どういう意味よ……？」

　響子は怒りのあまり、『相手との交渉はぼくに任せる』という約束をすっかり忘れていた。彼女はぼくの存在など忘れて、自分で彼らと話を進めている。

「ゆえにワタシたちは今、キミに情報を教えるわけにはいかない」

　おいおい……それはさすがにあんまりじゃないか。

　ぼくがそう言う間もなく──響子は動いていた。パンツのゴムがパチンと鳴る音が、夜の公園によく響いた。そして響子は地面を蹴けった。

　響子は加速して、一気にチェッカーさんとの間合いを詰める。彼女の鋭い視線が、頭のブラ紐ひもを引っ張って伸縮動作をしているチェッカーさんの姿を捉とらえた。

　彼らは隙すきだらけだった。

　響子のまわし蹴りが、いつぞやと同じようにチェッカーさんの横っ面に放たれる。

　恐ろしいことに、彼女はその攻撃にありったけのエネルギーを込めていた。

　つまり、ぼくがあれほど言っておいたにもかかわらず──手加減一切なし。響子はチェッカーさんを初手で殺す気満々だった。

　蹴りの衝撃でチェッカーさんの身体が吹っ飛び、夜空に舞った。

　ブラジャストは《パンツァー》と同じく身にまとって戦うスタイルだと推測される。

　だから、これほどの攻撃を受けても、死ぬことはないとは思うが……。

『おいおい！　いくらなんでもやりすぎだ！　相手に戦闘の意志はなかっただろ！』

『ごめん、ついうっかり……』

　ついうっかりで二度も殺そうとするな！

「──ふっ。なかなかの蹴りだ。放課後に受けたときより、格段に威力が上がっている。短期間でここまで鍛えるとは、さすがは《至高の乙女ベスト・パンテイスト》と言うべきか」

「なっ！　なんで……ピンピンしてるのよっ！」

　チェッカーさんは蹴りを受けて宙を舞ったあと、まるで何事もなかったかのように、ストンと地面に着地していた。

　あれだけの衝撃を受けたにもかかわらず、彼らはダメージを受けたように見えない。それどころか余裕ぶって、何やら妙な単語を口走って悦に入っている。

「まぁ、落ち着きたまえ。ワタシは別にもったいをつけるために教えないのではない。もちろん、女子高生の羞しゆう恥ちプレイだけを堪たん能のうしてやり逃げよう、という魂胆もない」

「そんな御託はいいから早くお兄ちゃんのことを教えなさいよっ！」

「このメモを渡す。明日、ここに来るがいい。時刻は午後五時だ。キミにはそこで、《パンツ消失事件》の犯人を捕まえる手助けをしてもらいたい」

「そうやってまた、お兄ちゃんのこと、教えないつもりじゃないでしょうね……？」

「ふっ……どうやらあまり信用されていないようだな。だが、安心したまえ。キミが知りたい情報をもたらすのは、何もワタシだけというわけではないのだから」

「それって……どういうこと？」

「明日になれば分かる。それではさらばだ。──トゥッ！」

「あっ……！　こらっ！」

　チェッカーさんは会話の隙すきをついてジェット跳躍すると、夜の闇やみへと消えた。

　その動きには一切の無駄がなく、洗練されていた。

　やはり、彼らは強い。

　たぶん、ぼくたちよりもずっと……。

『なんなの、あれ……。ふざけんじゃないわよ……』

　響きよう子こはぶつくさ言いながら、チェッカーさんたちが去り際に残したメモを拾う。

　メモには地図が書かれていた。図上の赤い点が、約束の場所なのだろう。

『結局、明日、そこに向かうほかないようだ。ま、とりあえず罠わなの可能性はない。彼らがその気になれば、罠なんて張らなくても、ぼくたちをどうとでもできるだろうし……』

『えっ？　あいつら隙だらけだったし、楽勝じゃないの？』

　響子がきょとんとした顔をする。その反応に呆あきれながら、ぼくは言った。

『あのね、放課後のときもそうだったけど、彼らはまったく本気を出していないよ。現に、きみの渾こん身しんの蹴けりを食らってもピンピンしていたじゃないか』

『そ、そんなぁ……』

『まったく……。その行き当たりばったりな性格をもう少しなんとかしないと、この先の人生、大変だよ？』

『だから、お兄ちゃんみたいなこと言わないでよ……』

　やはり、お兄さんにも言われていたか。

　そうだ、お兄さんといえば……。

『彼らの言っていた言葉の意味はなんだったのかな。《至高の乙女ベスト・パンテイスト》だとか、情報をもたらすのは自分たちだけじゃないとか。もしかすると……ナメクジ宇宙人がきみのお兄さんの行方を知っているのかなぁ？』

　そこでまた、ナメクジ宇宙人と響きよう子この兄は同一人物ではないか、という疑念が浮かぶ。

『そういえば、あのフード男じゃなかったなら、そのナメクジ宇宙人って何者なのよ……』

　ちょうど響子がそんな疑問を口にしたので、ぼくはその可能性について触れてみる。

『きみのお兄さんが実はナメクジ宇宙人だったって線は──』

『そんなことあるわけないでしょっ！　バカ言わないでよっ！』

　……やはり、やぶへびだった。

　ぼくはまた、響子にものすごく怒られてしまった。

　結局、チェッカーさんたちに言われたとおり、明日、約束の場所に行かなければ何も分からない。彼らが信用できるかどうかについてはまだ不安が残るものの、少なくとも敵意はないだろう。

　それに今までまったく手がかりがなかったのだ。

　多少の危険を冒してでも、そこへ行ってみる価値はある。







　翌日の放課後。響子は学校を出ると制服のまま、指定された場所へ向かった。

　そこはとある女子大の敷地内にある室内プールだった。

　目的の場所にたどり着いたとき、時刻は午後四時半を少し回ったところだった。約束の時間よりも少し早い。

　室内プールは閑散としていて、ぼくたち以外に誰だれもいなかった。そのことに少し違和感を覚える。日程までは知らないけど、夏になれば水泳の大会があるはずだ。それなのに、この時間に練習に励む大学生がいないのは、かなり不自然である。

　おそらくだが……この人ひと気けのなさには、人為的なものが絡んでいるのではないだろうか。

　そして、おかしなことといえば、もう一つあった。

　手持ち無ぶ沙さ汰ただった響子が室内をうろうろして更衣室を覗のぞいたところ、プールには誰もいないというのに、ロッカーには衣服が詰まっていて、床には無造作にブラジャーやパンツが散乱していたのだ。それらはいかにも女子大生らしい、大人びた下着たちだった。

『響子にはこういうの、似合いそうにないな』

　ぼくがそう言うと、彼女は口を尖とがらせた。コンプレックスを刺激されたらしい。

『セクハラ発言はやめて』

『ぼくはきみのパンツだぜ？　セクハラも何もないだろ。ま、このまま大人びたパンツなんて穿はかないでいてくれたほうが嬉うれしいけどね。きみも結局、ずっとぼくを穿いてくれているわけだし』

『……ストライプを穿いてないときに宇宙人に襲われたらとか考えると、怖いんだもん』

　響きよう子こは一応、ぼくを頼りにしてくれているようだ。そう思うと嬉うれしかった。

　それはともかく、この更衣室の状況はなんというか……。

『チェッカーさんがナメクジ宇宙人に罠わなを張っている、これはそう考えるのが自然かな』

『──ナメクジホイホイ？』

　その語感がおかしくて、ぼくは念話で笑ってしまう。それにつられて、響子も少しだけ笑った。

　更衣室から出たあと、響子はプールサイドに制服のまま体育座りして、変態アメリカ人とブラジャーのコンビを待った。やがて前と同じように目ま深ぶかにフードをかぶった格好で、彼らがやってくる。

　……フードで顔を見せない不審者ルック、おまけにフードを脱げばブラジャーを頭に装着している。そんな格好で女子大までやってくるのだから、彼らのクソ度胸には感服せざるをえない。とはいえ、彼らはガチな変質者のようだから、そういった常識的な感覚ですら、マヒしているのかもしれないが。

「ハロー、約束どおり来たようだな。学校で見たときも思ったが、やはりセーラー服というのはエクセレントだね。女学生にその軍服を着せるジャパニーズのセンスには脱帽するよ。とてもロマンチックだ」

　相変わらず、チェッカーさんの言っていることはよく分からない。

　まあ、頭にブラジャー巻いてベリークールッ！　なんて言い出す精神異常者の言葉を理解したいとは決して思わないが。

「で、これから何をするの？」

　響子はもう、完全にチェッカーさんの妄言を無視すると決めこんだようだ。まるで汚物を見るような冷たい視線を、彼に向けている。

「キミの学校で起きたパンツ事件の犯人を捕まえるのだと、昨日言ったはずだ。そのためにワタシたちは、この場所に色々な準備をしておいた」

「プールの更衣室に罠を仕掛けたんですね？」

　ぼくが口を挟むと、彼はうなずいた。やはりあれはナメクジホイホイなのだ。

「人払いをして罠をしかけるのはいいですけど、犯人がここに来る確証はあるんですか？」

　まずはこの計画について疑問に感じていたことを聞いてみる。

「いい質問だ。実はワタシたちは、犯人の意識に微弱な暗示をかけることができる」

「な、なんだって……っ！」

「あ、誤解しないでほしいが、ブラジャストにそういった能力があるわけではない。ワタシたちは過去にいくつかの女子更衣室や女子寮に目星をつけ、そこにあったパンツを拝借して、自分の細胞を植えつけておいたのだ」

　つまり狙ねらわれる可能性の高いパンツに対して、事前にテイムしておいたってことか。

　それなら犯人がパンツを持ち去っても、パンツ細胞が──彼らの場合はブラジャー細胞か──発信機代わりになるから、犯人の居場所を特定するのは容易だろう。

　なるほど、さすがは本職。しかし、それでまた一つ、気になることができた。

「居場所が分かっているなら、なんですぐ捕まえないんですか？　テイムしたパンツを操作して犯人の意識に暗示をかけるなんて、そんな回りくどいことをする必要がどこに……」

「組織の規則によって、パンツ現物という動かぬ証拠がないかぎり、逮捕することができないからだ。いくら犯人がタンの細胞を消化しきれずにいたとしてもな。要するに、この事件の犯人は現行犯で捕らえねばならないのだよ」

　消化……？　この男の言っていることが、本当に分からないぞ？

「窃盗犯なんだから、パンツの現物なんて、そいつが住んでるとこを探せば出てくるんじゃないの？　まさか盗んだパンツを売り飛ばしているわけじゃないわよね……？」

　つっこみどころの多いチェッカーさんの説明に、響きよう子こが口を挟む。

「キミは犯人のことがよく分かっていないようだな。考えてみたまえ。そもそも何な故ぜ、犯人はあれだけ大量のパンツを狙ねらったのか。そして何故、それが必要だったのかを」

「変態の考えることなんて分かんないわよ……」

　チェッカーさんの言葉に、響子は顔を赤らめながらそう言った。

　その表情を見て、ぼくは少しイジワルしたくなった。

「本当はきみだって分かっているくせに。匂においを嗅かいだり、かぶったり、穿はいてみたり、あとはほら……アレをだね……フフ……」

「ちょっと黙ってて！　あと、しね！」

　案の定、ぼくはまた怒られてしまった。

　しかし、自分の言葉で響子が羞しゆう恥ちに染まるというのがなんというか……いやいや。

「響子クンはともかく、キミにはガッカリだよ、ストライプ。キミはもっと優秀なパンツだと思っていたのだがね」

「は？」

　ぼくのさっきの言葉のどこに、ガッカリされる要素があったと……いや、たしかにガッカリ発言だったかもしれないけど。

「まぁ、答えはじきに犯人が教えてくれる。どうやら、タンの細胞がかけた暗示がうまく効いたようだ。もうすぐ犯人が更衣室までやってくる。その前に準備を始めよう」

　ぼくたちはチェッカーさんから作戦の詳しい内容を聞くことになった。

　そのため、質問の答えはまた、はぐらかされてしまった。







　そして数分後、響子は更衣室のロッカーに詰まっていた。

　ロッカーは中のものをとっぱらうことで、小柄な響きよう子こならすっぽりと入ることが出来た。こうやって犯人が更衣室にやって来るのを、隠れて待ち伏せるわけだ。

『まさか、きみのロリ体型がこんなところで役に立つとはね。チェッカーさんはそれを見越して、きみにこの作戦を手伝わせたのかな』

『全然、嬉うれしくない……』

　窮屈な姿勢のまま数分、響子はロッカーの中で待機した。

　すると突然──いつぞやと同じように、更衣室の窓の外側から物音が響いた。

　響子の身体からだに緊張が走る。それがぼくにも伝わってきた。

『まだだ……。もう少し近づいてくるまで待とう。チェッカーさんも何度か取り逃がしたと言っていたし、あいつのゲル状の身体はきっと捕まえにくいはずだ』

『そうね……。できればあんまり、触りたくはないけど……』

　響子は息をひそめ、緊迫した面持ちで、ロッカーに隠れたまま身構えていた。

　更衣室に、……べちょっ……べちょっ……と不快な音が響く。

　その物音が止やむと、今度は響子の入っているロッカーから少し離れたところで、別のロッカーが開き、ギー……と鈍い音を立てた。そして──。

「フーッ……フーッ……。どうやら今日はあの外国人もいないようだな。それにあの動く変なパンツもなさそうだ。外国人のほうはともかく、あのしまパンはなんだったのかなぁ？　まぁいいや。そんなことよりパンツパンツ。あー……たまらん……たまらんなぁ」

　犯人は、何やらブツブツとひとりごとを呟つぶやいていた。

　これがナメクジ宇宙人の声か。うーん、前にどこかで聞いたような……。

『この声って……そんな、まさかっ──！』

　……誰だれだっけ？

　ぼくがそう聞く前に、響子はロッカーから飛び出していた。

　まったく、相変わらずの考えなしだ。

「──っ！」

　声の主はロッカーから飛び出してきた響子に驚いて、その場で硬直した。

　その姿はナメクジ宇宙人などではなく、ちょうど響子と同じ年とし頃ごろの、ごく普通の男子高校生……いや、ごく普通というにはあまりにも、イケメンだった。

「あなたが犯人だったの……？　竜りゆう同どう院いんくん──っ！」

　そう、そこにいたのは──粘液にまみれ全裸でパンツを口にくわえる、響子のクラスメイト、イケメン野郎こと竜同院くんだった。

　さすがにこの姿では、『※ただしイケメンにかぎる』という言葉も通用しない。

「ふあんでほほにひめきゃわしゃんふぁ？　ひや、ほれはほかいなんだふぉ」

　なんでここに姫ひめ川かわさんが？　これは誤解なんだよ。竜同院くんはそう言っているようだ。

　自分は犯人ではないと言いたいらしいが、口にパンツをくわえていては説得力がない。響きよう子こはチェッカーさんを見るような冷たい視線を、目の前の竜りゆう同どう院いんくんに注いだ。

「ふあぁ！　ふそっ！　ほうなったら……」

　言い逃れできないと開き直ったのか。

　彼は口にくわえていたパンツをそのまま──ごくりと、丸のみにした。

「いやああああああああああああっ！」

　そのおぞましい姿を見て、響子は恐怖のあまり悲鳴をあげる。

「うーん……マンダ……ちっ！　この味は使用済みじゃないっ！　洗いたてだっ！　くそっ！　なんでだっ！　やっぱり、罠わなにハメやがったのか！」

　竜同院くんは憎々しげにそう言った。そこにはいつもの爽さわやかな面影はなく、彼の形相は凶悪な変態犯罪者のものに変へん貌ぼうしていた。

　響子はその姿に怯おびえ、足がすくんでしまっている。

『響子！　早くぼくをパチンするんだっ！　ここはひとまず逃げよう！』

『あああ……なんなのなんなの……こわい、こわいよお兄ちゃん……』

　ダメだ。ぼくの念話がまるで聞こえていない。

　──同級生のイケメンが実はパンツを丸のみする変態で、おまけに粘液でぐちょぐちょのまま全裸で襲ってくる、という状況に、響子が対応できていない！

　……これはマズい！　響子は今、完全に戦意を喪そう失しつしている！

「姫ひめ川かわさぁ───ん！　きみの脱ぎたてほかほかパンツをおおおお食べさせてくれよぉおおおおおおおおおおおっ！」

　竜同院くんはそう叫ぶと、響子に襲いかかった。

　その身体からだの一部がゲル状に変化しはじめる。

　やはり彼が事件の犯人で、いつものイケメンルックスは、ナメクジ宇宙人の擬態した姿だったのだ！

　正体を現した今、竜同院くんの端整な顔は白く濁り、ぐにゃぐにゃと歪ゆがみながら蠢うごめいていた。それはまさに映画に出てくるような、おぞましいクリーチャーの姿だった。

「プッシャアアアアアアアアアアアアアア！」

「いやああああっ！」

　響子は足がすくんで動けず、竜同院くん──いや、ナメクジ宇宙人の射出した粘液を避よけきれない。彼女は粘液に足を取られ、床の上に転んでしまった。

「姫カわさあああんのぱんつぅうううううぱぱあああああああああんつううううううう」

　ナメクジ宇宙人は身体の一部を触手状に変化させると、床に転んだ響子の足を絡めとる。同時に、彼女の両手首に粘液を射出した。

　響子は粘着質の白い液体によって両手を床に固定され、両足は触手に絡め取られ、まったく身動きが取れない状態になってしまった。













「やっ……やめてよっ！　こないでっこないでぇ……たすけて……お兄ちゃあん……！」

　くそっ……！　このままでは響きよう子この貞操が危ない！

　響子の初体験がナメクジ相手にローションプレイだなんて、ぼくは絶対に認めないぞ！

『させるか──っ！』

　ナメクジ宇宙人が触手を伸ばす直前──ぼくは響子に穿はかれたままの状態で、ふとももの位置まで自分の身体からだをずらした。その動きで《繊維体フアイバーボデイ》をねじり、《伸縮チヤージ》させる。

　これぞパンティストの戦闘動作の一つ──《螺旋スパイラル》。

《螺旋》は緊急時にパンツ単体で伸縮動作を行うための技である。ぼくは間髪容いれずにその動作によって充じゆう填てんされたわずかなパンツエネルギーを、響子の肉体に送り込む。

『──響子っ！　今だ！』

『えっ……あっ……うん！』

　バチッという鈍い音とともに、響子は勢いよく両手をあげて粘液を剥はがした。そのまま両手を使って、自分の足首をつかんでいた触手を引きちぎる。

《螺旋》による充填は効率が悪く、それゆえに得られるエネルギーはごくわずかである。だが、ナメクジ程度の相手ならそれで十分だろう。むしろ手加減ができて、ちょうどいいかもしれない。

「きもちわるいから──こないでっ！」

　響きよう子こは自由になった両足で床を蹴けり、宙に舞った。そのまま空中で身体からだをひねり、勢いよくまわし蹴りを放つ。パンツエネルギーを込めた必殺まわし蹴りが、ナメクジ宇宙人の身体を粉砕する。

「プッシャアアアアアアアアアアアアアアア……！」

　響子の強烈な蹴りの衝撃によって、ナメクジ宇宙人のゲル状の身体は飛散し、派手に床へと散らばった。

　一瞬、殺してしまったのではないかと不安に駆られたが……やがて飛散したゲル状物質はずるずると集まっていき、ナメクジの姿からいつもの竜りゆう同どう院いんくんへと戻っていった。

　彼もなかなかしぶとい宇宙人のようだが、さすがに立ち上がることはできないらしい。

　響子はまわし蹴りから着地した姿勢のまま、涙目になりながら、床に這はいつくばる彼の姿を見つめていた。心身ともにダメージを受けたのか、彼女は肩で息をしている。

　そこで更衣室のドアが開き、チェッカーさんたちが拍手をしながら中へ入ってきた。

「なかなか素晴らしいローションプレイだったよ。響子クン」

　──何な故ぜ、響子に加勢しなかったっ！

　ぼくは彼らにそんな怒声を浴びせようとした。だが、その前に響子が彼らに裏うら拳けんを放っていた。相変わらず手が早い。そして殺意に迷いがない。

　しかしチェッカーさんはその一撃を平然と受け止める。そしてニヤリと笑った。

「女学生の拳こぶしも、ワタシたちの業界ではご褒美だ」

　チェッカーさんは真性のマゾヒストだった。

　響子はどうやっても、この男には敵かなわないだろう。







「──では、話してもらおうか。アンダーウェイターよ」

　チェッカーさんは、元のイケメンに戻った竜同院くんに自白をうながした。

　アンダーウェイターという単語の意味は分からないが、今は口を挟まず、ことの成り行きを見守る。

「その名を知っているなら、今さら話す意味なんてないじゃないか！　クソッ！　そうだよ、僕はアンダーウェイターさ。僕たちは呪のろわれている。この食パン衝動によって……」

　竜同院くんは今、全裸のまま、タータンチェックのブラジャーを胸に装着してひざまずいていた。

　そのブラジャーこそがチェッカーさんの相棒、タンである。ブラジャー生命体は装着によって相手の身動きを封じ、拘束できるという特殊能力を持っているのだという。

　さすがに下半身を丸出しではアレだったので、そこはタオルを巻いて隠している。

　そのため今の竜りゆう同どう院いんくんは、裸にブラというなかなかエキサイティングなスタイルをしていた。それを粘液まみれの女子高生と、謎なぞのアメリカ人男性が見下ろしているわけだから、思わず「何かのプレイですか？」と言いたくもなる。

　とはいえ、ぼくを含め当事者たちはかなり真剣だった。

「食パン衝動って何……？」

　耳慣れない単語を聞いて、響きよう子こが口を挟む。『食パン』という単語が含まれているとはいえ、朝は食パンじゃなくちゃダメ！　というような、可愛かわいらしい衝動ではないだろう。

「フン、どうせもう終わりだ。軽けい蔑べつするがいいさ。この呪のろわれた僕をっ！」

　竜同院くんは響子に向けて、吐き捨てるように言った。

　彼の表情にはどこか鬼気迫るものがあり、響子はそれに気け圧おされていた。

「食パン衝動とはアンダーウェイターの持つ本能的な衝動のことだ」

「アンダーウェイター……？」

　再び出たその単語を、響子が聞き返した。

「今、目の前にいるキミの同級生のことだ。カレは『アンダーウェイター』という人型の宇宙生命体だ。組織の間ですら、あまり知られていない希少種だがね。キミがさきほどローションプレイを味わったように、カレらはゲル状に変異する特殊能力を持っている」

　ふむ……。要するに『竜同院くんの本性はナメクジ宇宙人』という認識は間違いで、実は彼のイケメンルックスは生来のものであり、『特殊能力によってナメクジ宇宙人の姿に変異できる』というのが真実なわけか。

　なるほど。元々が人型の宇宙人ならば、本性を隠すために地球人に擬態する宇宙人より、ずっと正体を隠しやすい。ナメクジ形態が任意で使える特殊能力なら、うっかり擬態が解けて大慌てという事態は発生しない。

　ぼくは一応、響子にその事実を補足で説明した。しかし彼女はあまり興味がなさそうだった。いわく、本性がイケメンでもナメクジでも変態は変態。なるほど。

「アンダーウェイターは知的生命体として進化していく中で、その優れた味覚を発達させていった。つまり種族全体として、とてもグルメだったわけだ。彼らは生来が草食であったため、その美食の対象は植物性由来のものが多かった。とりわけ、この星でコットンと呼ばれる素材に近いものをこよなく愛していた」

「そうだ、そして僕たちは見つけてしまった。究極の美食を……」

「究極の美食って……？」

　響子は会話についていけていないようだ。

　ぼくのほうは、その美食がなんたるかについて、ある程度の察しはついていた。

　だが……そのあまりのおぞましさに、できれば間違いであってほしいと願った。

「きみはさっき、僕が食べるところを見てたじゃないか……フヒヒ」

「……？」

　やはり、アレだった。しかし響きよう子こはまだ、そのことを理解できていない。

『響子、たぶんパンツのことだよ。彼はさっき、パンツを丸のみにしてたじゃないか。彼らはきっと、パンツをこよなく愛す──パンツグルメなんだ』

「ひぃっ！」

　ぼくが教えてやると、響子は悲鳴をあげた。ま、当然の反応である。

「僕たちはあるとき、気づいたんだ。究極の美食とは、うらわかき乙女の脱ぎたてパンツであると。あの沁しみついた汗のかぐわしい芳ほう醇じゆんな香り……ざらっとした舌触り……そして処女を己の手で汚すかのような征服感……」

「──やめてっ！　聞きたくないっ！」

　竜りゆう同どう院いんくんの言葉に、響子は思わず耳を塞ふさいだ。どうやらこの広い宇宙には、ぼくもまだ知らない、想像を絶するような変態生物がいるらしい。彼らの前では女の子に寄生するパンツなんて小粒だろう。……いや、そうでもないか。

　これで最初の事件のとき、犯人がどうやって大量のパンツを持ち去ったのかについても答えは出た。そもそもパンツを持ち去る必要なんてなかったのだ。その場で脱ぎたてパンツを、おいしく平らげればいいのだから。

　竜同院くんからすれば、それはまさしくパンツ食べ放題。至福の時間だったはずだ。

「そうだよ……姫ひめ川かわさん。その反応がたぶん、正しいんだ。僕たちは女の子のそんな反応をずっと恐れていた。本当はパンツなんて食べないで、普通の高校生でいたかった。でも、それはもう……無理なんだ。僕たちは知ってしまったから。あの芳醇な香りを……」

　さきほどの鬼気迫った表情は消えうせ、今の彼はすっかり落ち着いていた。

　その姿はまるで、ブラジャーによって磔はりつけにされた聖者のようだ。

「だったら、そんなこと、やめればよかったじゃない！」

　響子には竜同院くんの理屈がまるで理解できないらしい。彼女の言葉は罪人に鞭むち打うつように辛らつだった。さきほど危うくナメクジローションプレイで貞操を奪われそうになったわけだから、それも無理からぬことかもしれない。

「そりゃ、何度もやめようと思ったさ……。でも、ダメなんだ。食パンという美食の記憶が、種族の遺伝子に刻み込まれているから……。それが強烈な衝動となって、堪こらえようのない飢餓感を抱かせる……。パンツを食べないと……気が狂いそうになるんだ……。これは僕の意志じゃない……本能なんだ。いくら罪悪感に胸が張り裂けそうになっても……生きものが本能にあらがうことなんて……できやしない……」

「とはいえ、キミのやったことは間違いなく犯罪だ。それは分かっているな？」

　そこで、会話を黙って聞いていたチェッカーさんが諭すように言った。

　彼は多少、竜同院くんに同情しているようだ。

　響きよう子こよりも宇宙人に対しての理解が深いからだろうか。

　あるいは変態同士、通じるものがあるからか。

「……そういえば、先輩にもそう言われたっけなぁ。……そうだ！　そうだよっ！　姫ひめ川かわさんといい先輩といい、きみたち兄妹きようだいはなんだよっ！　あの人は僕を分かってくれていた……そんなことはもうやめろって、俺おれがなんとかするからって……そう言ってくれたのに！　それなのに……急にいなくなりやがって──っ！」

「──えっ？　お兄ちゃんっ？」

　気持ち悪い会話の中で突然、兄の話題が出てきたので、響子は唖あ然ぜんとしていた。

　ぼくもかなり驚いていた。

　響子の兄は──竜りゆう同どう院いんくんの正体を知っていたのか？

「アンダーウェイター！　キミと姫川礼れい二じの関係は？　それにキミは、礼二に何があったか、知っているのではないのか……？」

「僕だって！　僕だって知らないさ……っ！　先輩は僕の正体を知っていた。初めて女の子のパンツを盗もうとしたときに見つかっちゃってね……そのままボコボコにされたよ。姫川さん、ちょうどきみが……さっきやったみたいに……」

「お兄ちゃんが……？」

「そうだよ。びっくりするくらい、強かったなぁ……。それで先輩は、僕をボコボコにしたあと、盗むのはやめろって、そう言ったんだ。だけど、僕はこの衝動を抑えることはできないって言った。そしたら先輩は……」

　竜同院くんはそこで言葉を切って、顔を歪ゆがませた。

　何か言い出しにくいことでも、あるのだろうか。

「響子のパンツを内緒で持ってくるから、お前はそれ食って我慢しろって……」

「え、ええええええええええええええええええ────っ！」

　まさに驚きよう愕がくの事実。

　なんと、響子の兄は竜同院くんに妹のパンツをデリバリーしていたのだ。

　……ていうか、それも立派な犯罪ではないのか？

「なんてことだ……礼二よ。どうしてワタシにもその話を持ちかけてくれなかったっ！」

　後ろでなにやらチェッカーさんが妄言を吐いていたが、それは無視する。

「響子、きみは自分のパンツがたまになくなることについて、妙に思ったことは？」

　ぼくが発言すると、竜同院くんがギョッとしたような表情を浮かべた。

　そういえば、まだ彼の前で喋しやべったことはなかったっけ。

　竜同院くんはどこから声がするのかと、辺りをキョロキョロ見回していた。

「パンツがなくなるなんてこと、なかったわよ！　それに、お兄ちゃんがわたしのパンツを竜同院くんにあげるなんて、ぜったいしないもん！」

　響きよう子こは即座に否定した。

　ふむ、どうにも話がうまくすり合わないな。

「だとすれば、すり替えられていたか──いや、さすがにそれは手間がかかりすぎるな」

　そこで、響子の兄の部屋にあったレシートのことを思い出す。

　そうだ。あれはきっと、竜りゆう同どう院いんくんに渡すために買っていたパンツのレシートなのだ。

　と、いうことは……。

「そもそも、食パンという行為を、女性用下着に限定する必要はあるのか？」

　実はそのことにずっと疑問を感じていた。竜同院くんは、発言者がどこにいるのか分からないままだったが、その言葉を聞いた途端、端整な顔を歪ゆがませた。

　どうやら、ぼくは彼の痛いところを突いたらしい。

「そりゃ、おっ……男のパンツなんか……食いたくないじゃないか……」

「……」

　竜同院くんの言葉に一同は沈黙した。

　響子の彼に対する評価はもはやストップ安で、ゴキブリでも見るような視線を注いでいる。いつぞやの通学路のときとはエライ違いだな。

「なるほど。それで合点がいった。響子、きみのパンツは無事だよ。お兄さんはきみのパンツを拝借して、竜同院くんに渡してなんかいない」

「それならいいけど……でも、どうしてそれが分かるのよ」

「実はね、ぼくはきみのお兄さんの部屋を調べたときに、女性用下着のレシートを見つけているんだ。たぶん、どこかのお店で買ったんだろうね」

「それを……わたしに黙ってたの？　でもまあ、たしかにそんなこと教えられたら、ショックだったかもしれないけど……」

「うむ。そしてそれはたぶん、竜同院くんに渡すために買っていたものだ。新品をね」

　そこで竜同院くんが、ぼくの推理を否定した。

「そんなはずはない！　先輩から貰もらったパンツは、たしかに脱ぎたてほかほか──ハッ！」

　どうやら彼も真実に気づいたようだ。

　そう、響子の優しい兄が、妹のパンツを他人に供給するはずがない。

　だから……。

「響子のお兄さんは──自分でそのパンツを穿はいていたんだっ！」

「なっ……なんだって……っ！」

「そして、それをきみに供給していたわけさ。響子が穿いていたものだと思ってきみが食べていたのは、響子の兄──姫川礼二の脱ぎたてほかほかパンツだったんだっ！」

　竜同院くんはその事実に唖あ然ぜんとしていた。

　あのチェッカーさんですら、驚きのあまり絶句していた。

　そして響きよう子こは絶句を通り越して、白目をむいていた。

　しかし今はどうしようもないので、彼女のメンタルケアは後回しにする。

「そんな……あの絶妙な塩加減と芳ほう醇じゆんなスメルが……先輩のものだったとは……。男の穿はいたパンツが……あそこまで味わい深いとは……。食パン道……なんという奥深さよ……」

　女の子のパンツというのもアレだけど、男のパンツを食べるというのも、それはそれでものすごく気持ち悪い。『アンダーウェイター』──彼らはなんと業の深い生きものか。

「それでは……キミはブラックウィドウの手先ではないのか？　本当に……礼れい二じに何があったのか、知らないとでもいうのか……？」

「知りませんよ！　それにブラックウィドウってなんですか……？　僕はただ……先輩がいなくなったから、パンツを食べることができなくなって……。それでも我慢しようと思っていたのに……気がついたらあの日、更衣室のパンツを……」

　むしゃむしゃと食べていたわけか。恐るべき食パン衝動である。

　チェッカーさんは、竜りゆう同どう院いんくんが響子の兄について何か知っていると踏んでいたらしい。だが、どうやらそれは見当違いだったようだ。

　……しかし、彼の言う『ブラックウィドウ』とはなんだろう？

「それではキミが、あの学校にワタシをおびき出したのではないのだな？」

「なんですかそれ……。僕だって、先輩がどうしていなくなったのか知りたいですよ。あと、姫ひめ川かわさんがここにいる理由も教えてください。やっぱりきみたち兄妹きようだいは宇宙人なの？」

「そんなわけないでしょっ！」

「でも、姫川さんも先輩も、化け物じみた強さじゃないか。あんな攻撃、いくらなんでも普通の地球人には不可能だよ……」

　──待て。彼は今、なんて言った？

　いや、その前からずっと引っかかっていた。

　響子……そして、その兄もだって……？

「あのさ、ずっと気になってたけど……お兄ちゃんが強かったって、どういうこと？」

　ぼくの疑問を、響子が代弁してくれた。響子の兄が強いという言葉。それも宇宙人である竜同院くんを一方的にタコ殴りにできるほどの能力。それはまるで──。

「どうもこうもそのまんまさ。きみたち兄妹は宇宙人で、そこのアメリカ人と同じ組織の一員なんだろ？　先輩は見逃してくれたけど、きみは見逃してくれそうにないな……」

「わたしもお兄ちゃんも宇宙人じゃないわよ！　そりゃ、わたしはちょっと訳ありだけどさ……」

「それもまるっきり先輩と同じ言い草だな。あの人も自分のことはまったく話そうとしなかった……。いや、そういえば一度だけ聞いたことがあるな。なんだっけ……。ハンティング、じゃなくて……。パラディン、でもなくて……」

「パンティストだろ」

　そこで口を挟んだのは、ずっと黙って竜りゆう同どう院いんくんを拘束していた、タンだった。

　竜同院くんはいきなり至近距離から謎なぞの声が聞こえてきたことに驚き、そのあとでブラジャーが喋しやべったことに気づいて、再び驚いていた。

　ぼくと響きよう子こも、タンの言葉に驚いていた。

　響子の兄が、パンティストだって……？

「うっわあああ──っ！　ブラが喋ったあああ！」

「ああ、もうっ！　そんなことどうでもいいわよ！　それより、お兄ちゃんがその……パンティストってどういうことよ──っ！」

「ああ、そうだ！　そうだ！　たしか、そんな名前を言っていた。先輩は自分のことをパンティストだって！　どや顔で言われたけど、僕にはさっぱり意味が分からなくて……それが何かって聞いても、先輩はただ笑うだけでさ、結局、意味は教えてくれなかった……」

「そんな……お兄ちゃんが……お兄ちゃんも……わたしと同じ……？」

　響子は事態を飲み込めず、混乱していた。

　そして、それはぼくも同じだった。

　しかし不思議なことに、混乱しながらも、どこかで納得をしている自分がいた。

　ぼくの中で何かが──記憶の扉をこじ開けようとしている。

　響子……礼れい二じ……そして……。

「そうだ、礼二もまた、キミと同じパンティストだった。そしてカレは、ワタシたち組織の一員になろうとしていた」

　チェッカーさんが口を開く。彼は驚きの事実を告げると、そこで一度、間を置いた。

　ぼくには、次の言葉が何なのか分かっていた。

　でも、それが勘違いであることを祈った。

「礼二に寄生していたパンツ生命体は……響子クン、キミと同じものだ。そしてストライプ……礼二はキミの《所有者オーナー》だったのだ」

　チェッカーさんの言葉は、ぼくが予想していたものと同じだった。

　心の奥底に眠っていた何かが──記憶の扉をこじ開ける。

　それは濁流のように意識の中へと流れこみ、ぼくを呑のみこんでいった。
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「やっちまったな……。チェッカーさんが来るまで待つべきだった……」

「喋しやべるな！　相棒！　今、自分の身体からだがどうなっているか……分かっているのか！」

　礼れい二じとストライプの声が聞こえた。

　礼二は苦しそうな表情を浮かべ、額から汗を垂らしている。彼が横たわる路地裏の地面には、赤い絨じゆう毯たんが敷かれていた──いや、これは礼二の身体から流れ出る、血だ。

「そんなことは百も承知だよ。くそっ……！　いつかこうなるんじゃないかって……そう思っていたけど、ちょっと早すぎだよな……。しかし、寒いな……もうすぐ夏だってのに……今日はとても寒い……」

「しっかりしろ！　相棒！」

「ごめん……響きよう子こ……お兄ちゃんは度胸がないから……怖かったんだ……。ちょっとだけのつもりだった……自分の気持ちに整理がついたら……家に帰るって……」

「そうだよ！　あの娘こだってきっと待っている！　帰るんだ、一緒に！　帰るんだよ……相棒！　だから頼むよっ！　頼むから──死なないでくれっ！」

　ストライプの慟どう哭こくが、夜の路地裏の、静寂の中で響いた。

　これはやはり、ぼくの記憶だったのだ。ぼくの──失われた悲しい記憶のかけら。

「あぁ……死ぬのは怖い……。でも……今はそれより……あいつのことが心配だ……血が繋つながっていても……そうでなくても……俺おれはあいつを……。ああ……そうだ……そう言えば……よかったんだ……こんな簡単なことだってのに……俺はずっと……」

「バカ言うなよ！　今から行くんだ！　それを言いにさ！　きみはきっと、あの娘と幸せになれる！　事情だって、きちんと話せばいいじゃないか……。それで三人で……ウィドウを倒すんだ……」

『ウィドウ』という単語が飛び出る。そう、それが諸悪の根元だったのだ。

「無む茶ちや言うなよ……。あぁ……そうだ……響子は《至高の乙女ベスト・パンテイスト》とかいうやつなんだろ……？　それなら……俺が死んでも……ストライプ……お前が響子に寄生すれば……」

「ふざけるなっ！　礼二……ぼくの《所有者オーナー》はきみだけだ。だから、お願いだよ……。お願いだから……死ぬなんて言わないでくれ──っ！」

　ストライプは懇願した。しかし大量の血を失って、礼二の顔はすでに青白くなっていた。

「頼む……ストライプ。わがままな俺の……最後のお願いだ……。お前が──響子を守ってくれ……」

「いやだ！　相棒、ずっと……ずっと……いっしょに……」
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　夢から覚めたあとも、ぼくはしばらくぼんやりとしていた。

　あれから──ぼくと響きよう子こは、お互いどう接していいのか、分からなくなっていた。

　ぼくの記憶はすでに、ほとんどが蘇よみがえりつつある。

　響子の兄──姫ひめ川かわ礼れい二じは、ぼくの前の《所有者オーナー》だった。

　そう、必然だったのだ。響子との出会いは。

　全すべては、記憶を喪そう失しつしたのちにも心の奥底に残されていた、強い衝動による結果だった。たしかにあのときのぼくは、無意識に響子を渇望していた。それは礼二がぼくに残した、願いの残ざん滓しだったのだ。

　響子はいまだに、ぼくの前の《所有者》が自分の兄であったという事実を受け入れていない。それは礼二の『死』という、残酷な現実と繋つながっているからだ。響子にとってそれはあまりにも唐突で、そして、決して受け入れることのできないものだった。

『──そんなわけないっ！』

　あのとき、響子はそう言って、自分の耳を塞ふさいだ。

　そこにいた一同は、そんな彼女をどうすることもできずに、ただ見つめるしかなかった。

　その後、チェッカーさんが連れてきた組織の人たちによって、竜りゆう同どう院いんくんは連行されていった。彼は罰を受けるだろう。しかし犯行動機が種族そのものが抱える本能的衝動ということもあって、多少、その罪は軽くなるらしい。

　さすがに今回ばかりは、チェッカーさんも神妙な顔をしていた。あの夜、ぼくたちと話をしたときには、彼らはすでにこの事実を把握していたのだという。たしかにあのときのぼくたちは、言葉だけでは決して、礼二がぼくの前の《所有者》だと信じなかっただろう。

　だが、それが紛まぎれもない事実であることは、第三者である竜同院くんの証言からもあきらかだった。悲しい現実が──ぼくと響子に突きつけられていた。

　チェッカーさんはあの女子大の更衣室で、耳を塞いでうずくまる響子にこう言った。

「響子クン。礼二はキミを守るために、ワタシたちの仲間になろうとしていた……」

「……」

　一応、響子も彼の言葉を聞いてはいるようだった。

　しかしまったく反応しようとしないので、かわりにぼくが応答した。

「どういうことです？」

　ぼくだって突きつけられた事実に驚き、そして動揺していた。

　だけど、いつまでもそのままでいて、いいわけがない。

　ぼくがしっかりしなければいけないのだ。響子のためにも。

「響きよう子こクンは狙ねらわれていたのだ。《至高の乙女ベスト・パンテイスト》の資質を持つゆえに……」

「《至高の乙女》って何よ！　パンツ、パンツって！　あなたたちはふざけてばっかりで……っ！　ねぇ……お兄ちゃんはどこにいるの……？」

　響子が突然、声を荒げた。しかし、チェッカーさんだって別にパンツをネタにしてふざけているわけではない。それは彼女もよく分かっているはずだった。

「《至高の乙女》とは数万年に一度現れる、パンツの《所有者オーナー》として類たぐい稀まれな資質を持つ生命体のことだ。パンティストがどれほどの力を持っているかは、キミもよく知っているだろう？　それが《至高の乙女》ともなれば、銀河規模で力の均衡を崩してしまうほどの危険な力を持つ」

「それが──わたし……？」

「そうだ。キミはその資質を所持している可能性がある。《至高の乙女》というのは少し特殊でな。思春期の少女にしかなれないのだ。そして、資質を所持する個体が思春期のうちに能力を覚かく醒せい──つまりパンツ生命体に寄生され、秘められた能力を開花させられなければ、資質そのものが喪そう失しつしてしまう」

「つまり、思春期の間だけパンツ生命体に寄生されなければ、資質は喪失するのだから、厄介なことにはならない……というわけですね？」

　しかし、その対処法はぼくが潰つぶしていた。とはいえ、そうしなければ響子は死んでいたのだ。誰だれがなんと言おうと、あのとき選んだ自分の行動に後悔はない。

「そういうことだ。だが、結果的にワタシたちは後手に回ってしまった。言い訳するようだが……そもそもこの星を調査し、《至高の乙女》の資質を持つ可能性がある個体──姫ひめ川かわクンを見つけたのは、まだつい最近のことなのだ。しかもいまだにその真偽は不明でな、もしかしたらキミは、そんな資質など持っていないかもしれない」

「何よそれ……いったいどっちなのよっ！」

「だから、それは分からないのだよ。ただ、そんな不確かな情報でも、キミを狙う価値はあると踏んだのだろう。敵はその狡こう猾かつさでワタシたちを欺き、混乱させ、組織の情報系統を麻ま痺ひさせた」

　そう言って、チェッカーさんは顔を歪ゆがめた。

　敵に憤慨しているとも、己を悔いているとも取れる表情だった。

「それとは別件で、ワタシとタンはその敵を追っていた。そしてやっと足取りをつかんだ──そう思った矢先、ワタシたちは礼れい二じと出会った」

「お兄ちゃんと……？」

　響子の目に少し、涙が浮かんでいた。

　チェッカーさんは真剣だった。

　だから彼の言っていることが真実であると、響子も無意識に認めつつあるのだ。

「礼れい二じは、妹が何者かに狙ねらわれていると言っていた。敵がなんらかのアプローチをかけていたのだろう。そしてカレはそのときすでに、ストライプ──キミの《所有者オーナー》になっていた」

「ぼくも……少しずつだけど、思い出してきました。たしかにぼくは響きよう子この兄、礼二のことを知っていた……。どうして……ずっと……それを思い出せなかったのだろう……」

「いや、少しずつでも思い出せること自体、奇跡だよ。本来なら、キミの自我はあのときに崩壊していたはずなのだから」

　ということは……礼二は……。

「お兄ちゃんは！　それでお兄ちゃんは……」

　響子が目に涙を溜ためながら、悲痛な声で、チェッカーさんに問いただした。

「……あのとき、ワタシたちは別件で海外に行っていた。礼二はかなり強くなっていたし、何かあったらすぐにワタシたちを呼ぶようにと、そう言い含めてもおいた。だが、やはり……彼といるべきだった。そうするべきだったのだ……すまない」

　チェッカーさんはハッキリとは言わなかった。しかし頭を下げるその表情を見れば、言わずとも分かってしまう。そう、やはり……。

　礼二は──死んだのだ。

「ぼくのせいだ……。ぼくがいつも、パンツとしてふがいないから……だから、礼二は死んだんだ……それなのに……ぼくはそのことすら……忘れていた……」

「いやあああっ──！　そんなのっ！　おかしいよっ！　ぜったいうそだよ……。だってそんな……お兄ちゃんがなんで……」

　響子が号泣し、叫んでいた。しかしぼくとチェッカーさんは、彼女を慰めることも、その言葉に答えることも、できはしなかった。

「礼二を殺した敵の名は『ブラックウィドウ』という。ヤツはパンツとその《所有者》を殺し、自分の力を誇示することで快楽を得る、殺人パンツパンテイスト・キラーだ。ヤツはたぶん、キミたちのすぐ近くに潜んでいる。そう──とても身近にだ」

　ブラックウィドウ。

　そいつが礼二──ぼくと響子の大切な人を、殺したのか。

「校内でキミたちとはじめて出会ったとき、ワタシはウィドウと戦っていた。ヤツは黒いレースのパンティストだ」

　そういえば、チェッカーさんたちはあのとき、カラスのようなものに襲われていた。

　あれがきっと、ブラックウィドウなのだろう。

「ヤツは《パンテイマー》と《パンティーツ》、二つの流派スタイルを駆使する、戦闘の達人だ」

「──二つ？」

　ぼくはチェッカーさんに聞き返した。

　二つの流派スタイルを操るパンティストなど、聞いたこともない。

「あのとき、ワタシは黒いパンツを握っていただろう？　ワタシはウィドウの本体を捕らえた……そう思ったのだ。しかし、それはヤツがテイムしたパンツだった。ウィドウは《パンテイム》に《パンティーツ》の要素を加え、独自のスタイルを確立していた……」

　二つの流派の技を融合……そんなことが可能なのか……？

「だが、相手がいくら独自のスタイルを持つ殺人パンツといっても、所しよ詮せんはただの犯罪者だ。本職のワタシたちが本格的に対処すれば、大した脅威にはならない。ただ……ヤツはどこか、キミたちのすぐ近くにまで潜んでいる。礼れい二じのこともある、もしものときのために、キミたちも油断せず、くれぐれも注意しておいてくれ……」

「──分かりました」

　ぼくはチェッカーさんの言葉に嘘うそはないと信じ、その言葉を真しん摯しに受け止めた。

　しかし響きよう子こはまだ、目に涙を溜ためながら、チェッカーさんを睨にらんでいた。

「…………わたしは絶対に、信じない」

　彼女がなんとか絞り出した言葉は、チェッカーさんが口にした『真実』の、否定だった。







　それから数日が経たった。

　ぼくたちは真実を知る前と同じ生活を、そのまま続けている。

『それじゃ、今日も聞き込みに行くわよ』

『……あ、あぁ』

　響子はいまだ、兄の行方の手がかりを求めて、町中を探し回っている。

　チェッカーさんの言葉については、信じないとも信じるとも言わずに、ただ黙殺を続けていた。ぼくが彼の言葉を事実として受け入れたことを、響子は分かっているはずなのに……彼女はそれについて、何か言ってきたりはしなかった。

　響子はこれからずっと、こうして、どこにもいないはずの兄を探し続けるのだろうか。

　記憶を失う前、ぼくは礼二に寄生していた。

　だが……もし、そうしなければ。ぼくが礼二と出会わなければ。

　彼が死ぬことはなかったのではないか。

　最近、そんなふうに考える。

　自我を宿す前のぼくたちは、ただ本能に従って持ち主を探す。かつてのぼくは、《至高の乙女ベスト・パンテイスト》としての資質に引き寄せられて、響子に寄生しようとしていたのかもしれない。

　そしてどういうわけか、響子と同じ家で暮らす、兄の礼二に寄生してしまったのだ。

　──記憶が蘇よみがえりつつある今なら、分かる。

　礼二が家を出た理由。それはやはり、響子が原因だった。

　血の繋つながりがないと知った妹との、ぎくしゃくした関係。

　彼は恐れていた。

　大切な妹が、仲の良い兄妹きようだいという関係が、別の何かに変わってしまったから──。

　かつて、響きよう子こは言った。

　お兄ちゃんを見つけたら、自分の気持ちを伝えたいと。

『血が繋がっていなくても……わたしはお兄ちゃんのこと、自分の本当のお兄ちゃんだと思っているって……』

　はたしてそれは、彼女の偽りない気持ちだったのだろうか？

　──響子と繋がっているからこそ、分かる。

　兄について語るときの甘ったるさ、熱っぽさ。

　そして必死に兄の行方を追う、その姿。

　そこから感じてしまう。

　響子は礼れい二じを、本当の兄以上に想っていた。

　だから、兄は家を出た。妹はそれを追った。

　そして離れたことで、兄妹は心の奥に眠っていた『真実』を見つけたのだ。

　礼二は己の死の間際に。

　響子は礼二を失ったことで。

　でも……それではなおさら、救われないではないか。

　ぼくは礼二に、そして響子に、どう償えばいいのだろう。

『頼む……ストライプ。わがままな俺おれの、最後のお願いだ……お前が──響子を守ってくれ……』

　礼二は最期に、ぼくにそう頼んだ。

　そうだ。

　結局のところ、そうするほか、ないのだ。

　ぼくは響子を守らねばならない。

　礼二を殺した──『ブラックウィドウ』という名の敵から。

　敵は、ぼくたちのすぐ近くに潜んでいる。チェッカーさんはそう言っていた。彼らは校内でウィドウに襲われたわけだから、ヤツはそこに潜んでいる可能性は高い。

　たぶん、ウィドウは学校の人間だ。

　教室のクラスメイト、他ほかの学級、他の学年の生徒、あるいは教師の中の誰だれか。

　響子が兄の行方の手がかりを求めて聞きこみを続ける中、ぼくはひそかにウィドウの正体を知るための手がかりを探していた。しかし、それすらも徒労に終わっていた。

『響子、そろそろ帰ろう』

『──うん』

　その日も、ぼくたちは礼れい二じの行方を探した。当然のように、手がかりなんてどこにもなかった。日はもう沈みかけて、夏の空は紫色に染まりつつあった。

　今この瞬間も、暗い夜道にまぎれてウィドウが襲いかかってくる。そんな可能性もあった。そう、敵がぼくたちを襲うチャンスなんて、今までにいくらでもあったはずなのだ。

　なのに何な故ぜ、今も、そして今までも、ウィドウはぼくたちを襲ってこなかったのだろう？

　そうすることができない理由があるとか……？

　考えても、一向に答えは出ない。

　時折、チェッカーさんたちの気配を感じることがあった。彼らはどうやら、遠巻きにぼくたちの護衛をしつつ、敵の動向を探っているらしい。彼らも響きよう子こを見守っているのだ。……変態ロリコンストーカーが獲物を狙ねらっているようにも見えるが。

　ぼくが考えを巡らせている間も、響子はただ無言で、家までの道のりを歩いていた。礼二のことで感じる後ろめたさと、拒絶されるのではないかという不安で、ぼくは前ほど頻繁に、響子に話しかけられないでいた。

　空がいつのまにか、深い闇やみに染められていた。それはまるで、あの憎きブラックウィドウが、ぼくたちを包み込もうとしているかのようだった。







　やがて、世間は夏休みに入った。響子の通う高校も終業式を迎え、彼女の同級生たちは学業から解放されて、大いにはしゃいでいた。

　ぼくとしても、夏休みがやってくるのは喜ばしいことだった。

　響子が学校にいるときは、ぼくは常に周囲を警戒していた。ウィドウは校内に潜んでいる可能性が高い。それに校内にいると、チェッカーさんたちの目が届きにくいというのも厄介だった。そんなわけで学校にいるときが一番、敵に襲われる可能性が高かったのだ。

　しかし、夏休みになれば学校に行く回数は減る。

　一番危険な場所に行く回数が減るのだから、当然、それは歓迎してしかるべきである。

　響子は夏休みになっても、礼二の行方を探し続けていた。

　友達とも遊ばず、宿題もせず──ただ毎日、礼二の幻影を追っていた。

　ぼくの記憶は蘇よみがえりつつあり、記憶の中の礼二の幻影は、日増しに鮮明になっていった。

　いまだ重要な欠損があるものの、過去の記憶が確固たるものになっていく過程は、嬉うれしくもあり、また懐かしくもあった。その半面、ぼくに礼二の記憶があるという事実は、彼の死を明確に裏付けていくものでもあった。

　……自分の探し求めていたものを、やっと得たはずなのに。

　その喜びは常に、胸を締めつけられるような、深く痛ましい感情と同居していた。







　夏休みに入ったおかげで、ぼくはその日、久々に休息を取ることができた。

　響きよう子こが学校に通っている間はずっと気を張っていたので、精神的な疲れがあった。

　そのために気が緩んで、ついうっかり、休みすぎてしまった。

　眠りから覚めたとき、ぼくは響子の股こ間かんを包んでいなかった。

　それに気づき、呆ぼう然ぜんとする。

　ぼくは今、きれいに畳まれて、ベッドの上にちょこんと置かれていた。

　寝ている隙すきに、響子はぼくを脱いだのか？

　どうしてだ……どうして……そんなことをした……響子……っ！

　狼ろう狽ばいしつつも自力で《伸縮チヤージ》して宙に浮き、響子と念話しようとする。

　しかし、応答はない。

　おかしい……そう思って部屋のタンスを調べると、響子お気に入りのピンクレースちゃんがなくなっていた。

　──そうだ。対パンティスト用の特訓をしたあの夜。ぼくはピンクレースちゃんに植え付けた細胞を戻して、パンテイムを解いた。しかしそのあと、再びテイムしておくのを忘れていた。響子はそのテイムされていないパンツを、穿はいていったのだ。

　ぼくは響子の行動の意図を理解できぬまま、部屋中を探し回った。

　すると、机の上に置き手紙があった。




『少し一人で出かけてきます。ちゃんと帰って来るから心配しないでね　　響子』




　丸文字で書かれたその文面を読み、少なくとも自分が完全に拒絶されたわけではないと理解して、安あん堵どする。

　……でも、こんな状況なのに一人で出かけていって、『心配しないで』なんて、無む茶ちやを言わないで欲しい。

　そこでぼくは、折りたたまれた手紙の中にもう一枚、別の手紙が挟まれていることに気づく。それはやたらとヘタクソな文字で、おまけにひらがなだけで書かれていた。




『きょうこくんはわたしがみはっておく。きみもたまにはゆっくりやすみたまえ。ははは！　　ちぇっかー』




　この手紙は間違いなく、あの変態アメリカ人が書いたものだろう。彼が響子を見張ってくれているなら、ひとまずは安心だ。

　それはともかく……チェッカーさんはどうやって、この手紙を置いたんだ？

　状況的には響きよう子こが自分の手紙を置いていったあと、彼がこの部屋に忍び込んで──ちょっと待った、あの変態は響子の部屋に簡単に忍び込めるのか？　それってかなりヤバくないか？　やろうと思えば、色々とやりたい放題じゃないかっ！

　まぁ、そのことはひとまず脇わきに置いておき、今の状況を頭の中で整理してみよう。

　すぐにでも探しに行くことはできる。しかし響子はわざわざぼくを脱いで出かけたのだ。もしかすると、一人で考えて気持ちの整理をつける、そんな時間が欲しいのかもしれない。

　だとしたら、そうさせてやるべきだ。チェッカーさんが陰で見守ってくれているようだし、今は彼女のために、ほかにやれそうなことをしよう。

　そう結論づけると、ぼくは礼れい二じの部屋に向かった。

　記憶が蘇よみがえりつつある今、再びここを調べれば──いまだ思い出すことができない、ぼくたちがウィドウと戦ったときの記憶──それを蘇らせることが、できるかもしれない。

　ぼくはまず、部屋の押入れを開けた。

　すると、そこに隠れていた作りものの少女が、ぼくを見つめた。




　　　　▽




「──相棒、これは？」

　押入れに妙なものが入っているのを見つけ、ストライプは礼二に聞いた。

「みさこ十四歳。ドールってやつだな」

「何に使うものなんだ？」

「何に使うだって？　そりゃもう色々とあるけど……。基本的には服を着せ替えたり、眺めたり、話しかけたりして、ニヤニヤするためのものだ」

「それはとても気持ちが悪いな」

「おいおい。いくらお前でも聞き捨てならないぜ？　美しいものを愛めでて何が悪いっ！」

「気持ち悪いとは言ったけど、悪いとは言っていない。しかし彼女は何な故ぜ、裸Ｙシャツなんていう破廉恥な格好をしているんだい……？」

「それが彼女にとって一番美しい姿だからだ……と言いたいところだけど、実際は服を買う金がないからだな」

「は……？」

「なにせ、みさこ本体だけでも万札が五枚は必要なうえ、彼女に合うサイズの服も万札一枚で買えれば安いほうだからな。俺おれの経済力じゃ、Ｙシャツを買ってやるだけで精いっぱいだったんだ。ごめんな……みさこ……」

「──これが五万円っ？　このみさことやらは、そんなにするものなのか？」

「あぁ、薄い本が何十冊も買える値段だな」

「きみのその、同人誌換算で価値をはかるクセ、どうにかしたまえよ」

「分かりやすくていいじゃないか。それに、お前だってこの前、熱心に読んでたじゃないか。お気に入りだって知ってるんだからな。……ほら、これだろ？」

　礼れい二じはそう言うと、押し入れの段ボール箱をごそごそと漁あさり、一冊の本を取り出した。

「ああ……うん。その本の、寝ている妹にちょっとえっちなイタズラをするという展開は、非常に興味深いものだった。妹がしまパンだったのも、個人的にポイントが高い」

「ふむ、よく分かっているじゃないか。パンツのくせに」

「とはいえ、現実の妹に本の内容と同じことを実行するのは、オススメしかねる」

「しねぇよっ！　俺おれのは純愛なんだよっ！　そんなことするわけないだろ。……妄想なら毎日してるけど」

「きみの妄想は危険だからなぁ……。例のレイジング・ナイトとか……」

「──やめろっ！　それの話はするなっ！　お願いだから……あれは忘れろっ！」

「それなら何な故ぜ、あのノートをすぐにでも捨てなかった？　きみの変態っぷりには慣れたけどね、ああいう変化球は勘弁してくれないか。アレを読んだときは思わず、自我が崩壊しかけたよ。パンツ生命体に精神攻撃をするとは……きみもなかなか侮れない」

「ゴミに出そうと思ったんだけど、誰だれかに漁られたらと思うと捨てられなかったんだ」

「誰がきみの出したゴミを漁るっていうのさ」

「……響きよう子こかなあ？」

「あの娘こはきみと違って、そんなことはしない」

「俺だって響子のゴミを漁ったりはしねぇよっ！　パンツを穿はこうとしただけだっ！」

「そのほうがよっぽど悪質だよ」

「響子だって、隠れてお兄ちゃんのパンツをクンカクンカしてるかもしれないじゃないか」

「そういう妹がいるのはフィクションの中だけだ。血の繋つながっていない妹がいるだけで、きみの環境はかなり特殊なんだ。それ以上の高望みはやめたまえ」

　礼二とストライプはしばらくそんなふうに言い合って、じゃれていた。

　とてもバカバカしくて──そして、とても懐かしい。

　二人はお互いの心が強く結びついた、理想の親友同士パンテイストだったのだ。

「お前とバカな話をしていたら疲れた。今日はちょっとパソコンだけ見て、寝るとするか」

「勉強はしなくていいのか？　そろそろ中間テストだろ？」

「……パソコンを見るのも社会勉強の一つだ。今日の成果をメモしておかないと」

「なぁ相棒。それについてだが……。そろそろやめないか？　さすがに犯罪はマズイ」

「あのな、ストライプ。大切なものを守るためには、ときには自分の手を汚さなくちゃいけないときだって、あるんだよ……」

　礼二はそう言ってパソコンを起動させると、キーボードでパスワードを打ち込んだ。




　　　　▽




　押入れの少女を見つめながら、ぼくはそんな記憶を思い出していた。

　過去のぼくが言っていた『犯罪』とはなんだろう？

　まさか、礼れい二じはそれに加担していたのか？

　ぼくはまた、危険な爆弾を見つけてしまったようだ。

　犯罪……ぼくたちとウィドウが手を組んでいた？

　いや、そんなバカなことがあるわけがない。

　ぼくは礼二の机に向かう。そして記憶の中で彼がしたように、パソコンを起動させた。

『stripe』

　記憶の中で見たパスワードは、ぼくの名前だった。そんな簡単なものだったのだ。

　キーボードをパンツの端で器用に扱い、自分の名前を英字で打ち込む。

　ユーザーロックを解除したことで、パソコンの中を見ることができるようになったので、電子メールやインターネットの閲覧履歴などをチェックする。しかしそこに目新しい情報はなかった。そのまま続けて、画像フォルダなどを調べていく。

　すると……出てくるわ出てくるわ、秘蔵のエロ画像集が。

　スクール水着や体操服からサンタコスまで、多種多様なコスチュームを着込んだ少女のイラストが、フォルダを開くごとに、まるで源泉のように湧わき出してくる。

　それらは全すべて『メジャーリーグベースボール』や『世界遺産』など、中身とまったく関連性のないフォルダ名がつけられ、巧妙にカモフラージュされていた。

　最初こそ本来の目的を忘れて興味深く閲覧したが、あまりにも膨大な量だったので、画像を丹念に眺めるのはやめにして、真面目まじめに手がかりだけを探すことにした。

　……ん？　なんだこれ？

　画像フォルダの中に一つだけ、テキストファイルがあるぞ？

　気になったぼくは、それをクリックして開いてみる。







　──パンテイム研究メモ──




　ストライプからパンテイムという能力について詳しく聞いたとき、俺おれにある考えが浮かんだ。パンツ細胞によって、ノーマルなパンツを己の分身として遠隔操作できるのならば、《所有者オーナー》もそれをラジコンのように操作できるのではないか。そう考えたのだ。

　ストライプに頼んで調べてみたところ、衣服であればどんなものでもテイムは可能だった。パンテイムは植えつけた細胞の割合によって力が増減するが、研究の結果、力の増減は細胞の割合だけでなく、対象が『パンツであるか否か』という点にも大きな影響を受けることが分かった。

　テイムがもっとも効果を発揮するのはやはりパンツそのもので、ブルマや水着ではその効果は著しく減少した。シャツやコートとなると、パンツ細胞の影響を受けていることこそ確認できたものの、媒介としての能力は実用範囲外にまで弱まってしまった。

　パンテイムの力が対象となるパンツの大小に影響するかどうかについても調べてみた。実験用に購入した六分の一サイズのドールパンツにテイムをして、竜りゆう同どう院いんに渡すために買った普通のパンツと比較してみたのだ。結果として、パンテイムはサイズの大小による影響を受けないことが分かった。

　調査の結果、その原理までは分からなかったが、対象のパンツとしての『概念』が重要なのだと、俺おれは結論づけた。

　次にストライプに頼んで、テイムされたパンツが得た視覚情報を、俺の脳に直接送りこまれるようにしてもらった。これはかなりの離れ業だったらしく、ストライプに何度も文句を言われるはめになった。

　そうして調査や実験を重ね、完成したのが《パンテイム偵察機》だ。

　これはその名の通り、偵察行動に特化したパンツである。六分の一サイズのドールパンツにテイムを施したことで、その大きさを親指ほどに縮め、調査対象に気づかれにくくしたのだ。

　試験運用は良好だった。《パンテイム偵察機》から送られる視覚情報は、普段なら決して見ることのできない、新鮮な景色だった。

　その調査によって得られた結果は以下の通りである。

　クラスの女子の穿はいているパンツの数は、白が三、水色が五、ピンクが十。他ほかは柄ものが多く、しまパンを穿いている女子は二名ほどしかいなかった。職員室にも潜入し、桃もも山やま先生も調べてみると、彼女は黒のパンツを穿いていた。何よりも驚いたのはピンク率の多さと、桃山先生がエロい黒パンツを穿いていたことだろう。

　俺が偵察機を用いてこんな犯罪めいたパンツチェックをしたのは、何もいかがわしい目的のためではない。あくまでこれは調査なのだ。響きよう子こを狙ねらっている敵がパンティストであると判明したため、そいつが学内に潜んでいるかどうかを確認する必要があったのだ。

　もちろん、これで敵を見つけ出すことができるかといえば、その可能性は低いといえる。

　しかし、どんな小さなことでも、やってみる価値はあるだろう。

　決して、いかがわしい目的でしているわけではない。







　……読んでいたら、めまいがしてきた。

　礼れい二じは、なんてバカなことをやっていたのだろう。

《パンテイム偵察機》という発想自体は興味深かったものの、このテキストファイルにも、ウィドウに繋つながる手がかりはなさそうだった。

　パンツチェックの結果はそのあとも続けて書かれていたので、一応、ざっと読んでみる。

　すると、おかしなことに気づいた。

　──試験運用その二　今日も桃もも山やま先生は黒だった。愛用しているのだろうか？

　──試験運用その三　今日も桃山先生は黒だった。いくつ持っているのだろうか。

　──試験運用その四　今日も桃山先生は黒だった。先生は彼氏に、常に黒い下着を穿はけとでも強要されているのだろうか。

　あとに続く調査結果も全すべて、桃山先生が穿いていたパンツは黒だった。

　それを読みながら、ぼくは嫌な予感を抱いた。

　響きよう子こがもし……これと同じように、誰だれかにパンツチェックされていたとしたら。

　それはこの、桃山先生と同じような結果になるはずだ。

　姫ひめ川かわ響子は常にしまパンを穿いている。

　それは何な故ぜか？

　姫川響子はしまパンに寄生されたパンティストだからだ。

　桃山先生は常に黒パンツを穿いている。

　それは何故か？

　桃山先生は────。




『校内でキミたちとはじめて出会ったとき、ワタシはウィドウと戦っていた。ヤツは黒いレースのパンティストだ』

『ヤツはどこか、キミたちのすぐ近くにまで潜んでいる』




　頭の中で、チェッカーさんの言葉がくり返される。

　もしや……桃山先生は……。

　そこで突然、窓からゴトッと大きな物音がした。

　ぼくは反射的に身構えてしまう──まさか、ウィドウが襲ってきたのか？

　いや、どうやらそうではないようだ。

　窓の向こうにいたのは見覚えのあるアメリカ人だった。嫌な予感がしたのですぐに窓ガラスを開け、チェッカーさんを部屋の中へ招き入れる。彼の顔は苦く悶もんに歪ゆがんでいた。

「やられた……すまない……ストライプ……」

「何かあったんですかっ──？」

「ヤツだ……ウィドウが響きよう子こクンをさらっていった……ワタシはヤツと戦ったが……力及ばず……」

　その言葉を聞いて、ぼくは絶望した。この男でも倒せないほど、敵は強大なのか？

「そんなっ！　なんで……響子はっ！」

「ワタシもタンを捕らえられてしまった……。組織に応援を頼もうにも……人質を取られてしまっては……」

　チェッカーさんの姿をよく見ると、頭にいつものブラジャーがなかった。

　敵は狡こう猾かつにも、ぼくとチェッカーさんの大切なものを人質に取ったのだ。

　しかし何な故ぜ、そんな回りくどいことを……？

「ウィドウは……響子の担任の、桃もも山やま先生だったんですか？」

　ぼくの言葉に、チェッカーさんは驚いたように目を見張った。

「どこでそれを知った……？」

　チェッカーさんの反応を見て、ぼくは確信する。

　敵がその正体を現したのだ。

　やはりウィドウは──響子の担任の桃山先生だった。

　あのおっとりとして優しい美人教師の本性は、凶悪な犯罪者なのだ。

　桃山先生は、礼れい二じのことをよく知っていると言っていた。

　礼二がどうなったのかもよく知っていただろう。自ら彼に手を下したのだから……。

　しかし、今さら気づいても、何もかも遅かった。

　響子は敵の手に堕おちてしまった。

　夏休みに入ってから、ぼくは油断していた。敵はその気のゆるみを突いてきたのだ。

　やはりすぐにでも響子を追いかけて、外に出るべきだった……。

「……ヤツは言った。今日の夜十時、キミを連れて学校の体育館へ来いと」

「敵は何故、そんな回りくどいことを……？　何が目的なんです……？」

「それはワタシにも分からない。……すまない、ストライプ」

「チェッカーさん、謝らないでください。油断していたぼくが悪いんです。それに響子を守ると……ぼくはそう誓いました。だから……やるべきことは一つです。今は他ほかのことなんて、考えている場合じゃない。今日の夜、その場所に行って──」

「──ウィドウを倒す。しかし、それができるのか？　キミとワタシだけで」

　チェッカーさんは問いかけるように言った。

　状況は最悪だ。

　ぼくもチェッカーさんも自分の相棒を人質にとられて、満足に戦えない。

　相手は万全な状態のチェッカーさんたちをも倒す、凶悪犯。

　万に一つでも勝てる見込みはない。

　だけど……それでも──。

「ぼくは必ず、響きよう子こを助けてみせます。そして証明します。ぼくと響子……そして礼れい二じの、心の繋つながりの強さを──」

　ぼくは決意した。

　すると心の奥底から、何か、途方もなく激しい感情が、湧わき立っていった。







　今すぐにでも、響子を探しに行きたかった。

　しかしウィドウがどこにいるのか分からないし、響子が人質に取られている以上、ヘタに動けば相手が何をするか分からない。

　はやる気持ちを抑え、約束の時間になるまで、待ち続ける。

　その間ずっと、ぼくの心の中では、後悔の波が洪水のように押し寄せていた。

　響子は無事だろうか。

　ウィドウは響子にひどいことをしていないだろうか。

　チェッカーさん、あなたが響子を見張っていると言ったから……。

　いや、悪いのは響子を一人で行動させたぼくだ。

　そもそも、心のどこかで敵を侮っていた。

　ウィドウの襲撃は今まで一度もなかった。

　だから今日も大丈夫だと、そんなふうに考えていた。

　その油断のせいで、響子が……。

　──ぼくの大切な響子。

　そうだ、ぼくには響子しかいない。

　響子はぼくの全すべてだ。

　あの、直情的で、わがままで、愛らしい、ぼくの響子。

　ぼくがパンツだからじゃない。

　響子が《所有者オーナー》だからじゃない。

　そんな理由だけじゃない。

　ぼくはただ、響子が好きだ。

　それを伝えたかった。

　きみにまた、怒られたい。きみとまた、笑いあいたい。

　そのためにもぼくは必ず──きみを助ける。

　約束の時間が近くなると、部屋で待機していたチェッカーさんとともに学校へ向かった。







　空は闇やみに染まっていた。

　人ひと気けない夜の校庭は薄暗く、敵がどこに潜んでいるか分からない。

　周囲を警戒しながら進み、約束の場所の体育館へとたどり着く。

　辺りには照明も点ついておらず、ただ暗くら闇やみと静寂だけが広がっていた。

　……響きよう子こはどこだ？　ウィドウはどこに潜んでいる？

　警戒を保ちながら体育館の中へ入っていくと、ふいにピアノの旋律が聞こえてきた。

　ステージ脇わきにあるピアノを、誰だれかが弾いている……。

　モーツァルト　レクイエム ニ短調　Ｋ・６２６──この曲を弾いているのは、やはり。

「どこだウィドウッ！　出てこいっ！」

　旋律の鳴り響く暗闇に向かって、叫ぶ。

　するとステージ上に設置されたスポットライトに、明かりが灯ともった。

　照らされたステージの中央──そこに響子の姿はあった。

　パンツを結び作られた布の鎖によって、彼女の小柄な身体からだは宙に吊つるされていた。

　その凄せい惨さんな姿に、ぼくの心が悲鳴をあげる。

「響子っ！」

　ぼくは彼女のもとへ向かおうとした。しかし脇にいたチェッカーさんが、身体の端を引っ張って制止する。彼の視線は、冷静になれと告げていた。

　チェッカーさんの相棒タンも、響子と同じようにステージに吊るされている。彼もぼくと同じ気持ちのはずだ。しかし彼は己の内なる激情を抑え、状況に冷静に対応していた。

「──よく来たわネ。もう、待ちくたびれちゃったわヨ」

　ピアノの旋律が鳴り止やみ、ステージに一人の女性が現れる。

　やはり……ぼくも知っている、あの桃もも山やま先生だ。

　しかしその声はまるで違っていた。妙に甲高い、耳障りな声が体育館に響いている。

「やっぱり……あなたが……ブラックウィドウだったのか……」

「フフ、もう、その名を知っているのネ？　そうヨ、初めましてと言うべきかしラ。ワタシの可愛かわいい同胞──ストライプ」

　そう言って桃山先生、いや、『ブラックウィドウ』は不敵に笑う。その表情はいつもの優しい先生のそれではなく、瞳ひとみに宿っているのは、妖よう艶えんで危険な──狂気のみだった。

「ぼくはお前の同胞なんかじゃない！　お前は忌まわしい殺人パンツだ！」

「アラアラ、言ってくれるじゃないノ。ワタシがこの可愛い響子チャンとアナタを、引き合わせてあげたのヨ？」

　ウィドウが何を言っているのか、ぼくには分からなかった。

「言葉の意味がよく分からないって感じネ。いいワ、先生が教えてあげル。まだ自我を持っていなかったアナタを、響子チャンの家へ送ったのは、ワタシヨ」

「なんだって……？」

「あのときはまさか、アナタが姫ひめ川かわ礼れい二じに寄生することになるなんて、思わなかったけどネ。おかげで計画が狂っちゃったワ。でもアレはアレで面白かったから、許してあげル」

　ぼくはその言葉に困惑していた。そこにチェッカーさんが口を挟む。

「何な故ぜ、そんなことをした？　ウィドウッ！」

　ウィドウは彼をあざ笑うように、口元を吊つり上げ、不気味な笑みを作る。

「無能な《ＬＯＲＩ》には分からないわヨ。アナタたちは全然ダメネ。ワタシはアナタたちよりずっと早くに響きよう子こチャンを見つけていたワ。そして響子チャンを《至高の乙女ベスト・パンテイスト》として覚かく醒せいさせるために、それはもう色々なことをしたワ。ストライプをこの娘この下へ送ったのもその一つネ。なるべく早く資質を覚醒させる必要があっタ……ワタシ、本当に苦労したノ。単独行動だったから、上の連中にバレないよう──気を使ってネッ！」

　上の連中？　ウィドウもチェッカーさんのように、どこかの組織に所属しているのか？

「響子クンを《至高の乙女》として覚醒させて、どうするつもりだ！」

「それはもちろん──食べるためヨォ」

　ウィドウはそう答えると、吊るされた響子に向けて噛かみつくような仕草をした。

　響子を食べるだって……？

「バカを言うな！　他ほかのパンツ生命体の《所有者オーナー》を食うなど──」













「アナタたちの考えは古いのヨ、チェッカー。《所有者オーナー》ですっテ？　まったくバカげているワ。ワタシたちより脆ぜい弱じやくな生きもの……それを何な故ぜ、《所有者》などと呼ばなければいけないノ？　ワタシたちはとても高尚な存在ヨ。そう──真の《所有者》は、ワタシたちパンツであるべきなノ。パンツは『所有』されるために存在しているのではなイ。パンツこそが脆弱な生きものたちを所有し、支配するべきなのヨ」

　……パンツが《所有者》を支配？　そんなものはもはや、パンツとは呼べない。

　宿主の養分を搾取し、その身を蝕むしばむ、悪質な寄生虫だ。

「だけど、パンツ生命体の自我が脆弱なのも事実だワ。だからワタシたちは、他ほかの知的生命体に寄り添い、服従するしかなかっタ。しかし……深しん淵えんなる知識を持つパンツは、その呪のろわれた宿命すら乗り越えたのヨッ！」

　ウィドウは口元を歪ゆがめながら、なおも弁舌をふるう。

　しかしぼくはヤツの言葉の意味が分からず、困惑していた。

「寄生した対象の心を食べちゃえばいいのヨォ。ワタシたちの組織は、寄生対象の意識に侵入し、主従関係を逆転させる手段を編み出したワ。この女がそうヨ。……彼女はね、ワタシに支配されているノ。強い暗示をかけられ、意のままに操られる哀れな人形。本人は寄生されている自覚がないから、正体をごまかすときはとっても便利ヨ？　ウフフフ……。もう、パンツが穿はかれる時代は終わっタ。これからはパンツが──人を穿くのヨ！」

　そんなバカな話があるか？　パンツが人を穿くなんてことが。

　……あっていいはずがない。

「ワタシもネ、組織に入ったはいいけど……上の連中が威張りちらしているのが、ドーシテモッ！　気に食わなかったのヨネェ……。ソイツらをずっと、引き裂いてやりたいと思ってタ。だけど今のままじゃとても勝てそうにないかラ……どうしようかと思ってたノ。そしたら偶然、この星で響きよう子こチャンを見つけたノ。もうラッキーよネェッ！　だからワタシは彼女を覚かく醒せいさせて、乗り換えようと思ったワケ。やっぱり乗るなら軽自動車よりスポーツカーのほうがいいわよネ、みたいな感じヨォ」

　ウィドウはそんな恐ろしい話を、世間話でもするような口調で語っていた。

　違う……。《所有者》は車じゃない……。

　響子は『もの』なんかじゃないっ！

「パンツは所有されているだけじゃないっ！　繋つながっているんだっ！　互いの心を強く結びつけて……。ウィドウッ！　響子を返せよっ！」

「うーん。アナタの頼みなら、別にいいわヨン」

　意外なことにウィドウはそう言って、響子を吊つるしていたパンツの鎖をあっさり解いた。響子の身体からだがステージの床に崩れ落ちる。その様子を見て、彼女はすでに死んでいるのではないかと、耐えがたい不安にかられた。

　チェッカーさんが制止するのも聞かずに、ぼくは響きよう子この横たわるステージへと向かう。

「──響子っ！」

　響子のところへ行くと、すぐさま彼女のスカートの中へと侵入する。

　……大丈夫だ、まだ生きている。

　ぼくは響子の股こ間かんを包み込みながら、その事実に安あん堵どした。

「──あなたは動いちゃダメ。そこでずっと立ってなさァイ」

　ウィドウが、チェッカーさんに向けて言い放つ。響子と一緒に吊つるされていたはずのタンの姿がない──ぼくがステージに向かった隙すきを突き、敵も動いていたのだ。

　いつのまにかウィドウはバスケットゴールのボード上に立ち、タンを握りしめていた。

「くっ……！」

　チェッカーさんが悔しそうにうめく。その姿を見下ろしながら、ウィドウは恍こう惚こつとした笑みを浮かべていた。彼とウィドウは今、お互いに少し離れた位置で対たい峙じしている。

　やがて響子が意識を取り戻した。

「あ……あれ？　わたし、どうしたの……かな？　ここって体育館……？」

「響子っ！　大丈夫か！」

「えぇ？　なんでストライプが？　あれれ？　どうしてわたし、あなたを穿はいてるの？」

「……何も覚えてないのか？」

「覚えてないかって……？　あ、そうだ……街で桃もも山やま先生に声をかけられて……それで……って先生！　何してるんですかぁっ！」

　響子は、バスケットゴールの上に立っていた桃山先生──ウィドウの姿を見て驚いていた。たしかに事情を知らなければ、何事かと思うだろう。

「ヤッホー！　響子チャァン。気分はどうかしラ？」

「そんなところに立ってないで、すぐに降りてください！」

「もう響子ちゃんたラァ、本当におバカさんネ。何かおかしいって思わないノォ？」

「え──？」

　響子は口を半開きにして間抜け面を晒さらした。完全に状況を理解できていないようだ。

「響子……。桃山先生が礼れい二じの仇かたき……ブラックウィドウだ……」

「へっ？　何それ？　……嘘うそでしょ？」

　そこで会話にウィドウが割り込んできて、ぼくの言葉を訂正した。

「ちょっとォ、さっき説明したでしょォ。ワタシが乗っているこの女は、あなたたちの仇じゃないワヨ。この女はワタシに支配されている自覚すらないんですもノ。もちろん、自分の手でアナタのお兄さんを殺したことも知らないのヨ？　だから、この女は何も知らずに自分が殺した生徒を心配している、愚かな操り人形ってワケ。アハハハハッ！」

　ウィドウの言う《所有者オーナー》の支配──そのなんとおぞましいことか。

　響きよう子こはただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　状況を理解できていないのか。それとも、無慈悲な現実を受け入れられずにいるのか。

「──あああああああああああああああああああっ！」

　突如、響子は立ち上がり、そして叫んだ。そのままぼくの端を引っ張ると、パンツをパチンと鳴らし、跳躍しようとした。だが……。

「アラ？　先生を殺そうとするノ？　この女はなにも知らないのニ？　アナタの優しい先生なのニ？　それでもアナタは殺すのかしラ。ワタシへの復ふく讐しゆう、そのためだけニ」

　ウィドウの言葉を聞いて、響子の動きが止まる。

　響子が解放された今、人質はタンだけだと思っていた。

　しかし、そうではなかった。

　ヤツに支配された《所有者オーナー》──優しい桃もも山やま先生もまた、ぼくたちの人質なのだ。

「うっ……」

　響子はウィドウを見つめたまま、立ち止まる。その手は固く握りしめられていた。

「アナタのお兄さんは本当に優しい子だったワ。今言ったのと同じ言葉を使ったラ、カレ、ボロボロになっても反撃できずにいてネ。最後は逃げられちゃったケド……。でも、うまく逃げても結局死んじゃったら、意味ないワヨネッ！　アハハハハハハハッ！」

「なんで……。なんで、そんなひどいことをするの……？」

　響子はすでに戦意を喪そう失しつしていた。その瞳ひとみから涙がぽろぽろとこぼれ落ち、体育館の床に小さな点を描く。その姿を見て、ぼくの心の奥底から激しい怒りが湧わきあがってくる。

「アララ、泣いちゃっタ？　ごめんネ。でも、アナタもイケないワ。アナタがストライプに最初から寄生されていれば……こんなことにはならなかったのヨ？　もう早くしてヨ、響子チャン。先生は……焦じらしプレイはキライなノッ！　今すぐ《至高の乙女ベスト・パンテイスト》として覚かく醒せいしてちょうだイ。そうすれば、今乗っているこの女は解放してあげてもいいワヨン」

　ウィドウはケタケタと不快な笑い声をあげ、響子を執しつ拗ように虐いじめた。

　……もう、我慢の限界だ。

　今すぐにでも、ウィドウの身体からだを引きちぎってやりたかった。

　だが、ヤツは桃山先生の肉体に寄生している。これではどうやって手を出せばいいのか分からない。攻撃しようとすれば、先生の肉体をも傷つけてしまう。

　おまけにウィドウは、響子の身体に乗り換えようと考えている。ヤツからすれば、先生の肉体がどうなろうと関係ないのだ。最終的に自分が勝利すればいいだけなのだから……。

　ぼくと響子は今、互いの身体を強く結びつかせ、完全なパンティストになっている。

　しかし依然、状況は最悪なままだ。

　ぼくたちは桃山先生に攻撃できない。ウィドウも響子を殺すつもりはないはずだが、それでも死なない程度に、痛めつける気ではいるだろう。

　もしそうなってしまったら……響きよう子こは自我を乗っ取られてしまう。

　パンツに支配される──それは死よりも恐ろしいことかもしれない。

　この状況を突破するにはまず、タンの能力で先生の肉体を拘束し、その動きを封じなければならない。

　しかしぼくたちがその手段を使うしかないことを、敵は十分に承知している。切り札はすでに敵の手中にある。タンはいまだ目覚める気配がなく、チェッカーさんは相棒を盾にされ、どうすることもできずにいた。

「助けて……ストライプ……お兄ちゃん……」

「……」

　響子が、泣いている。ウィドウに、泣かされているのだ。

　それなのに……ぼくは無力だった。打つ手はなく、何もできずにいる。

「もう、響子チャンたらァ。そうやって泣いていれば、誰だれかが助けてくれるとでも思っているノ？　ダメヨォ。お兄さんはもういないんだシ、ストライプは無力なパンツなんだかラァ。ほら……自分でなんとかしなサァイ……早く力を覚かく醒せいさせてヨォ……。じゃないト……先生……我慢の限界ナノヨォオオ──ッ！」

　ウィドウが突如スカートに手をのばし、パンツをパチンする。そして跳躍した。

　驚くべきことに──跳躍しても、ヤツの身体からだが床に着地することはなかった。

　ウィドウは空中を浮遊していた。

「──っ！」

　響子は声も出せないほど驚いていた。ぼくとチェッカーさんも驚いていた。

　ウィドウはテイムした黒パンツの片方の穴に右手の人差し指を通し、パンツを回転させていた。その回転力によって、ヘリコプターのように滞空しているのだ。

　まさか……こんな方法で《所有者オーナー》の身体を飛ばすことができるなんて……。

　そんなふうに驚いている間もなく、ウィドウが攻撃をしかけてくる。

　無数の白パンツがその後方から現れた。間違いなく、ウィドウがテイムしたパンツだ。事前に細胞を植え付けて、バスケットゴールの裏に潜ませておいたのだろう。

『──響子っ！　パンツをパチーンするんだ！』

　ぼくは念話で叫んだ。なかば放心していた響子もそれで我に返り、即座に戦闘態勢に入った。スカートに手を入れ、目一杯に力を込め、ぼくの両端を引っ張った。

　パチン──という音が、体育館中に響きわたり、戦いの始まりを告げた。

　狼おおかみが獲物を狩るように、次々とウィドウの分身が迫る。

　響子はその全すべてを、最小限の動きで回避した。

　すると、ヒューッ！　と口笛の音が響く。

　ウィドウが余裕の表情で響子の動きを称賛していた。

「ひよっこのクセにやるジャナァイ。でも、逃げてもむだヨォオ！」

　攻撃をかわされたウィドウの分身たちがブーメランのように方向転換し、再び迫る。

　響きよう子こはそれをまた、無駄のない動きでかわしていく。ヤツの攻撃はチェッカーさんを倒すほどの実力者にしては遅く、単調だった。ぼくはそれに嫌な予感を抱く。

『響子……気をつけろ。きっと、何か罠わなを仕掛けてくるはずだ！』

『分かったっ！』

　ウィドウが何度もパンツを射出し、波状攻撃を仕掛けてくる。響子はその全すべてをすんでのところでかわしていた。

　しかし……避よけ続けるだけではどうにもならない。

　このままではエネルギーが切れてしまう──まさか、敵の狙ねらいはそれか？

『しょうがない……響子っ！　多少の攻撃なら、先生の肉体だって耐えられるはずだっ！　ヤツを攻撃して……動きを止めるしかない！』

『でもっ！』

『やるしかないんだっ！　このままだと、いずれは攻撃を避けられなくなるっ！　きみがやられたら何もかも終わりなんだぞ！　ぼくはきみだけでも助けたいっ！』

　そう強く念話すると、響子は迷いながらも、ぼくの指示に従った。

　響子は敵の攻撃を避けながら宙を舞い、一度、床に着地する。そこでパンツをパチンしてエネルギーを充じゆう填てんしたあと、床を蹴けり、再びロケットのように加速した。

　目標は──体育館の天井に滞空しているウィドウだ。

「アララァ？　殺すノォ？　響子ちゃんはお兄さんと違って……怖いわネェェ！」

　ウィドウがケタケタと笑っている。その、なんと醜悪な表情か。

　響子は加速した勢いに乗ったまま、ウィドウのわき腹めがけて蹴りを放とうとする。

「──響子クン！　気をつけろ！　上だ！」

　そこで突如、背後からチェッカーさんの声が響いた。

　響子はとっさに攻撃を止め、身体からだを仰のけ反ぞらせる──直後、頭上から黒いものが伸びた。それは響子のわき腹をかすめ、そのまま地面に突き刺さった。

　黒いものはウィドウがテイムしたパンツだった。

　地面に突き刺さるほどの威力──それは他ほかのパンツより植えつけた細胞の割合が多い、非常に強力なパンツによる攻撃だった。

「アアン、惜しかったワァ。もう、チェッカーったら、イケない子なんだかラァ」

　悔しそうなウィドウの声。その瞳ひとみが妖あやしく光を放つ。

　ヤツの視線はチェッカーさんに向けられている──待て！　何をする気だっ！

「チェッカーさん！　逃げろっ！」

「──ぐはあっ！」

　叫んだときには手遅れだった。地面に突き刺さっていたはずの黒パンツが、一瞬にしてチェッカーさんの背中を貫いていた。

　彼は今、タンを装着していない。生身の状態であの攻撃を食らったら……。

　暗く静かな体育館に、人の倒れる、鈍い音が響いた。

『響きよう子こっ！　ぼけっとするな！』

『……っ！」

　チェッカーさんが倒れる姿を呆ぼう然ぜんと見ていた響子を、ぼくは叱しつ咤たした。

　彼女は戸惑いつつも、ウィドウと距離をとるために一度、後方へ跳躍する。

　暗がりの中で、倒れたままのチェッカーさんがうっすらと見える。

　……はたして息はあるだろうか。今はそれを確認する余裕すらない。

「チェッカーったら根性がないんだかラァ。ほんとに《ＬＯＲＩ》は無能で面白くないワ」

　ウィドウはそう言って、タンを左手から放ほうりなげた。タンはいまだに目を覚ます気配はなく、体育館の床の上にパサリと落ちた。

　……もし今タンが目覚めたとしても、チェッカーさんがあれでは、先生の身体からだを拘束する手段は使えない。もはや犠牲を払わずに敵を倒す手段は、一つもなかった。

『響子、覚悟するしかない。先生を殺してでも、ウィドウを止めるんだっ！』

『えっ……？　そんな……でもっ！』

『手加減して倒せる相手じゃないっ！　このままだときみがっ──！』

　響子は先生の肉体を傷つけることに躊ちゆう躇ちよしていた。そのために動きは鈍り、まだ一度も有効な攻撃を与えられていない。かつて礼れい二じとともにウィドウと戦ったときも、今と同じような状況になってしまったのだろう。

　ぼくたちは今、敵の狡こう猾かつな罠わなに追い詰められ、なすすべもなく蹂じゆう躙りんされていた。

「──あっ！　きゃああああああああああっ！」

「──響子っ！」

　暗がりの中で目を引く白のパンツが、不規則な動きで響子の視線を誘導し翻ほん弄ろうする。その隙すきをつき、闇やみに紛まぎれ不可視の刃やいばとなった黒パンツが、彼女の肌に無数の傷を刻んでいく。

「……っ」

　やがて響子は床に膝ひざをつき、力なく倒れた。

　彼女にはもはや攻撃するどころか、立ち上がる力すら残っていなかった。

『わたしはもうダメ……。ストライプ……あなただけでも……逃げて……』

『バカ言うなっ！　しっかりするんだ……負けちゃダメだ……こんなやつにっ！』

　ぼくの意識の中で、今の状況と、遠く悲しい記憶が重なり合っていく。

　このままではあのときと同じだ。

　また何もできないまま……大切なものを失うのか？

「アラアラァ、もうおしまいかしらラァ？　でも、おかしいわネ……。これだけ痛めつけても覚かく醒せいしないなんテ。まだ苦痛が足りないのかしラ？　ネェ、響きよう子こチャン、《至高の乙女ベスト・パンテイスト》の資質なんてありませんでした……なんてこと、ナイワヨネェエ……？」

　ぼくと響子の意識が朦もう朧ろうとしていく中、ヤツの声だけが静かな体育館に響いていた。

「しょうがないわネ。響子チャンにとっておきのものを見せてあげるワ」

　──何をする気だ！

　そう言いたかったが、もはやぼくも、声すら出せないほど弱っていた。

　ウィドウのとっておき……ヤツはまだ何か、凶悪な攻撃手段を残しているのか？

　ウィドウが動きはじめる。それでもぼくは、何もできない。

　響子もひどく弱っていて、とても動けそうにない。

　いったい何をする気なのか。ぼんやりとした意識のまま、必死に考える。

　しかしヤツは、ぼくたちに何もしなかった。

　こちらを見向きもせず、ステージの奥へと消えていく。

　ややあってから、ウィドウが戻ってきた。

　そして──響子とチェッカーさん以外にもう一人、体育館の床に人が転がった。

　ヤツはステージの奥に隠していたそれを、わざわざ響子の前まで引きずってきたのだ。

「ホラ、響子チャン。お兄ちゃんに会いたかったんでショ？　優しい先生が……会・わ・せ・て・あ・げ・ル」

　狡こう猾かつな悪魔はそう言って、ケタケタと笑った。

　目の前に転がったものを見ようと、響子が顔をあげる──。

『ダメだ！　　それを見ちゃ──ダメだっ！』

『っ……！』

　遅かった。響子は朦朧としながらも、それをしっかりと見てしまった。

『……あ……あ……ああああああああああああああああああああアアアッ！』

　響子の心が悲鳴をあげる。その悲痛な声が、ぼくにも伝わってくる。

　彼女が見たのは──ずっと探していた自分の兄の姿だった。

　それはまるで蝋ろう人にん形ぎょうのように、生気がなかった。

『響子……響子……』

　もうダメだ。響子の心が壊れていく。

　深い絶望、悲しみ、怒り──それらが彼女の中で交じり合い、狂気へと変わっていく。

「アラ……？　壊れちゃったかしラァ。さすがにやりすぎたかしらネェ。アナタがうまく覚醒しないときのために、姫ひめ川かわ礼れい二じの死体を探して、冷凍保存しておいたノヨォ」

　ウィドウの笑う声が、聞こえた気がした。

　その直後、響子が立ち上がる──そんな気力はもう、残っていなかったはずなのに。

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアア────ッ！」

　響きよう子こが叫んだ。

　その叫びは野生の獣のようだった。現実に耐え切れず、彼女は正気を失っていた。

　豹ひよう変へんした響子の気迫に気け圧おされ、ウィドウは素早く跳躍して距離を取った。

　……響子の中で、何かが起こっている。

　ぼくはそれを、朦もう朧ろうとした意識の中で感じていた。

「アハハッ！　キタワァ！　苦労した甲か斐いがあったワァッ！　《至高の乙女ベスト・パンテイスト》は苦痛によって解放される……あの伝承は真実だっタ！　サァ見せてごらんなさイ！　その力ヲ！」

「あああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　その咆ほう哮こうで体育館が揺れる。響子はもはや、人ではなかった。

　彼女はそのまま乱暴にスカートへ手を入れ、ぼくを引きちぎらんばかりに引っ張った。

『響子……正気に返るんだ！　──ぐああああっ！』

　バチィィーンッ！　という音が雷鳴のように轟とどろく。あまりの《伸縮チヤージ》の激しさに、ぼくは苦痛を感じて悲鳴をあげた。覚かく醒せいした響子が、体育館の床を蹴けった。

　空中で静止していたウィドウは、周囲にいる分身たちを操り、それを響子に向けて射出──しようとしたところで、響子がヤツのわき腹へ蹴りを放っていた。

　彼女に穿はかれているぼくですら、その一連の動作を自覚できなかった。

「──アハッ！」

　しかしウィドウはその一撃を、回転するパンツを盾にして防いでいた。

「グアアアアアアッ！」

　響子が怒ど涛とうの勢いで攻撃を繰り出していく。獰どう猛もうな獣のように腕を振り上げ、壊れた機械のように足を回し、その身体からだ全すべてを武器にして、目の前の憎き敵を抹殺せんとする。

「アラアラァ、ダメヨ。いくら早くても、そんな単調な動きじゃ当たらないわヨォォッ！」

《至高の乙女》として覚醒した響子は、今までとはケタ違いの動きを見せている。

　それなのに──ウィドウはいまだ涼しい顔のまま、彼女の攻撃をさばいていた。

『響子……このままじゃダメだ……落ち着け……冷静になるんだ……』

　ぼくは必死に、響子の意識に呼びかける。しかし、それは思うようにいかない。

　覚醒した響子は、ぼくのエネルギーだけでなく、意識まで吸収しているかのようだった。

　心が──ぼくが、崩壊して、いく。

「ホラァ！　響子チャン！　もっと、もっとヨォオ！　最後の仕上げヨ！　あなたの大切なお友達、ストライプを食べちゃいナサァァイ！　それによって覚醒は遂げられるのヨ！」

　消えつつある意識の中で、ウィドウの耳障りな声が響いた。

「まったく面倒な話ヨネ。《至高の乙女》は覚醒時、寄生したパンツ生命体の自我を崩壊させるだなんて。ストライプちゃん、生いけ贄にえになってくれてありがとネェ。アハハハッ！」

　そうか……。それでウィドウは自分では寄生せず、ぼくを響きよう子この元へ送ったのか。

《至高の乙女ベスト・パンテイスト》を覚かく醒せいさせる──その生いけ贄にえとするために。

　全すべてはヤツの手のひらの上でのことだったのだ。なんて傲ごう慢まんで理不尽な所業か。

　絶対に許さない……お前だけは……。

　しかし、必死に抗あらがおうとしても、自我の崩壊は止まらない。

「アアアアア！　……アア！」

　響子の身体からだがウィドウの放ったパンツで拘束されていく。正気を失ったままの彼女はパンツの鎖に縛られ激しく暴れるが、次第に力を消耗し、その動きは弱まっていった。

　このままでは、響子はヤツに支配されてしまう。

　ぼくがきみを守ると……そう約束したのに。




『そうだよ──相棒』




　ふと、懐かしい声が聞こえた。でも、それが誰だれの声なのか、分からない。

『あの娘こを守るって言ったのは、きみだろ？』

『誰……だ？』

『忘れたのかい？　そろそろ思い出してほしいんだけどね』

『何を……？』

『自分の、名前をさ』

　……ぼくの名前はストライプだ。

『ほら、あの娘が泣いているよ。こんなときはお兄ちゃんの出番じゃないか。いいかい？強い意志を保ちさえすれば、覚醒の波に呑のまれることなんてないんだ。何な故ぜならきみの意識は、あの娘と対等なのだから……』

　お兄ちゃん……？

　響子の兄、礼れい二じは今、冷たい身体を体育館の床の上に晒さらしている。

　いや、違う。あれは抜け殻。

　ただの抜け殻だ。

　そこに──心はない。




『さぁ、妹を泣かせたヤツをぶっ飛ばそうじゃないか。相棒』




　心の奥底でずっと眠っていた何かが、最後の扉を開く。

　──ぼくの名前はストライプ。

　──違う。

　──俺は。




　　　　▽




　記憶の扉から、洪水のように押し寄せる思い出の数々。

　その中で、誰だれかが叫んでいた。

「頼む……ストライプ……」

「ダメだ……きみが守れ！　ぼくはあの娘この面倒なんて見ないぞ！」

　ストライプの言葉に、俺おれは絶望した。

　それでは響きよう子こはどうなってしまう？

　あんな近くに、敵が潜んでいるというのに。

「俺にはもう無理だ……それともお前は……今の俺を助けることができるのか？」

「ああ」

　ストライプはそう言ったけど、それが無理なことくらい分かっていた。

　この傷ではもう、助からない。

「嘘うそを言うなよ……お願いだから……響子を」

「嘘じゃない。きみを助ける。ただし──きみがパンツになるんだ」

「──は？」

　ストライプの言葉の意味がよく分からなかった。

　こいつ、何を言ってるんだ？

　俺は死にかけなんだぞ。冗談はよせ。

「パンツ生命体は《所有者オーナー》の意識に侵入することはできない。それは以前、きみに話したよね？　パンツはその自我の脆ぜい弱じやく性せいゆえに、寄生し強く結びついた《所有者》の意識に侵入しようとすると、そのまま《所有者》の意識に呑のみこまれてしまう。ウィドウはその前提を覆すことができると言っていたけどね。ヤツは『支配』と言ったか」

「それが……どうしたって言うんだ？」

「パンツ生命体は他ほかの知的生命体に寄生することで、対象から自我を構成するいくつかの要素を借りている。そう──借りているんだ。借りることができるなら、逆に貸したり、あるいは移したりすることができるんじゃないか。そんなことを今、思いついたのさ」

　……移す？　何を？

「きみの自我をさ。心とか魂と言ってもいい。それをこの《繊維体フアイバーボデイ》に移すんだ。その結果として、元々そこにあったはずのストライプという意識は、ほとんど残らないだろう」

「……お前……おかしくなっちまった……のか？」

「ずっと一緒だって言ったろ？　どんなに薄まってしまっても……ぼくという存在はきみの中で在り続ける。といっても、まだ成功する保証もないけどね。でも……きっと、成功させてみせるから」

「俺おれが……お前になれと？　そんなバカなことが……」

「気に入ると思うよ、この身体からだをさ。だって、きみのほうがぼくよりずっとパンツに向いてる」

　意味が分からない。パンツに向いてるってなんだよ。

「さぁ、あとのことは任せて……きみは眠れ。次に起きたときは、きみがストライプだ」

　待ってくれっ！　ストライプ！

　俺はパンツになんてなりたくないぞっ！

　それに……そんな無む茶ちやをすれば……お前はっ……。

　そう叫ぼうにも、傷ついた身体はすでに限界だった。




『ずっと一緒にいるから。安心しろよ──相棒』




　意識を失う直前、そんな言葉を聞いた気がした。




　　　　▽




『──お兄ちゃん……？』

　響きよう子この声が聞こえてくる。

　これは念話だ。

　ぼく──いや、俺は響子の声を、念話で聞いていた。

『やっと正気に返ったのか、響子。さすがに覚かく醒せいモードのお前は、お兄ちゃん……ちょっと怖かったよ』

　声がすっかり変わっていた。

　もう、ストライプの声ではない──姫ひめ川かわ礼れい二じの声に。

『ストライプじゃなくて……お兄ちゃん？』

　響子はためらいがちに言った。

『お前も、さっきの夢を見ていたのか……？』

『うん。さっきの、いったい何……？』

　響子はあの夢を見ても、ストライプが礼二なのだと、理解できないらしい。

　そりゃそうだ。

　お兄ちゃんがパンツになったなんてあまりにも非常識な話だし、響子はその目で俺の死体を見ているのだから。

『俺おれはずっと、ストライプの中にいた。いや、ストライプだと思っていたのは、本当は俺──姫ひめ川かわ礼れい二じだったんだ。ずっと、自分がストライプだと思ってた。でも……そうじゃなかった』

『それじゃあ、ストライプは……？　それにお兄ちゃんは今……どうなってるの？』

『さっき夢で見た通りさ。ストライプは自分の《繊維体フアイバーボデイ》に、俺の心を移植した。そうすることで、元々そこにあった自分の心が消えてしまうとしても──あいつは俺に身体からだを譲ったんだ。死ぬはずの俺を……生かすために』

『そんな……ストライプがお兄ちゃんで──お兄ちゃんはパンツだって言うのっ？』

　響きよう子こは戸惑いながらも、なんとか今の俺の状態を理解したようだ。死んだはずの兄と再会した喜びよりも、兄がパンツになっているという驚きのほうが強いようだが。

『あぁ、そうだ。お前が知っているストライプは……本当は俺なんだ。響子、お前には、心配かけちゃったな……』

『ほんとの……ほんとに……お兄ちゃん……？』

　響子の感情が流れ込んでくる。意識が繋つながっているからこそ、分かってしまう。

　どれだけ不安にさせていたか、どれだけ悲しませたか。

　そして、どれだけ想おもわれていたかを。

　だから、おれも響子へ感情を……いや、心を送る。

　不安を和らげるように優しく。悲しみを癒いやすように穏やかに。

　自分もずっと、想っていたと。

『ごめんな……響子……俺に意気地がなかったから……』

『ううん……いいよ……だってお兄ちゃんが今……ここにいるんだから……』

　もう、言葉になんてする必要もなかった。

　離れていたからこそ、今こうして繋がっているからこそ、素直になれた。

　恥じらいもなく、不安もなく、ただひたすらに相手を想い、それだけを伝える。

　……そうだな、ストライプ。

　やってみれば、こんなに簡単なことだったんだ。

『──響子、またあとでゆっくり話そう。今は、やらなきゃならないことがある』

『ウィドウを倒すの？　でもアイツ、すっごい強くて……それに、すごく怖いよ……』

　響子の恐怖や不安が伝わってくる。

　あの悪魔は、これほどまでに妹を傷つけ、追い詰めたのだ。

　自分が殺されたことよりも、そのことのほうがよっぽど許せなかった。

　ウィドウは──俺が倒す。

『響子。少しの間だけ身体を借りてもいいか？　ここはお兄ちゃんに任せてくれ』

『ええっ？　お兄ちゃんがわたしの身体を借りる？　そんなことできるの……？』

『何言ってるんだ。俺おれはお前の股こ間かんに寄生してるんだぜ？』

『いやあああっ！　ちょっとぉ！　ストライプみたいなこと言わないでぇっ！　……って、あれれ？？　ストライプが今、お兄ちゃんなんだっけ？　もうわけわかんないよっ！』

　響きよう子こはまだ、今の俺をうまく受け入れきれていないようだ。まぁいい。自分の股間に寄生しているのが大好きなお兄ちゃんだということを、あとでねっちりと理解させてやる。

『とりあえずここは、お兄ちゃんがなんとかしてやるから。ほら響子……俺を信じて……俺を受け入れて……ふふ……』

『ちょっと！　ちょっと待ってぇ！　まだ心の準備がぁっ！』

　響子は必死に抵抗した。了承を取っている時間の余裕はない。外に意識を向けると、まさに今、ウィドウが響子に寄生しようとスカートをめくっていた。

『お前は天井のシミでも数えていればいい。そしたらあっという間さ』

『ここ、体育館だしっ！　シミなんかないしっ！』

　響子はそう言って抵抗したものの……最後は観念したのか、その無む垢くな股間を俺に明け渡した。

『響子！　おまえは必ず、俺が守る。だって俺は、お前のお兄ちゃんで──そして、きみのパンツなんだっ！』







　バチバチバチッと耳障りな音が体育館に響いた。

　響子の視覚を拝借して外の景色を捉とらえると、少し離れた位置にウィドウの姿が見えた。俺が発生させたパンツエネルギーの障壁によって響子への寄生行為が妨害された事実に、ヤツは驚きよう愕がくしていた。

　俺は今、響子の身体からだを借りてウィドウと対たい峙じしている。

　ひとまず四肢に力を込め、身体を拘束しているパンツの鎖を引きちぎっておく。

「なんなのヨォッ！　今のはッ！」

　ウィドウは狼ろう狽ばいしていた。

　障壁で受けたダメージは相当なものだったのだろう。響子の身体──いや、今は俺の身体か──が自由になったことで、ヤツはさらに焦り、追い詰められていた。

「《ＰＴパンテイー・フィールド》。《所有者オーナー》を包むパンツの壁──乙女の不可侵領域だ……」

　狼狽しているウィドウに向けて、俺は言い放った。自分の言葉が響子の声で発せられるのは、不思議な感じがした。

　今、響子自身の意識は優しく俺に包まれ、覚かく醒せいによって受けた精神的負荷を回復するために心を休めている。あとは──俺がこの悪魔を倒すだけだ。

「キサマは誰だれ……ダァ……！」

　さすがのウィドウも現状を理解できないらしい。俺おれは自らの名を告げてやる。

「俺は礼れい二じ。姫ひめ川かわ礼二だ！　お前を倒すために、死の淵ふちから蘇よみがえったっ！」

「なん……だと……？」

　ウィドウの顔に動揺が走る。まるで亡霊でも見ているかのような顔をしている。

　事実、ヤツはそれに近い状況にあった。

　殺したはずの相手が今、目の前にいるのだから。

「俺はストライプの中にいた。あいつは俺の心を自分の《繊維体フアイバーボデイ》へ移植したんだ。そしてこの俺が、姫川礼二が──ストライプとなったっ！」

　ウィドウの表情がみるみるうちに引きつっていく。

「完全な融合……だトッ……？」

　ウィドウが舌打ちして、そう言った。

　俺は今、ストライプを感じていない。

　だから、あいつの自我は俺が覚かく醒せいしたと同時に、崩壊したのだと思っていた。

　だけど、ずっといっしょにいると、あいつは言っていた。

　そしてウィドウの言った『完全な融合』という言葉。

　皮肉にも、それが気づかせてくれた。

　俺という存在は、今や『俺』だけでなく──『ストライプ』でもあるのだと。

「そうか……。わざわざ教えてくれてありがとう。それだけはお前に感謝してやる。ストライプは寄生を超えた『融合』を……パンツとしての無償の愛を……俺に……」

　あの状況でそんな大仕事を……。

　ストライプ……お前は本当にすごいパンツだったんだな……。

「世よ迷まい言ごとヲッ！」

　ウィドウが跳んだ。響きよう子こと戦っていたときよりずっと俊敏な動きで、己の分身を射出する。驚くべきことに、ヤツはまだ余力を残していたのだ。

　白いパンツが円月輪のように鋭く回転しながら俺に迫る。しかし──。

「無駄だ！」

　今の俺にとって、それはそよ風のようなものだった。

　周囲に発生させていた青と白の焔えん光こうを放つ障壁をさらに拡大させる。

　そのとき束ねていた髪がほどけ、はらりと背中に垂れた。

　障壁の光に包まれて、響子の髪は青い恒星のように輝いていた。

「──ヒッ！」

　ウィドウの顔が歪ゆがむ。なんて醜悪な表情だろう。他者を蹂じゆう躙りんすることに快楽を感じていた狂気の殺人パンツは、今、さらに強大な力によって蹂躙されようとしているのだ。

　ウィドウの分身たちは障壁にさえぎられ、体育館の床にぽとぽとと落ちる。ヤツにテイムされていたパンツたちが、その支配から解き放たれたのだ。

　それだけではない。解放されたパンツたちの全すべてが元の白い生地から、青と白のしま模様へと変化していた。

「人とパンツの融合──それによって俺おれたちは完全な存在となった。この《完全パンツ生命体》たる俺たちが、《至高の乙女ベスト・パンテイスト》である響きよう子この身体からだに宿っている……それがどういうことか、お前になら分かるだろう？　もはや勝ち目はないぞ！　ウィドウッ！」

「そんなこト……アリエナイワァ……このワタシが負けるナンテェェッ！」

　再度、ウィドウが分身を射出する。これが最大出力の攻撃なのだろう。ヤツの操るパンツたちが大きな膜のようになって、迫ってくる。

　しかし結果はさほど変わらない。ウィドウの分身たちは夏の羽虫のようにぽとぽとと床に落ちていく。それらのパンツもまた、しまパンへと変化していた。

　体育館は大量のしまパンによって、絨じゆう毯たんが敷かれたようになった。

「なんなのヨォッ！　その攻撃はッ！　ナンナノォ……ソンナノアリエナイワァッ！」

　ウィドウが恐怖のあまり絶叫した。俺たちの力を恐れているのだ。

「攻撃なんてしていない。ただ、お前のパンツを優しく包み込んでいるだけだ。お前が操っていたパンツは全て──俺たちに穿はかれたんだっ！」

「バカなことヲォッッ！」

「お前はまだ状況を理解できていないようだな。《完全パンツ生命体》となった俺たちは、素粒子レベルの状態で響子に穿かれている。それによって生まれた力を使えば、お前が植えつけたパンツ細胞を全て上書きするくらい、簡単なことだ」

「素粒子レベルの寄生ですッテ！　そんなハッタリは通用しないワヨォ……！」

　ウィドウが俺を睨にらみつける。ヤツはまだ、その事実を信じられないようだ。

　ならば、仕方がない……。

「そこまで言うなら見せてやろう──今の俺──礼れい二じであり、そして、ストライプであるものの姿を！」

　響子の身体を操っている俺は、その手でスカートをたくしあげた。

　響子はパンツを──

「ばっ……バカなァッ……！　穿いてなイっ！　穿いてなイダトォオオッ！」

　ウィドウは恐怖に呑のまれ、悲痛な声で叫んだ。

　聖者に浄化されることを恐れる、邪悪な悪魔。その姿が、そこにあった。

「これが俺たちの流派スタイル。パンツを解放せしもの──《ノー・パンティスト》。お前には、響子がパンツを穿いていないように見えるだろう。だが、俺たちはちゃんと穿かれている。そう、極小の存在となって──響子の全てを包んでいるんだっ！」

　姿なんて重要じゃない。

　見えなくても、聞こえなくても、触れられなくても、それでも。

　ストライプは、ずっと俺おれの心を包んでくれていた。

　パンツとは、形が全すべてではない。大切なものを優しく包むことこそ、パンツの真理。

《ノー・パンティスト》こそ──パンツという概念すら超えた先の、究極の流派スタイルなのだ！

『お兄ちゃん……やっつけようっ！　アイツをっ！』

　響きよう子この声が聞こえてくる。さっきまで泣いていた俺の妹。

　いや、俺の大切な女の子が、力をくれる。

『そうだよ、相棒。ずっと一緒だ。だから、ぼくのこと、たまには思い出してくれよ』

　かすかに、そんな声も聞こえた気がした。記憶をなくしてからずっと、一緒だったもの。

　そしてこれからも、心の中に在り続ける。俺の大切な親友が、力をくれる。

　……ありがとう。俺の大切なものたち。

　俺はきみたちを包み、そして俺もまた、きみたちに包まれている。

　心という名の、目に見えないパンツによって……。

「お前の穢けがれきった心を浄化してやるっ！　ブラックウィドウッ！　桃もも山やま先生の身体からだは解放させてもらうぞっ！」

「ヤメロオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　床に散らばって絨じゆう毯たんのようになっていた、かつてのウィドウの分身たち──今はただのしまパンに変化したもの。その一つ一つに、俺おれはパンテイムしていった。













　素粒子レベルで『俺たち』に穿はかれたパンツ。それらがこの身体からだのもとへ集まってくる。

　そして周囲にしまパンの渦ができた。

　響きよう子この身体を中心として荒々しく旋回する、しまパンの小さな渦──ウィドウ、これはお前に踏みにじられたものたちの怒りの炎だっ！

「正しいパンツとして生まれ変わるがいいっ！　ブラックウィドウゥッッ──ッ！」

　俺はしまパンの渦を射出した。

　渦は劫ごう火かとなって、ウィドウに迫っていく。ヤツは俊敏な動きで、その炎から逃れようとした。しかし意志を持つ青と白の炎は、決して、狙ねらった相手を逃したりはしない。

「来るナッ！　クルナアアアアアアアアアア！　ギュワアアアアアアアアアアアッッ！」

　しまパンの劫火に包まれ、醜悪な悪魔が断末魔の悲鳴をあげる。

　そして──ヤツは果てた。

　体育館の床にごとりと、桃もも山やま先生が倒れる音が響く。その身体がウィドウの支配から解放されたのだ。

　俺は先生に駆け寄り、パンツの色を確認する。彼女は黒レースではなく──思春期の女の子が穿くような、可愛かわいらしいしまパンを穿いていた。

「しまパンとしてやり直すがいい……ブラックウィドウ」

　これで全すべては終わった。

　俺はほっと息を吐いて膝ひざをつく。響子の小さな膝が床について、コツンと鳴った。

　力を全て使い果たしてしまった。この身体を借りているのは、もう限界だ。

　周囲に発生させていた障壁を戻し、俺は元のしまパンに戻る。

　安息の場所──響子の股こ間かんへ帰還するのだ。

　チェッカーさんとタンは床に倒れたままだ。

　彼らにまだ息はあるだろうか。

　それに冷凍保存されていた俺の死体……これはどうすればいいのだろう。

　自分の身体だけど、死体となると扱いに困る。

『響子、あとは頼んだ……。桃山先生とかチェッカーさんとかタンとか……それと、俺の死体もどうにかしてくれ……もう疲れた……後始末……大変だと思うけど頑張れよ……』

　響子の意識にそう語りかけてから、俺は深い闇やみの底へと落ちていく。




　彼女が何か言っていたけど──もう、それに答えることはできなかった。






│エピローグ│　パンツ、後ゴ日ジツ









　それから。

　俺おれは響きよう子この自室にいて、彼女に抱かれていた。

　ウィドウによって冷凍保存されていた身体からだは損傷が少なかったため、ストライプがしたときと同じようにして、俺の心を元の身体へと移植しなおすことができたのだ。

　……などという、ご都合主義的なハッピーエンドはなく。

　俺は今もパンツだ。

　そして今は、響子以外の少女に穿はかれている。

「本当にキミが礼れい二じなのかね？　さすがのワタシでもこれは信じがたいな」

「本当ですよ。ストライプが俺の心を、パンツに移植してくれたんです」

　そう言って小さな手を振ってみせる。

　チェッカーさんは不思議そうな顔で、俺を見つめていた。

「ずいぶんと可愛かわいい姿になったじゃねーか」

　チェッカーさんの頭に装着されているタンが、俺を冷やかした。

　彼らはウィドウとの戦いで満まん身しん創そう痍いだったものの、無事に生きのこっていたのだ。

「可愛いでしょ？　もうお兄ちゃんたら、こんなものを押し入れに隠してたなんて……」

　響子はそう言って笑った。

　響子は俺が彼女を持っていたことに、そこまで嫌悪感を示さなかった。

　そう、俺は今、自分の部屋の押入れに眠っていた少女──みさこ十四歳に穿かれている。

　もちろん、彼女は生身の人間ではない。いわゆるドールというやつだ。

　俺は《繊維体フアイバーボデイ》をドールサイズに縮小させ、彼女の無機質な股こ間かんをピッチリ包んでいる。さらに《パンテイム偵察機》の技術を応用し、極小サイズで作ったパンツをテイムして関節に仕込むことで、このボディを操り人形のように操作できるようにもなっていた。

　そうして、俺はみさこという仮の肉体を得たのだ。

　これぞ新兵器──みさこ十四歳・改。

　……とはいえ、俺の本来の《所有者オーナー》が響子であることには変わりない。

　では何な故ぜ、今は響子ではなくみさこに穿かれているのか。それには理由があった。

「本当は響子に穿かれていたいんだけどね、なかなか許してもらえないんだ……」

　そんな不満を響子に向けて吐く。

　俺は早く、お前の股間を堪たん能のうしたいのに。

「だって……お兄ちゃんを穿くなんて……恥ずかしいし……」

「あのなぁ、俺はストライプでもあるんだぞ！　それに、俺を穿いてないとまた禁断症状が出るぞ！」

　そう言ったものの、実は俺おれと響きよう子この結びつきは相当に強まっている。一ヶ月くらい穿はかずにいても平気だ。

　だとしても俺の《所有者オーナー》は響子であり、その股こ間かんはいわば俺にとってのマイホームなのだ。できれば毎日、穿いていてほしかった。

「どうにかしてお兄ちゃんを元の身体からだに戻せないんですか？」

　響子は俺を無視してチェッカーさんたちに尋ねた。

　今日、彼らを家に招いたのは、そのことについて聞くためだった。

「たしかに礼れい二じクンの肉体は、ウィドウが冷凍保存していたために状態がよかった。しかしそこに心を移植して蘇そ生せいさせるとなると、ワタシたち組織の技術をもってしても難しい。あのまま保存しておくだけなら可能だが……」

「そんな……」

　響子はがっくりと肩を落とした。

　彼女の願いは今、俺を探すことから、俺を元に戻すことへと変わっている。

「まぁ、別にパンツのままでもいいけどなぁ」

　俺はのん気にそう言った。

　そもそも、この《繊維体フアイバーボデイ》はストライプが残してくれたものだから、愛着もある。

「バカなこと言わないでよっ！──わたしはいやなの！」

　すると響子はものすごく怒った。目に涙まで溜ためている。

　しまった。

　また……泣かせてしまった。

　俺がウィドウを倒して意識を失ったあと。

　チェッカーさんが目覚めてから組織に連絡を入れて事後処理をさせるまでの間、響子は涙ぐみながら、ずっと俺の死体の手を握っていたという。

　そのとき彼女が何を思っていたか──それくらい、俺にだって想像できる。

　思えば、響子を泣かせてばかりいる。

　俺は本当に、ダメなお兄ちゃんだな……。

「まぁ、お前らがオレらに協力するなら、なんとかなるかもしれねーぞ」

「え？」

　響子が驚いていた。俺も驚いた。

　なんとかなるかもしれない──その言葉は希望をくれた。

　しかし同時に、なんとなく嫌な予感もした。

「幹部会がね、キミたちが組織の一員になるなら、礼二クンの身体を元に戻すための研究チームを結成すると言っているのだ」

「ふええっ？」

「それってほんとですか？」

　思わず、聞き返してしまう。

　しかし……研究チームが結成されるくらいで、なんとかなるものなのか？

「あくまで、キミを元に戻すための研究をはじめるだけだ。もしかしたら、研究をしてもどうにもならないかもしれない。だが、ワタシたちは誠心誠意、キミの身体からだを元に戻すために努力すると誓おう。どうか、それだけは信じてほしい」

「……ふむ」

　なんとも微妙な話だ。

　組織に入れば、響きよう子こは今までのような平穏な生活を送ることはできなくなる。

　それに組織の一員として活動するというのは、命の危険だってつきまとうはずだ。

　条件を呑のんでも、俺おれを元に戻せる保証はない。

　それなのに、響子の身を危険にさらすことになるというのは、あまりにも──。

「わたし、入るっ！」

　しかし響子は元気よくそう言った。それから俺に、にっこりと笑みを向ける。

「おいっ！　ちょっと待った！　お前、それがどういうことか分かっているのか？　命の危険だってあるんだぞ？　それに報われるかどうかも分からないじゃないかっ！」

「でも、このままじゃお兄ちゃんはずっとパンツでしょ？　そんなの、わたしはやだよ」

「響子……」

「わたしはお兄ちゃんとその、ほら……」

　そこで響子は急にモジモジして、頬ほおを赤く染めた。いったいどうしたというのか。

「パンツじゃなくて……ちゃんと……あの……男の子として……ね？」

　恥ずかしがりながらも、か細い声でしぼり出したその言葉から、彼女の言いたいことを推測する。

「ふむ。つまりお前は、パンツではなく人間の男として、俺にあれこれされたいと……そう言いたいわけだな？　いやぁ、お前って意外とえっちだなぁっ！」

「バカっ！　べつにそういう意味じゃっ……！　それにわたしはお兄ちゃんほどえっちじゃないわよっ！」

　まあ、それは認める。

「ふむ、響子の股こ間かんに寄生する今の状態も悪くはないけど──俺も男としてはだなっ！　あれだなっ！　よっし！　響子、頑張ろう！」

「……もうっ！」

　二人でそんなやり取りをしていたら、チェッカーさんがわざとらしく咳せき払ばらいした。

「ワタシたちがいることを忘れないでくれたまえ」

「あぁ……すみません」

「えへへ」

　チェッカーさんがいたことを今さらながら思い出して、二人一緒に照れてしまう。

「バカップルどもめ。それじゃ、お前らはオレらの仲間になるってことでいいんだな？　まぁ人手不足だしな。組織の連中も喜ぶだろうぜ」

「へえ、人手不足なの？　ああ、でも、そうよね。チェッカーさんたち、あんまり役に立ってなかったもんね」

　響きよう子こがさらっとチェッカーさんたちの心に致命傷を与えた。

「それは……たしかにそうだったが……」

「言うじゃねぇか……この野郎……」

　やはり本人たちもかなり気にしているようだ。

　自信満々に『本職だからウィドウとか余裕』みたいに言っていたくせに、実際はまったく歯がたたず、あの体たらくだったわけだからな。

　チェッカーさんは動揺をごまかすようにまた一つ咳せき払ばらいしてから、言った。

「そうと決まったら、ワタシたちはキミたちを組織に入れる手続きをしなければなるまい」

「よろしく頼みます、チェッカーさん。それにタン」

「あぁ、ワタシもキミたちの活躍を期待しているよ」

　チェッカーさんはそう言って、俺おれの小さな手と響子の手と交互に握手し、それから一枚の書類を差し出した。

　組織に加入するための手続きに必要な書類だろう。響子はそれにサインした。

「これでわたしもヘンタイの仲間入りかぁ」

「おいおい……。お前が自分で入ると言ったんじゃないか……」

　今さらそんな愚痴をこぼす響子に、俺は呆あきれてしまう。

　たしかにチェッカーさんたちの仲間になるというのは……かなり不安だけど。

「まぁいい。ワタシたちの業界では、女子高生に変態と罵ののしられるのはご褒美だからな」

「あぁ、できればオプションで踏んでほしいところだぜ」

「……」

　響子は言葉も出ない。なんていうか別の意味で最強だな、この二人。

　そこでふいに、タンが言った。

「そういや……お前ら、どうやってあのブラックウィドウを倒したんだ？」

　チェッカーさんたちは、俺がヤツを倒すところを見ていない。響子も意識の深い領域で俺が戦っているのを感じていただけで、詳しいことは何も知らない。

「火事場のバカ力ってやつですかね」

「……はぁ？」

　俺おれはそう答えた。タンは、なんじゃそりゃ、と言いたげだった。

　とはいえ、実際そんな感じだったように思える。

　ウィドウに何か色々とハッタリをかました気もするけど、俺はそれをよく覚えていない。あとになって眠りから覚めたとき、ヤツを倒したときの記憶はおぼろげになっていたのだ。

　あのとき、何か途方もない力がみなぎった──それだけはかすかに覚えているものの、それがなんだったのかまでは、うまく思い出すことができない。

　あのときの力は、いったいなんだったのだろうか。

　もしかすると、俺の中にいるストライプが力を貸してくれたのかもしれない。

　ま、それはいいとして……。

「そういえば、桃もも山やま先生はどうなったんですか？　操られていただけですし、罪には問われない……ですよね？」

　俺はそれを少し心配していた。容赦なく牢ろう獄ごく行きなんてことはないと思いたい。

「あぁ、それについては問題ない。あの先生は無罪放免だ。組織としても彼女をどうこうする気はないよ。今やウィドウはただのしまパンだし、先生はどちらかというと被害者だ。手厚くアフターケアしているよ。ヤツに支配されている間の記憶は抜け落ちているようだから、しばらくは通院することになるだろうが……それでも二学期が始まるまでには、元の響きよう子こクンの優しい担任教師として、職務に復帰できるはずだ」

「よかったぁ……」

　チェッカーさんの言葉を聞いて、響子が心底ほっとしたような声を出した。

　ウィドウに操られていたとしても、桃山先生が響子と俺の恩師なことに変わりはない。いつもの先生に戻ってくれるのなら、俺たちも嬉うれしい。

「それでは、そろそろワタシたちは行くとしよう。キミたちを仲間にする手続きでしばらくこの星を離れることになるが、じきにまた会えるはずだ」

「そのときお前らは、オレらの仲間だな！」

　チェッカーさんたちは別れの挨あい拶さつをして、響子の部屋の窓から帰ろうとした。

「お気をつけて」

「組織の人に、もっとマシな人を連れてきてくださいって言っておいてね」

　俺たちはそうやって彼らを見送った。別れ際、響子の言葉にチェッカーさんは苦い表情をしていた。

　彼らが窓から去っていったあと、二人でしばらく窓の外を眺めた。

　こうして、みさこ状態で響子に抱かれているのも悪くはないけど。

　やっぱり俺は──ホームに帰りたい。

「なぁ……響子」

「だめ」

　俺おれを穿はいてくれないか？　そう言おうとしたところで、先手をうたれてしまう。

「もうちょっと……もうちょっとだけ……待っててね……」

「……そうか」

　ふむ。まぁ、俺──響きよう子こがストライプだと思っていたもの──が、実は姫ひめ川かわ礼れい二じだと分かってから、それほど時間は経たっていない。響子はまだ少し、この事実に対応できていないところがある。

　ならば、気持ちの切り替えができるまで、待ってやるとするか。

　……やれやれ。







　響子に再び穿かれる日のことを夢想しながら、部屋の窓から見える外の景色を眺める。真夏の空は、白い雲が広がって、青と白のしま模様を作っていた。

　俺はそこに、親友の面影を見つけた。

　大気という名のしまパン。

　それは俺たちの穏やかな生活を、優しく包み込んでくれている。

　ストライプもきっと、あの空と同じように、俺たちを包み込んでくれているはずだ。

　たとえ、姿が見えなくても。

　優しく。

　穏やかに。




『──ずっと一緒だよ……相棒』




　心の奥深くで、かすかに、そんな声が聞こえた気がした。

　あぁ、ずっと一緒だ。

　俺は絶対に忘れたりしない。




　あの大切な──しまパンのことを。













あとがき




　皆様はじめまして、本作『ストライプ・ザ・パンツァー』にてデビューとなりました為ため三ぞうです。デビュー作ですので、あとがきを書くのも初の体験となります。なのでここは無難に、この作品がどのようにして誕生したのかについて、少し語ってみようと思います。




　ライトノベルの新人賞に投稿するにあたって、私が目標としたのは、『魅力的な主人公を生み出す』ということでした。というのも小説（とくにライトノベル）において、主人公の魅力というのは、作品の面白さに直結する、もっとも重要な要素だと考えたからです。

　しかし『魅力的』といっても、それだけではあまりに漠然としています。単純にかっこよくて強いというだけでは、逆にありふれた主人公として、数多あまたあるほかの投稿作の中で埋もれてしまうかもしれません。

　では、どうすればいいのか。色々と悩んだ末、私は発想を逆転させました。

　つまり、魅力的な主人公を生み出そうとあれこれ考えるのではなく、魅力的なものをそのまま主人公にしてしまえばいいのでは、と考えたわけです。

　そうなると次は『魅力的なものとは何か』について考えます。

　ライトノベルのメインターゲットである男性読者の誰だれもが魅力を感じる存在……。

　そう、パンツです。

　というわけで、パンツが主人公になりました。

　この際なので一人称形式にします。もちろん、ヒロインは可愛かわいい女の子。

　何な故ぜパンツが生きているのか？　などの問題は全すべて「宇宙から来た」で解決します。

　とりあえず困ったら宇宙。宇宙は広いから何でもありです。ありがとう宇宙！




　こうして『ストライプ・ザ・パンツァー』は誕生しました。

　自分の書いた小説が世に出るというのはなかなか感慨深いものですが、それだけで終わらず、読者の皆様に楽しい時間を提供できるよう日々精進いたしますので、これからもどうかよろしくお願いいたします。
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